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 平成２８年第２回小豆島町議会定例会議事日程 

 

 

平成２８年６月１５日（水）午前９時３０分開議 

 

 

第１  会議録署名議員の指名について 

 

第２  会期の決定について 

 

第３ 一般質問 11名 

 

第４  報告第１号  平成２７年度小豆島町一般会計繰越明許費繰越計算書について 

                                   （町長提出） 

 

第５  報告第２号  平成２７年度小豆島町水道事業会計建設改良費繰越計算書につい

て 

                                   （町長提出） 

第６  議案第５２号 専決処分の承認について 

（小豆島町税条例等の一部を改正する条例について） 

                                   （町長提出） 

第７  議案第５３号 専決処分の承認について 

（小豆島町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の一

部を改正する条例について）          （町長提出） 

 

第８  議案第５４号 専決処分の承認について 

（小豆島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について） 

                                   （町長提出） 

第９  議案第５５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

                                  （町長提出） 
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第10  議案第５６号 小豆島町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条

例について                 （町長提出） 

 

第11  議案第５７号 し尿収集車購入事業に係る物品購入契約について 

                                 （町長提出） 

 

第12  議案第５８号 平成２８年度小豆島町一般会計補正予算（第１号） 

                               （町長提出） 

 

第13 議員派遣について 

 

 

第14 閉会中の継続調査の申し出について           （各常任委員長提出） 

 

 

第15 閉会中の継続調査の申し出について          （議会運営委員長提出） 
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            開会 午前９時30分 

○議長（森口久士君） 携帯電話をマナーモードに切りかえてください。 

 なお、10月末の間、クールビズを実施することとし、ネクタイ、上着の着用は自由とい

たします。 

 おはようございます。本日は何かとご多忙のところご参集くださいましてありがとうご

ざいます。 

 今期定例会の議事日程等につきましては、去る６月８日開催の議会運営委員会におきま

してお手元に配付のとおり決定いたしましたので、皆様のご協力をお願いします。 

 開会に先立ちまして、町長から今期定例会招集のご挨拶があります。町長。 

○町長（塩田幸雄君） 本日、小豆島町議会第２回定例会が開催されるに当たりまして、

一言ご挨拶申し上げます。 

 議員の皆様には、何かとご多用の中ご出席を賜り、まことにありがとうございます。 

 さて、今定例会では、繰越明許費繰越計算書の報告２件、専決処分の承認３件、人事案

件１件、条例改正１件、契約案件１件、補正予算の審議１件をご提案させていただくこと

としております。議案の内容につきましては、後ほど説明させていただきますが、十分ご

審議いただきご議決賜りますようお願いいたしまして、まことに簡単でございますが今期

定例会に当たってのご挨拶といたします。 

○議長（森口久士君） 次に、既に議員各位のご承知のことと思いますが、去る４月１日

付で町の人事異動があり課長級などの一部がかわっておりますので、異動のあった職員の

みご挨拶をお願いいたします。税務課長。 

○税務課長（川崎智文君） このたび税務課長を拝命いたしました川崎智文です。税務行

政につきましては専門性の高い分野ではございますが、最前線に立つのは税務課の職員で

ありますし、またお話の相手をさせていただきますのは一般の住民の方々です。私のみが

一生懸命頑張ってもどうすることもできません。ただ、課の職員ともども成長いたしまし

て住民の皆さんに的確な、正確な、優しい表現をしながら住民の信頼をかち得ていきたい

と思っておる所存でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（森口久士君） 人権対策課長。 

○人権対策課長（山本真也君） ４月１日付で人権対策課長を拝命いたしました山本真也

でございます。人権対策課では人権啓発、地域改善対策、男女共同参画社会の形成に関す

る業務等を分掌しており、城山会館、草壁会館及び橘会館の運営管理業務も含まれており

ます。 
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 さて、自己紹介の場をおかりして申しわけありませんが、今月26日には午後１時半から

サン・オリーブにおいて男女共同参画推進シンポジウムを開催いたしますので、議員の皆

様におかれましてもぜひご参加いただく旨をお知らせを申し上げます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○議長（森口久士君） オリーブ課長。 

○オリーブ課長（丸本 秀君） ４月１日付でオリーブ課長を拝命いたしました丸本でご

ざいます。自分にとっては古巣でありますが課題はたくさんあります。一生懸命前向きに

取り組んでまいりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（森口久士君） 健康づくり福祉課長。 

○健康づくり福祉課長（清水一彦君） 失礼いたします。４月１日付で健康づくり福祉課

長を拝命しました清水です。どうぞよろしくお願いいたします。町民の皆さんが生涯を通

じて健康で生き生きと暮らせるまちづくりを目指して福祉施策に一生懸命取り組んでまい

りますので、議員各位のご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（森口久士君） 介護サービス課長兼老健事務長。 

○介護サービス課長兼老健事務長（岡本達志君） ４月１日付で内海病院事務長から介護

サービス課長兼老健事務長に異動しました岡本です。引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（森口久士君） 会計管理者。 

○会計管理者（立花英雄君） ４月１日付で会計管理者を拝命いたしました立花でござい

ます。行政運営を支える大切な公金をお預かりする者として、適正な支出と公金の管理に

取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（森口久士君） 建設課長。 

○建設課長（三木宜紀君） おはようございます。４月１日付で建設課長になりました三

木と申します。よろしくお願いいたします。最年少課長であって、また尾田さんの後とい

う事でプレッシャーを感じてるんですけども一生懸命頑張りたいと思いますので今後とも

よろしくお願いいたしたいと思います。以上です。 

○議長（森口久士君） 議会事務局主査。 

○議会事務局主査（立住貴彦君） ４月１日付で議会事務局の主査を拝命いたしました立

住です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（森口久士君） ありがとうございました。 

 ただいまの出席議員は14名で、定足数に達しておりますので、本日の第２回定例会は成
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立しました。 

 これより開会します。（午前９時33分） 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に報告事項でありますが、２月17日以降、６月６日までの主要事項に関す

る報告及び監査委員からの例月出納検査執行状況報告書３件については、お手元に印刷配

付のとおりでありますので朗読は省略します。 

 これより日程に入ります。日程はお手元に配付のとおりです。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（森口久士君） 日程第１、会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第125条の規定により、２番坂口直人議員、３番中松和彦議員を指名しますので、よろ

しくお願いします。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 会期の決定について 

○議長（森口久士君） 次、日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 今期定例会の会期は本日１日にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、今期定例会は本日１日と決定しま

した。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３ 一般質問 

○議長（森口久士君） 次、日程第３、一般質問を行います。 

 通告を受けておりますので、順次発言を許します。 

 一般質問の方法につきましては、引き続き一問一答で行います。 

 なお、一般質問の時間を守っていただくために５分前に事務局長が札を出します。この

後の時間配分に十分ご留意いただきますようお願いいたします。 

 お断り申し上げます。 

 議会広報作成のため、事務局職員が一般質問の間、質問議員の写真撮影を行いますの

で、ご了承くださいますようお願い申し上げます。13番浜口勇議員。 

○１３番（浜口 勇君） 私は財産区の今後のあり方についてご質問をいたします。 
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 小豆島町内の６財産区は昭和20年代に旧内海町へ合併する６カ町村の持つ公有地を残し

て管理してきたものであります。以来、各財産区議会は公職選挙法によって議員は選出さ

れております。年間の収入は各財産区によって多いところ、少ないところとまちまちであ

ります。 

 旧池田町は財産区を残しておりません。小豆島町全体を見ると財産区の収入にもばらつ

きがあり不公平感もありますし、70年近くもたとうとしていますので一つの方法として町

有財産に持ち込んで管理する方法も考えられるのではないかと思いますけどもいかがでし

ょうか。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 浜口議員から財産区の今後のあり方についてのご質問がありまし

た。 

 ご質問にお答えする前に、先般草壁財産区で起きました不祥事につきまして、この場を

かりましても深く町民の皆様におわびを申し上げたいと思います。本当に申しわけないと

思います。 

 草壁財産区の問題については二度と同じような問題が起きないよう複数人の、いわゆる

会計チェックなど万全の措置を講じていきたいと思っておるところでございます。 

 浜口議員の財産区の質問についてお答えをいたします。 

 質問にありましたように、現在小豆島町内に６つの財産区があります。この財産区は昭

和の大合併の際に旧内海町において旧町村の財産の持ち込みに関して合意ができずそれぞ

れに財産区が設置されたものです。 

 この財産区は地方自治法で規定された特別地方公共団体になっております。すなわち、

小豆島町とは別の独立した特別地方公共団体になっております。法律におきまして執行機

関は小豆島町とされてまして、私が法律で自動的に管理者になっているという仕組みにな

っております。議会はそれぞれ財産区ごとに設置されているところでございます。 

 質問にありました財産を小豆島町の財産にするということにつきましては、すなわちそ

の財産区、現在地方自治法で規定された特別地方公共団体であります財産区を消滅すると

いう法的な問題があります。したがいまして、それぞれの地域での合意形成が必要となり

ますので、手続的にもかなりややこしいことでありますし、そう簡単なことではないと認

識しております。 

 しかしながら、ご質問にありましたように財産区を取り巻く環境は変化しております。

私自身もこの６年間、財産区の管理者という立場をさせていただいておりますけれども、
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法律で求められている建前と実際の現実との間には相当乖離がありまして、財産区制度に

ついてはやはり問題があると私自身も経験として感じております。町長の仕事をしながら

財産区の仕事も責任を持ってやるということは現実には大変難しいことだろうと思ってお

ります。 

 したがいまして、各財産区の皆さんのご意見を聞く必要がありますけれども、重要な政

策課題、研究課題として今後取り組んでまいりたいと思っております。 

 詳細は担当課長が説明いたします。 

○議長（森口久士君） 総務課長。 

○総務課長（空林志郎君） 補足の説明をさせていただきます。 

 旧内海町では昭和26年に５カ町村が合併して内海町となり、その後、昭和32年３月31日

に福田村と合併をしました。内海５カ町村の合併時に問題となったことの一つに、各町村

が持っている財産処分がありました。合併に際しては財産も負債も全て新町に持ち込むと

いう考え方もありましたが、保有財産に大きな格差があったりして意見の一致を見ること

ができませんでした。 

 国の合併推進策の一つとして、このような際には財産区という特別地方公共団体を設置

し、その区域に財産を残し管理運営をすることを推奨しておりました。旧内海町ではこれ

に基づき、旧町村単位の財産区及び財産区議会が設置されたものでございます。この財産

区につきましては、原則として固有の機関を持たず、所在市町村の首長がその執行機関

の、また議会が議決機関の機能を受けもつこととなっております。 

 しかしながら、例外として地方自治法第295条で財産区に議会を設けることができると

の規定があります。これは財産区の利害と市町村の利害が必ずしも一致せず、町村議会に

して公平に財産区の事務を議決させることが適当でない場合に財産区固有の意思決定機関

を設けることができることとしたものでございます。昭和26年、32年の旧内海町合併時に

はこれを採用して財産区議会を設置したもので、財産処分の決定などはこの議会の議決が

必要となります。 

 そのようなことから、たちまち財産区の財産を町へ持ち込むことは難しいと考えます

が、一方、地方自治法第296条の５では、財産区が市町村内で孤立する団体となって所在

市町村全体の一体性を損なわないように運営すべきであるとの努力義務も課せられており

ます。 

 これらのことから、財産区のあり方につきましては財産区議員さん、それからその地域

の人々とも十分に研究、協議を重ねていきたいと考えております。 
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○議長（森口久士君） 浜口議員。 

○１３番（浜口 勇君） 難しいことはわかりましたけど、町長が管理者、そして事務を

とるのは町の職員ということで今日までやってきましたけれど、やはりずっと続けるの

か、未来永劫にわたって、町長がお考えのようにどっかでこの問題を今のままでなくてい

い方向に向けるべきではないかと思いますが、これを続けるのか、残すのか、いつごろま

でにこれをどういう方向に持って行くのかというような見通しがありましたらお知らせい

ただきたいと思います。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 財産区、幾つかありますが、それぞれの財産区において置かれて

いる状況、環境、考え方が違うと思います。多分、これから協議を始めますけれども、も

う速やかに町に財産を譲渡して財産区は解消したいという財産区もあると思いますが、一

方でさらに財産区として独立の存在として財産を管理したいという財産区もあると思いま

す。 

 したがいまして、少し時間はかかると思いますが、順番に一つ一つ財産区と議論して解

消し、最終的にはやはり地方自治体としての一体感を保つという点は小豆島町に一本化す

ることが望ましいと思っております。以上です。 

            （13番浜口 勇君「終わりです。終わります」と呼ぶ） 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（森口久士君） ８番森崇議員。 

○８番（森  崇君） 私からは３問質問させていただきます。 

 最初に、猪鹿垣対策についてでございます。 

 イノシシとの闘いは里村共生室で対応しておりますが、イノシシの急増に対応し切れて

ないように思われます。非常に小さな畑で農作物をつくっている人は、芋をつくっていた

がイノシシに荒らされてしまったと。もう農業はしたくないと言われます。イノシシはミ

ミズを食べるためか、畑の土やミカンやオリーブの木をひっくり返したり、人を襲ったり

して私たち人間にとって危険きわまりない動物だと思います。夜行性でないよと聞いてま

すが、お墓にもあらわれるので怖がられ、地域によっては冬は子供たちが集団下校してお

りました。 

 ある人が夜、イノシシがいるので家に帰れないというのでその人の車に乗り現場まで行

きましたが、ライトを照らしても大きなイノシシは逃げませんでした。地域は高齢化して

おり、自治会もイノシシ柵をつくれない自治体もあると思います。 
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 先日、議員に配付された小豆島の猪鹿垣、これですけども、その昔、自普請で行いたい

と、当時の幕府にも申し入れたようでございます。約230年前、30年もかけて猪鹿垣をつ

くった先人たちの苦労と努力に学ぶべきと思います。資料によると、延べ120キロは国内

最大級だそうです。島民の命を救い、人間とイノシシや鹿とのすみ分けだったとも書かれ

ているとおりです。島民総動員だったというふうに思います。 

 今、農業、地域、人を守るために早急にイノシシ対策のボランティアを募ってイノシシ

柵をつくってもらうしかないと思います。観光ボランティアは既にございます。全国的な

問題でもあり、この小豆島でもさらなるイノシシ対策やジビエ対策も検討すべきです。高

松ではイノシシ被害でけが人が何度も出ています。何とかしたいでなくて、何とかしなく

てはならないと思いますが。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 森議員から猪鹿垣対策についての質問をいただきました。 

 鳥獣害対策につきましては、住民の皆様が積極的に取り組んでいただいたおかげでここ

数年、相当前進したと思っていますが、しかしイノシシ等による被害が減少してるわけで

はありません。今後とも住民の皆様と一緒になって取り組んでいかなければいけない課題

だと思っています。 

 質問の中にありました猪鹿垣研究会には私もメンバーとして参加しておりますし、その

研究冊子はとてもすばらしいものだと思いますし、江戸時代の私たちの先達がつくった

100キロ、120キロに及ぶ猪鹿垣を自分たちの力でつくったということも世界に誇るべきこ

とだと思っております。 

 ご提案にありました農業、地域、人を守るためのボランティアのイノシシ垣をつくった

らどうかという提案はすばらしい提案だと思います。小集落において高齢化のため防護柵

の設置は難しい地域もあることから、設置作業にボランティアの力を活用してはどうかと

いう提案はとてもいい提案だと思いますので、担当課において早速検討させていただきま

す。 

 それから、ジビエの問題も言われました。里村共生室のメンバーが先進地視察をしてお

ります。成功しているところは民間の人がやって成功してる事例だと理解をしております

ので、先進事例についても研究し、小豆島でもそういうものができるかどうか検討したい

と思います。 

 詳細は担当課長から説明を申し上げます。 

○議長（森口久士君） 農林水産課長。 
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○農林水産課長（近藤伸一君） ただいま森議員さんからのご質問でございます。 

 まず、町内の27年度の有害鳥獣、主要となります鹿、猿、イノシシの捕獲状況について

ご報告させていただけたらと思います。昨年度の捕獲数でございますけれども、鹿でござ

います。約680頭、対前年度で160頭ほど増えております。それから、猿でございます。約

140頭、同じく20頭の増。それから、イノシシ約570頭捕まえてございます。対前年約

100頭の増ということで、対前年でいきますと20から30％増しの実績ということになって

ございます。 

 また、出没情報や相談のほうをいただいてございまして、当課、26年度で97件、27年度

で83件という相談件数がございます。 

 また、このような現状を踏まえまして、昨年度におきましては各自治会の総会、それか

らまた春、秋に行いました町政懇談会の場で貴重なお時間をいただきまして被害状況、そ

れからイノシシに遭遇した場合の対処についてのご説明を申し上げたところでございま

す。 

 その際、捕獲だけではなかなか限界がありますよということをご報告させていただい

て、侵入防止柵やとか狩猟免許の取得者、こちらのほうの育成を地域でぜひとも取り組ん

でいただきたいいうお願いも差し上げてございます。 

 今回、森議員さんからボランティアの力をかりて侵入防止柵の設置を進めてはどうかと

いうような貴重なご提案いただいてございまして、町長からも答弁ありましたとおり、応

募方法とか、また活動時におけます保険の問題、それから経費の問題等々もございますけ

れども、それら検討を踏まえましてその対応に取り組んでまいりたいと考えてございま

す。 

 なお、１点ご理解いただきたいことがございまして、県の獣害担当のほうから常々言わ

れておりますことに、柵の設置後の管理について言われております。それにつきまして

は、なかなか完璧な柵というのは難しいということで、その後やられたら補修していくと

いう形になろうかと思います。そしてまた、設置したから終わりではなく、設置後の見回

り、それから柵の周辺の草刈りなどの維持管理が非常に重要になってくることでございま

すので、これが伴わないと柵の効果は、せっかく設置しても薄れていくということになっ

てございます。基本は地域で守るという点だけは十分意識を持っていただいて対策に臨ん

でいただきたいのがお願いでございます。 

 今後とも被害対策は当然のことながら、ジビエ対策につきましても十分に研究いたしま

して、費用対効果等を調査してまいりますので、より効果的な鳥獣害対策、こちらを実施
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してまいりたいと思います。ご理解を賜りたいと思います。以上です。 

○議長（森口久士君） 森議員。 

○８番（森  崇君） 最初にイノシシを捕獲したのは平成21年で８匹だったと。約50何

倍になっとったいうことでびっくりして、丸金の人に言いますと、そういや、うちの工場

の中にイノシシがおったと。５月。ですから、あの苗羽の辺は山が近いんでそうだと思い

ますけど。 

 例えば、オリーブハマチ、オリーブ牛の月日も聞いたんですけど、一回言って笑われた

んですけど、オリーブイノシシにしてはどうかと、言うてみんなに笑ったんですけど、捕

獲する人、料理する人、売れるところをきちんとせないかんということやと確かに思いま

すけど、ここまで来たらやっぱりそういうことを一緒に考えていってもらわないかんなと

いうふうに思います。よろしくお願いします。 

 次に、町職員の年休消化についてでございます。 

 小豆島中央病院が企業化されたので、今後町職員の年休消化の数字がストレートにあら

われると思います。今までは内海病院で働く人も入っており、年休消化の平均を上げてい

たというふうに思います。開院前の内海病院職員と町職員に分けた年休消化の実態をお聞

きします。 

 理由は、町も計画年休が必要になったと思うからです。小豆島町職員の仕事が特別きつ

いとは思いませんけれども、過労死という言葉は他の国になかったもので、その言葉は日

本から広がったと聞いています。仕事は頑張りが必要ですけれども、休日、休息、年休消

化はそのためにも大切であり、法律を守るのが行政だと思います。以上です。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 森議員からの年休取得の質問がありました。 

 おっしゃるとおり、職員の皆様に仕事をしっかりしていただくためには休むときには休

んで心身ともリフレッシュをしていただくことが必要だと思います。このためには年休は

しっかりと取得していただきたいと思っております。各課長さんの判断で積極的に職員の

皆さんが年休を取得できるよう取り組んでいただきたいと思っております。 

 具体的には担当課長から説明いたします。 

○議長（森口久士君） 総務課長。 

○総務課長（空林志郎君） 補足の説明をいたします。 

 内海病院職員と町職員の年次休暇、有給休暇の取得日数につきましてご説明をいたしま

す。 
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 小豆島中央病院開院前の平成27年中の年次有給休暇の取得状況は、職員全体では11.5日

となっております。内海病院職員が13.9日となっており、町職員が7.7日となっておりま

す。内海病院職員につきましては仕事のローテーションの関係から自由に年休が取得でき

る状況にはないことから、あらかじめ年休を取得させており、取得日数が多くなっている

ものと考えられます。 

 計画的な年次有給休暇の取得につきましては、先ほど町長から答弁がございましたよう

に、各部署によってはそれぞれ仕事の都合があり変わってまいりますので、それぞれの部

署の長の判断によって実施できるように努めてまいりたいと考えております。 

○議長（森口久士君） 森議員。 

○８番（森  崇君） 以前も申し上げたと思うんですけど、週休２日制になったとき、

丸金の方は非常に喜んでおられました。先輩ですけど、日曜日は休むというの前はなかっ

たんだと。いや、そんなことないやろと。盆休みとか正月休みあったやろ言ったら、そん

な日やって仕事に行って10時ぐらいに帰ってくるんだということを僕は聞いてびっくりし

たんですけど、世の中変わってきて休日は増えているっていう時代に、相変わらず働かな

しょうがない。人数見るととても休めないいうのが実態のように思います。ですから、計

画年休のことは余り聞かなかったんですけども、計画年休というのは入れているんでしょ

うか。 

○議長（森口久士君） 総務課長。 

○総務課長（空林志郎君） 森議員の再質問についてでございますけども、先ほど申しま

したように、内海病院とか、それから介護老人保健施設というふうにやはりローテーショ

ンが決まっておるような部署につきましてはそういうような計画年休入れておりますが、

それ以外の部署では計画年休は入れておりません。 

 ただ、夏季の特別休暇などにつきましてはできるだけまとめて休暇をとるようにという

ふうなことなどで指導をしてきておるというような状況でございます。 

○議長（森口久士君） 森議員。 

○８番（森  崇君） 何事も急に改善されると、急によくなるということは僕は非常に

難しいとは思います。しかし、やっぱり町職員の方もきちんと年休を消化すると、僕は島

の出身ですけど自分の休日というのなかなか増やせなかったんですけど、１月ぐらいにな

ると会社と交渉して２年前の20日の消化率をちゃんと発表してもらって努力するというこ

とを続けてきましたので、そういった意味では町の職員の方の年休消化についても努力し

ていただきたいというふうに思っております。 
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 ３番目に入ります。 

 平和を考える小豆島に。 

 昨年７月の二十四の瞳に学ぶ平和トークには500人を超える参加者がございました。コ

ーディネーターの方から平和の小豆島で終わらず平和を考える小豆島にすべきとの発言が

ございました。アンケートには、戦争だけはいけないという声が約100人の方から出され

ております。確かに世界では戦争が続けられており、日本も絶対安全というのも言い切れ

ません。 

 ５月27日には米国のオバマ大統領が初めて広島を訪問して平和祈念公園で献花、追悼し

て核兵器なき世界を追求する勇気をということで決意表明をされました。犠牲の被爆者、

これ115人ですけど、アンケートでは謝罪は求めないというのが78％でございます。オバ

マ大統領が被爆者を抱き寄せた姿がマスコミを通じて世界に広がったと思います。平和は

世界共通の希望になりました。平和を考える小豆島としての町の平和の決意をお聞きした

いと思います。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 森議員から小豆島町としての平和の決意を聞かれました。 

 小豆島は平和の象徴であるオリーブの産地であります。また、壺井栄の二十四の瞳を生

んだ町でもありますので、小豆島として平和を発信することは広島市が平和を発信する事

が責務であると同じぐらいに小豆島町にとって大切な任務であると私は認識をしておりま

す。 

 そのような観点から、昨年平和トークというものをいたしましたし、私もシンポジウム

に参加しました。とても有意義なシンポジウムであったと認識をしております。今年はち

ょうど壺井栄さんの五十回忌の年でもありますし、小豆島町誕生10周年の節目の年でもあ

りますので、この２つのことを記念いたしまして９月25日の日曜日だったと思いますけれ

ども、「平和の島小豆島フォーラム～壺井栄から学ぶ～」という行事を行うこととしてお

ります。 

 詳細はまだ詰めているところでありますが、基調講演として小豆島町と包括協力協定を

結んだ四国学園大学、ここは平和の研究とか人権問題の研究で先駆的な取り組みをしてい

る大学でありますけれども、そこの学長さんに基調講演をしていただき、その後、壺井栄

さんの二十四の瞳を題材に平和について考えるシンポジウムをすることとしております。

あわせて、二十四の瞳の紙芝居などについてもボランティアの方に行っていただくという

そういう取り組みをして平和を小豆島から発信していきたいと思います。 
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○議長（森口久士君） 森議員。 

○８番（森  崇君） 私、もと島バスだったんで運転手が走っとるとき、ガイドさんが

二十四の瞳を語るんです。泣きながら走っていた時もあるんですけど、この紙芝居も５年

前にちょうど僕の同級生が二十四の瞳の紙芝居をつくりたいということで壺井栄さんの親

戚に電話をして了承をもらって紙芝居をやってます。 

 去年、今町長言われたように、平和トークのときに、5,500人あったがあの日は500人で

すから6,000人を超えて、特に池田町なんか老人会がすごいですから、そこへ何回も行っ

てますし、多分大方8,000人近い人たちが映画村を含めて、映画村１回に1,000人ぐらい全

体でなりますんで、僕も反省なんですけど、平和は誰かが守ってくれるという、この甘い

考えがあったと思うんです。壺井栄さんに出会って、この紙芝居に出会ってやっぱりこの

まま放置するとだめだと、オバマさんが頑張って来られましたけど、オバマさんに任せと

っても僕はできないというふうに思いますんで、町長が言われるように発信基地としては

世界中だというふうに思いますんで、よろしくお願いしたいと思います。終わります。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（森口久士君） ５番谷康男議員。 

○５番（谷 康男君） 私のほうから２点質問させていただきます。 

 昨年の６月定例会でも質問しましたが、小豆島町におけるごみ対策について再度質問い

たします。 

 昨年の時点で町内２カ所あるごみの最終処分場のうち、吉野処分場が28年度で搬入停止

の予定、また徳本処分場においても平成32年度中に計画容量に達するとあったが計画に変

更はないのか。 

 また、この状況の中、町内のごみ処分計画についての状況は、前回も提案した不燃ごみ

の中間処理、破砕、分別施設の検討はなされているのか。町長が前回秋長議員の質問に対

し、両町が一つ一つの問題を解決してこそ、その先に一つになるとの答弁をされていまし

たが、まさに解決すべき１つの問題がここにあるのではないかと思います。 

 一般ごみの最終処分場はそれぞれの町で検討、確保するべきと思いますが、その前段で

の中間処理は両町で検討すべきではないのか。今後、最終処分地を検討していく中におい

ても、従来の直接埋立処分では関係地域の理解は得にくいと考えるが町長の考えは。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 谷議員からごみの処分についての質問をいただきました。 

 質問のとおり、最終処分場の確保は小豆島にとってとても大切な問題でありまして、２
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町ごとではなくて最終的には広域的、２町が力を合わせて取り組むべき課題だと思ってお

ります。そして、ただ埋めるのではなくて中間処理をして最終処分の量を減らしていくと

いうことも必要不可欠なことだろうと思います。したがいまして、中間処理の検討も２町

が力を合わせてするべきだと思っています。 

 具体的なこのことについて説明を申し上げます。 

 まず、最終処分場のうち、吉野地区埋立処分場につきましては、平成28年度末をもって

ごみの搬入を停止するというお約束になっていると思いますけれども、その考えに現段階

で変わりはありません。 

 もう一つの徳本地区埋立処分場がありますけれども、平成32年度中には計画容量に到達

するものと見込んでおりますけれども、次期最終処分場の建設期間が少し時間がかかると

思われますので、徳本地区埋立処分場についてはどこかの段階で計画容量を変更して少し

利用期間を延長化、ほんの少しになると思いますが、することを考えております。 

 次に、中間処理であります不燃ごみの破砕、選別処理ですけれども、ごみ処理のリサイ

クルの推進、ごみの減量化の観点から検討すべき課題であると認識しておりますので必ず

すべき課題であると思っております。 

 また、選別の過程で有害物や危険物の点検除去もできると思われますので、最終処分場

をつくる際、あるいは現在ある最終処分場の周辺住民の皆様の安全性の確保、不安の払拭

にもつながるものと考えております。 

 このような状況は小豆島町のみならず土庄町も同じ状況でありまして、同じように最終

処分場の計画に着手しておりますので、両町連絡をとりながら現在検討をしているところ

であります。 

 詳しくは担当課長から説明をさせます。 

 中間処理については小豆島クリーンセンター、小豆島リサイクルセンターという工事の

観点でこれからも取り組んでいく必要があると思っております。広域事業として中間処理

についても検討をする、実施をしていくということになるのではないかと思っています。

中間処理を進めるという前提で最終処分場をどこにするかという議論もしていきたいと思

っています。徳本処分場も平成32年度、若干の延長ができるとしてもそこから先の処分場

は確保されていないですので、次期最終処分場につきましても現在検討中でありますの

で、できるだけ早く場所を決定して手続を進めていきたいと考えております。 

 詳しくは担当課長から説明をいたします。 

○議長（森口久士君） 環境衛生課長。 
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○環境衛生課長（谷本静香君） まず、徳本処分場におきましては、平成29年度から小豆

島町全域の不燃ごみを受け入れしながら、次期最終処分場の受け入れ開始まで容量を確保

していく必要がございます。したがいまして、計画変更によりまして現在の７万5,000立

方メートルから１割未満程度の範囲で容量拡大を図る準備を既に進めております。 

 次に、不燃ごみの破砕選別処理施設に関しましては、昨年の６月議会で選別処理の結

果、多くのごみが可燃ごみと再資源化につながる有価物に選別される見込みであることか

ら、小豆島クリーンセンターあるいはリサイクルセンターとの連携が極めて重要である

し、重要な課題であると申し上げました。 

 この認識につきましては土庄町についても同様でございまして、任意の協議組織として

小豆郡２町ごみ問題協議会というのが、実は休眠状態でございましたのを再開いたしまし

て、ここを勉強会に位置づけて土庄町と協同して事業の可能性について既に検討を着手し

ております。 

 最後に、次期最終処分場の整備に関しましては、複数選定した候補地の評価、検討を進

めておるところでございます。極力早い段階で設置場所を決定したいと考えておりますの

でよろしくお願いしたいと思います。以上で説明を終わります。 

○議長（森口久士君） 谷議員。 

○５番（谷 康男君） 余り時間がないので早急にお願いしたいと思います。 

 それと、ごみの処分場についてですけど、この破砕選別を行った後という最終処分場な

んですけども、高松あたりで問い合わせしますとほとんど借地でやってるところもあるよ

うです。それをどういうふうに利用するかといいますと、畑とか田んぼの地上げです。現

在、もう処分が終わった後の実際の田んぼとか畑ができているというような状況もありま

す。だから、検討会立ち上げていただいて、それはもう結構なんですけども、そういうと

ころをよく調査、勉強していただいて、町長、余り時間がありませんので早急にそういっ

たところをお願いしたいと思います。 

○議長（森口久士君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（谷本静香君） それにつきましては十分検討させていただきたいと思い

ますし、議員さんご指摘の中間処理施設、これ非常に安定性、安全なごみが入ってくるよ

うな形になります。そういった意味では埋め立て終わりまして実際浸出水等とかのモニタ

リングを長期間にわたってしていかないかんのですが、以降、かなり重要な活用が図れて

いけると思いますので、そういった将来の活用も含めて検討を進めてまいりたいと思いま

す。以上です。 
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○議長（森口久士君） 谷議員。 

○５番（谷 康男君） 次の質問です。 

 今、空き家対策をずっと行われています。空き家調査の進捗状況。 

 それから、その中に今どのぐらいの割合であるのかわかりませんけども、相続がなされ

てないと、建物の。また、法人の所有でその法人が倒産しているにもかかわらず精算手続

ができていない等の場合があったと思いますが、そのようなものに対する行政としての対

応はどういう形のものがとれるか質問します。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 空き家対策についての質問をいただきました。 

 空き家対策につきましては、この議会でも何度もご質問受けてまして、空き家に関する

特別措置法というのが国がつくってくれまして、その法律に基づきまして空き家に関する

協議会をつくり、最終的には空き家の活用に関する総合計画をつくるということになって

ます。 

 協議会の設置をなるべく早くしたいと思ってまして、この７月には第１回目をあけると

担当課長から報告を受けております。そして、協議会を開いて、最終的に空き家活用の全

体計画をつくるわけですけれども、その前提として空き家の調査を行ってきました。その

空き家調査につきましては各自治会からご提供いただいた情報を基本に小豆島町全域の現

地調査を行い全て完了をいたしました。 

 調査の結果、住宅、店舗、倉庫など、空き建物の総件数は2,288件でした。現在、得ら

れた情報をデータベースに整理する過程に入っております。詳細とご質問にありました相

続、精算手続がとられてない物件の取り扱いなどに関しまして担当課長から説明をいたし

ます。 

○議長（森口久士君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（谷本静香君） まず、空き家の調査に関しまして説明申し上げます。 

 調査におきましては、老朽危険空き家のみならず、空き家の活用を念頭に置きまして、

使用されていない全ての建物を対象にピックアップをしております。現地調査、現地調査

の過程で新たな物件の把握作業を行いまして、結果として空き建物の総数につきましては

2,288件で、うち1,696件が住居でございました。 

 また、比較的状態のよい物件につきましては992件、腐朽して危険な物件が554件で、そ

れ以外の物件につきましては使用再開に当たって大小の修繕を要するものとして分類いた

しております。これらの情報は地図情報と連動しましたデータベースに整理し、現在は税
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情報を活用しまして登記簿上の所有者を調査物件に連結する作業を進めております。 

 次に、その相続や精算手続がとられていない物件の取り扱いについて説明申し上げま

す。 

 物件の適正管理指導や活用の意思確認のために所有者の特定作業は必ず行わなければな

らないと考えております。個人所有の物件につきましては登記簿、戸籍情報などを調査し

まして実態的な所有者を特定する作業を継続的に行うこととしておりますが、活用可能な

優良物件につきましてはこの作業が比較的簡単に完了するものと見込んでおります。 

 しかし、不動産登記が行われていない物件や老朽物件の中には意図的な相続放棄、ある

いは相続が途絶えているケースなど、建物の所有者が確定できないケースも散見されます

ことから、周辺住民の聞き取り調査など、追加調査に加えまして家庭裁判所に相続財産管

理人の選任を申し立てるなどの法的措置につきましても研究してまいります。 

 次に、法人所有物件につきましての説明でございますが、一般的に企業倒産などの場合

につきましては裁判所が選任した破産管財人が倒産企業の所有物件を売却するなどとして

精算手続を行います。 

 この精算手続の過程で競売不調などによりまして管理処分権が放棄された場合につきま

しては、破産手続完了後、倒産企業の法人格が消滅してもなお倒産企業の名義のまま放置

されることになりますし、管理処分権の放棄によりまして破産管財人の管理義務も消失す

ることとなります。ですから、倒産企業のまま放置されてしまうというケースになりま

す。 

 したがいまして、破産手続が完了後、放置された建物の管理義務を負う者は誰もいない

という状況になりますので、仮にその建物の除却を行う場合につきましては裁判所に新た

に清算人の選任を申し立てまして、清算人から建物の譲渡を受けて建物を解体するか、あ

るいは清算人に除却命令を発した上で代執行により解体を行うことが考えられます。あく

までも想定でございます。 

 しかし、具体的なケースごとに物件に残留する権利が異なることから、個別の判断とそ

れぞれ異なる法律上の手続が必要であることはもはや言うまでもございません。以上、説

明終わります。 

○議長（森口久士君） 谷議員。 

○５番（谷 康男君） 企業の倒産したものについては非常に難しいというのがわかりま

すが、その分、物件も大きかったりいろいろあるんで、そのあたりできる範囲で行政のほ

うも動かしていただきたいと思います。 
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 それと、先ほどあった相続放棄、相続放棄をした場合に、じゃあ逆に行政がどういう手

続をとるのか。それと、今その活用とか空き家対策の中でできるだけ活用というのがある

んですけども、それとは別に防災対策、特に放棄しているようなところの建物というのは

非常に危険な建物であり、地震なんかの場合にはもう完全に倒壊するようなものであると

いうところで、何課が担当してどういう形でその処理を進めていくのかどうかをわかる範

囲で結構ですので。 

○議長（森口久士君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（谷本静香君） 相続放棄物件につきましては、先ほど申し上げましたよ

うに家庭裁判所のほうで相続財産の管理人というのを選任する方法もございますし、無主

物、持ち主がいない物件としまして国有財産相当として財務局と協議する方法がございま

す。いずれも具体的な手法等につきましては研究課題でございまして、具体的にどの手法

を投入できるかというのはまた少し検討研究を待っていただきたいと思います。それと、

大きな物件につきましては今後、町長が先ほど申し上げました協議会の中で検討を進めて

まいりたいと思いますので、その中で方向性を見つけていきたいと思います。 

 あと、防災対策につきましては、同じく協議会の中でそういった意見も出てくると思い

ます。町内を横断的にそういった協議組織を既につくっておりますので、その中でどう対

応していくかというのも検討してまいりたいと思っております。以上です。 

○議長（森口久士君） 谷議員。 

○５番（谷 康男君） よくわかりました。とりあえず協議会の中でということで、これ

も先ほどの話で時間がたてばたつほど建物のあれも老朽化しますし、次々と相続が難しく

なるという事ですので、できるだけ早くそういうことを計画して出していただきたいと思

います。答弁は結構です。終わります。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（森口久士君） ２番坂口直人議員。 

○２番（坂口直人君） 私からは２問、質問をしたいと思います。 

 まず初めに、環境省による国立公園への外国人旅行者の誘致について質問いたします。 

 現在、環境省が日本の国立公園に外国人旅行者誘致策を検討しています。宿泊施設の整

備や質の高いガイドの育成などを通じて観光地としての魅力を高める方針で、今年の夏に

も全国32カ所の国立公園からモデル事業を実施する５カ所が選ばれる予定です。 

 現在は地震からの復興を目指す熊本の阿蘇が有力候補に上がっています。この事業に選

出されることで環境省からのサポートのもと、海外の富裕層に各地特有の価値を伝えるこ
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とができます。実施地域をめぐっては丸川環境大臣が３月に視察した阿寒、欧米人の利用

者が多い日光や山陰海岸なども有力視されています。 

 しかし、残念ながら現在候補に上がっていない瀬戸内海は1934年３月16日に日本で初め

ての国立公園に認定され、その中でも小豆島は醤油、そうめん、オリーブ、つくだ煮な

ど、土地の利を生かした産業や島遍路によるお接待文化が色濃く根づき、外国人旅行者を

引きつける美しい日本を代表する景色や美味、暮らしがあります。まさに今回の環境省が

狙う適切な候補地であるため、小豆島町が手を挙げて選ばれるよう魅力を発信してはいか

がでしょうか。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 坂口議員から外国人旅行者の誘致についての質問がありました。 

 最近、日本への外国人旅行者が大変増えておりますけれども、実は小豆島も外国人旅行

者がたくさん来られるようになっています。そういう外国人旅行者への受け入れ態勢とい

うことが必要になってまいりますが、先般小豆島観光協会でウェルカムサポーターという

事業を始めまして、英会話の講座と少し英語に自信がある方、手を挙げて各港でご接待を

できないかということを始めたんですけれども、実にたくさんの方が手を挙げてくれまし

た。小豆島の中には、例えば外国の飛行機のアテンダントをした人とか、実に海外の経験

の多い方が埋もれていることがわかりました。 

 そういう意味で、外国人旅行者を受け入れられる歓迎態勢の素地、条件は小豆島にはあ

ると思います。もちろん寒霞渓を初め、すばらしい観光資源がありますので質問にありま

した環境省の国立公園への外国人旅行者の誘致のプロジェクトにぜひとも瀬戸内海国立公

園が選ばれてほしいものだと私も思います。 

 担当課長に聞きますと、残念ながら現在香川県が手を挙げてない、積極的に手を挙げて

ないと聞きましたので、新聞情報等から５カ所程度にするということで、手を挙げてない

んであれば最初の５カ所に選ばれるのはかなり難しいのではないかと思いますけれども、

結果のいかんを問わず小豆島にはすばらしい可能性がありますので、外国人旅行者を寒霞

渓など国立公園で受け入れる体制の整備は進めてまいりたいと思っております。 

 なお、けさの新聞によると、環境省の人事異動があって、担当の局長さん、自然環境局

長というところが担当の部局ですが、私はかつてそこで仕事をしたことがありまして、そ

のとき一緒に仕事をした同僚が局長さんになりましたので、７月には一度彼を訪ねてどう

なってるかということを聞いてぜひ瀬戸内海小豆島を忘れないように言ってまいります。 

○議長（森口久士君） 商工観光課長。 
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○商工観光課長（久利佳秀君） 私のほうから、今回坂口議員からご質問のありました環

境省のプロジェクトについてご説明申し上げます。 

 今回の環境省の事業と申しますのは、国立公園満喫プロジェクトというものでございま

して、議員ご指摘のように全国32カ所から５カ所程度を選出してそこをモデル地域として

集中的、計画的に整備を進めようというものでございます。 

 さきに５月23日に有識者会議というものが設立されまして、そこでは東京都市大学教授

の涌井志郎氏を座長に東京大学大学院教授のロバートキャンベル氏、テレビなどでよく出

演されている方ですけれども、その方たちを初め、８名の方で構成されております。 

 まず第１回目、先日行われた第１回目の会議ではインバウンド増加に向けた国立公園の

現状と課題、また国立公園の満喫プロジェクト実施に向けた考え方の２件について検討が

なされたということでございます。 

 また、６月に第２回目として参考となる国内の優良事例、また実施箇所の選定のための

選定基準案、ですからここでまず選定基準案を作成するということでございます。７月に

第３回目を開きまして、この中でまず国立公園の中から16カ所程度ピックアップしてそこ

の基本情報を上げると。それと選定する公園の案及び選定理由というものを有識者会議の

ほうから環境省のほうへ答申するという内容でございます。また、この中で実際に行う計

画、国立公園ステップアッププログラム2020の項目についても協議がなされるという予定

と聞いております。 

 環境省としてはこれを受けまして８月以降に５カ所程度の国立公園を選定するというこ

とでございます。その後に選定されましたら公園につきまして基本情報の収集と整理、ま

た環境省担当官などが現地関係者に説明会やヒアリングを経て、来年３月をめどに先ほど

のステップアッププログラム2020を策定するというような流れとなっております。 

 このような中で、選定基準、また選定された後のステップアッププログラムの内容につ

いては今から検討がなされますので、その辺の情報収集に努めていきながら、そうしたこ

とで瀬戸内海国立公園にも情報収集というようなこともあろうかと思いますので、その際

には積極的に情報提供をして小豆島を含めた瀬戸内海が選ばれますように努力してまいり

たいと思いますのでご理解をいただきたいと思います。以上でございます。 

○議長（森口久士君） 坂口議員。 

○２番（坂口直人君） ぜひお願いします。 

 その際に、先日お伝えした日本遺産や食の景勝地の窓口を一つにまとめて、連携しなが

ら一貫したメッセージを強く発信してはどうでしょうか。全てを一つにまとめるというの
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はちょっと限界があると思うので、その辺は民間企業と連携しながら強いメッセージを発

信していくというのも一つのアイデアであると思いますが、どう思いますか。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 小豆島の場合は私を中心に小豆島の自然を基本にして食と文化を

総合した魅力を一貫して発信しているつもりです。残念ながら私が見るところ、各所ばら

ばらでほぼ同じコンセプトのものをばらばらでやっている国のほうに私は実は残念ながら

問題があると思います。としか言いようがありません。 

○議長（森口久士君） 坂口議員。 

○２番（坂口直人君） 先日、日本遺産に認定された奈良県の吉野町の町役場の方の担当

者の方とお会いして話す機会があったんですけども、どのようなふうにやっていったのか

って話を聞いたところ、文化庁のほうにたびたび足を運んで、最低でも月に１回、多いと

きでは月に３回から４回、足を運んで相談しながらやっていたということを聞きました。 

 小豆島町、残念ながら日本遺産は今回認定されなかったんですけども、今後日本遺産に

ついてどういうふうな考えでしょうか。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 日本遺産については山ほど言いたいことがあります。日本遺産に

ついては小豆島の自然、文化、食文化。醤油とか佃煮、佃煮は外しましたから石の文化と

か、私自身数え切れないほど文化庁には参りましたし、文化庁の政務官にも数え切れない

ほどお会いしましたし、文化庁の担当官にもお会いしました。その結果、わかったこと

は、残念ながらもうぎりぎり、当然圏内に至ったんですが、今回淡路島が選ばれたんです

ね。淡路島はなぜ選ばれたかというと、淡路島は日本書紀で国産みだけで一番に生まれた

島であることをアピールし、かつ淡路島を挙げて文化庁に陳情をいたしたそうでありま

す。 

 それに比べて、小豆島は、私はうちの担当官と何度も何度も参りましたが、島を挙げて

文化庁に行ったかというとそういうことはありませんでした。それから、小豆島10番目で

すから、残念ながら１番目の島が全力、島を挙げてやるとすると勝てないなと思いまし

た。 

 それから、多分愛媛県のある島と尾道市が選ばれたんですね。瀬戸内海の中で幾つも選

ぶことはできない。それから、ただ香川県は昨年四国遍路が日本遺産に選ばれましたの

で、残念ながらもう一歩のところで涙をのんだという経緯がありますが、その経緯で感じ

たのは、やはり島を挙げて全力で取り組んでないということは最大の問題であると私は感
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じております。 

○議長（森口久士君） 坂口議員。 

○２番（坂口直人君） 外国人観光客で誘致するのは2020年の東京オリンピックでこれ最

大のチャンスだと思います。それまでにこういった日本遺産とか食の景勝地とかを利用し

ながら小豆島の魅力を最大に発信していただいたらと思いますのでよろしくお願いしま

す。 

 それでは、２つ目の質問に移りたいと思います。 

 ２つ目の質問は、小豆島町の企業の人材育成について。 

 小豆島の企業からハローワークに登録しているのは年間516事業所、小豆島内の事業者

は現在人手不足が深刻になっています。一方、小豆島の暮らしを望む人がいても小豆島に

は仕事がないという先入観で二の足を踏むことがあります。このままでは各企業の事業継

続が厳しく、小豆島町の良質な産業やサービスの継続も厳しくなってくると思われます。 

 なお、小豆島町は移住者が多く、平成25年度は117人、84世帯、平成26年度は131人、

105世帯、そのうち20代から30代の若者の転入が57％を占めています。小豆島町が民間事

業者と連携しながら求人情報や働く人の事例を発信し、働く環境をサポートすることでよ

り多くの転入者、そして定住化、また財政の改善も望めるのではないでしょうか。これで

取り組んでほしいのですがどう思いますか。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 人材確保について、ハローワーク等の関係についてのご質問があ

りました。 

 先日、土庄にある土庄ハローワークの所長さんと懇談をする機会がありました。従来の

所長さんはやや消極的な方が多かったんですけれども、今の赴任されてる所長さんは大変

積極的な方でありまして、今まではハローワークはハローワーク、行政は行政、学校は学

校という感じだったんですけれども、ぜひとも行政と学校とあわせて連絡会議を設けて情

報共有をして取り組みたいというご提案がありまして、ぜひそういうことをやっていこう

ということで合意をしておりますので、これから少しずつ改善していくのではないかと思

います。 

 話を伺いますと小豆島は求人倍率がとても高いんだそうでして、各企業さんとも人材を

確保できない状況にあると伺いました。そして、地元の高校生の卒業生もなかなか地元企

業への就職、大きく手を挙げない。それから、移住者の方もなかなかうまいマッチングが

できないということだと伺いました。 
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 そういう意味で、行政がもう少し積極的にハローワークと提携して移住相談の際にもう

ちょっと行き届いた相談とかマッチングができればかなり改善するのではないかと思いま

す。 

 いずれにしても、今までですと本当にハローワークの関係が手薄であったと思いますの

で、今後一緒になって取り組むことでかなり改善していくことがたくさんあると思ってい

ます。 

 詳しくは担当課長から説明をします。 

○議長（森口久士君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（城 博史君） 坂口議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、就労に関する情報に関しましては、ハローワークから月２回でありますが、小豆

島のフルタイム及びパートの求人情報をいただいておりまして、町の移住相談窓口におい

て仕事に関する相談があれば情報提供を行いますとともに、ハローワークの担当者に個別

につなぐなどの連携を図っておるところでございます。 

 それから、県下ではハローワーク土庄のみとなりますが、移住者である専門スタッフを

常駐させまして、ご自身の移住経験と地元出身のスタッフの知識や情報をもとに移住に特

化した就業相談等も行っておると聞いておるところでございます。 

 このほかに、毎年８月にハローワークと土庄町、小豆島町が連携をいたしましてサン・

オリーブで小豆島合同就職面接会なるものを実施しておりますけれども、今年度からは新

たに移住フェアーと絡めまして、８月５日金曜日から７日の日曜日の間で、１日目は合同

就職面接会と相談会、各企業に参加していただきましてこういった従来どおりの面接会と

相談会を行います。２日目には地元企業への訪問と仕事体験、こういったものもやってみ

たいと。３日目に移住者交流会を予定しております。行政と民間が連携して今後働く環境

をサポートしてまいりたいと考えておるところでございます。 

 それから、ご指摘をいただいております働く人の事例の発信という件につきましては、

土庄町と小豆島町の両町で構成をされております小豆島移住・交流推進協議会という組織

がございます。この組織におきまして、移住ガイドブック「移り住むためのちょっとした

ガイド」というものを28年４月に作成を行いました。 

 この中には、働き方の事例として実際に移住をしてこられた方の仕事内容、それからイ

ンタビュー、また一日の過ごし方などを紹介しておりますので、今後、移住相談窓口やハ

ローワーク等、実際の対応現場で活用をしてまいりたいと考えておるところでございま

す。 
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 小豆島の移住者確保については、人口減少を少しでも緩やかにしていくためには、今後

移住者に相応する仕事や働く場があること、それから起業支援などが必要でございます。

こうした意味合いから、先ほど町長が申されましたように、今後ハローワークを中心とし

て企業と学校、それから両町の行政の関係課で組織をする定例連絡会を新たに設けまし

て、情報の一元化と効果的な就労情報の発信に努めてまいりたいと考えておるところでご

ざいます。 

 それから、ご承知のとおり、28年４月に私のほうの課に所属しております地域おこし協

力隊員が中心となって地場産業の経営経験者や地元住民、移住者などで構成をいたします

移住・定住促進団体、ＮＰＯ法人のＴｏｔｉｅが発足をいたしましたので、今後移住者目

線で働く小豆島ツアーとか、新規就農ツアーとか、こういったものの実施を始めまして、

小豆島の内外に向けた情報発信の強化に努めてまいりたいと考えておるところでございま

す。 

 最後になりますが、移住希望者や転入者の移住・定住化に向けまして一層官民連携の強

化を図るとともに、町といたしましても企業と就職希望者とのミスマッチがないように情

報発信を今後心がけてまいりたいと思っておりますので、どうか議員各位のご理解とご協

力をお願い申し上げ答弁とさせていただきます。 

○議長（森口久士君） 坂口議員。 

○２番（坂口直人君） 現在、求人情報サイトで日本仕事百貨というのがありまして、こ

のサイトが結構働く姿をテレビで伝えています。こういったところもまた参考にしたらい

いと思いますが、特に小豆島では都市と比べると給料が低く、汚れる仕事が多い傾向にあ

ります。しかし、その分働き方によっては都市で働くこと以上にやりがいがあったり、ま

た生活費を抑えられたり、自然に恵まれた生活ができると思います。多角的な角度で小豆

島で働くことを支えていただきたいと思います。以上で終わります。 

○議長（森口久士君） 暫時休憩いたします。再開は10時55分。 

            休憩 午前10時42分 

            再開 午前10時55分 

○議長（森口久士君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（森口久士君） ９番安井信之議員。 

○９番（安井信之君） 私は２つのことについてお伺いしたいと思います。 

 まず１点目、奨学金制度の見直しについて。 
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 町独自の奨学金制度が改正され５年が過ぎ、以前見直しすると伺いましたがどのように

見直そうと考えているのか伺いたいと思います。 

 奨学金制度はすくすく子育ちとかいろいろな会議の中で町外の議員さんなりもいる中で

こんな制度があるんはほかにないわというふうなことを伺っております。町としても一番

セールスポイントだと思いますので、その辺よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（森口久士君） 教育長。 

○教育長（後藤 巧君） 今、安井議員さんのほうから奨学金についてのご質問がありま

した。 

 まず、簡単に奨学金についてちょっと現在の話させてもらって、見直しについてお話し

させてもらいたいと思います。 

 現在、小豆島町の奨学金制度には学校教育課所管の小豆島町奨学資金と、健康づくり福

祉課所管の小豆島町保健医療福祉関係職修学資金の２つがあります。 

 小豆島町奨学資金の目的は、修学の意欲がある者のうち、経済的理由により修学が困難

な者に奨学資金を貸し付けることにより、修学の機会を確保するとともに、本町の振興と

発展に必要な人材の育成を図るものですが、保健医療福祉関係職修学資金は町立施設また

はその他の施設における保健・医療・福祉関係職員の確保を図ることを目的にしておりま

す。 

 この目的の違いにより、小豆島町奨学資金は貸付対象者が町内居住者としていますが、

保健医療福祉関係職修学資金は住所要件に縛りはなく、特定の保健・医療・福祉関係職関

連学校等に在学する者を対象にしております。 

 また、返還免除要件は、小豆島町奨学資金が卒業後、町内に住所を有し、かつ郡内事業

所に８年間就業した場合であることに対し、保健医療福祉関係職修学資金は町立施設等の

指定する施設に正職員として従事し、５年間就業した場合となっております。 

 奨学金の募集は毎年３月号の町広報でお知らせしておりますが、平成27年度から一覧表

で２つの奨学金を比較し、わかりやすいように情報提供を行っております。その上で、貸

し付けを受ける方がそれぞれの貸付要件や返還免除要件を考慮し、メリットのあるほうを

選択していただきたいと考えております。 

 今後、それぞれの奨学金制度の見直しについては、これまでの貸付状況、返還猶予の状

況などの調査結果を踏まえて、成果の検証を行い、町の財政的負担も考慮し、より効果的

に、また継続性を持った奨学金制度を維持するためにどのような見直しが必要かについて

有識者の方などを含む検討組織を設けて11月までに判断したいと思います。 
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 なお、詳細については担当課長から説明させます。 

○議長（森口久士君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（坂東民哉君） 安井議員のご質問に補足してご説明申し上げます。 

 小豆島町奨学資金については、旧制度となる平成23年度までに貸し付けが終了した者は

卒業後の追跡調査を行っておりませんでしたので、平成26年に平成18年度から23年度まで

の貸し付け終了者71人に対し追跡調査を行いましたが、町内在住者は27名でございまし

た。この27人のうち就業先の回答があった者は14人、無職が２人、回答なしが11人でござ

いました。調査期間が６年ですので１年平均で４人程度が町内に帰ってきていることにな

ります。 

 新制度となった平成24年度から27年度の卒業者は、貸し付けが終了した98人のうち25人

が町内に居住し、郡内事業所に就業しております。新制度以降は１年平均で6.25人となり

ますので、増加はしておりますが成果を検証するにはもう少し時間が必要ではないかと思

います。 

 小豆島町奨学資金の見直しにつきましては、条例では返還猶予規定である第15条第１項

について平成26年度から就業先を島内事業所から郡内事業所に変更し要件を緩和しており

ます。 

 申し込み時期につきましては、毎年４月末となっておりましたが、平成27年度からは家

庭の経済状況に変化がある場合など、随時の受け付けを行うことにしております。 

 また、返還猶予の考え方について、条例では卒業後、町内に住所を有し、かつ郡内事業

所に就業する期間が８年目に至ったときと規定しておりますが、運用ではさまざまなケー

スが考えられます。 

 具体的には、卒業後、数年経過して帰ってくる場合や、町内に住所を有し出産や育児の

ために一時離職した場合などについての運用規定を定めるなど、運用面での見直しについ

ては随時行っております。 

 最後に、貸付要件、貸付金額及び返還猶予要件などについては、財政部局である企画財

政課を含めて検討を行うこととし、どのような見直しが必要かについて11月までに結論を

出したいと思いますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

○議長（森口久士君） 健康づくり福祉課長。 

○健康づくり福祉課長（清水一彦君） 安井議員のご質問にお答えいたします。 

 先ほど教育長から答弁がありましたとおり、奨学金、修学資金については平成27年度の

募集から３月号の町広報に２つの貸付金を一覧表で掲載し比較、わかりやすいように情報
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提供を行っているところでございます。 

 初めに、修学資金制度利用状況についての検証結果をご報告いたします。 

 当課所管の修学資金は平成７年に開始され、平成23年度に対象職種を６職種から17職種

に追加し、現在17職種において医療福祉専門職を対象に貸し付けを行っています。現在ま

でに87名の貸付終了者がおり、うち38名、約43.7％が町内施設に就職するなど、制度の目

的でもある医療福祉関係職の確保には一定の結果が出ていると考えております。 

 次に、平成24年度から28年度、５年間の平均申請者数は33.8人で、うち新規申請者の平

均が11人となっております。申請者の職種を見ますと、各年度看護師、助産師が最も多い

結果となっておりますが、年度によっては11職種の専門職種から申請があった年もありま

すことからも、保健・医療・福祉関係職に従事する人材を確保するための有効な修学資金

であると考えております。 

 今後についてはより効果的で利用しやすい修学資金とするために、教育委員会所管の小

豆島町奨学資金とあわせて検討を行い、11月をめどに結論を得たいと考えておりますの

で、ご理解とご協力をお願いいたします。 

○議長（森口久士君） 安井議員。 

○９番（安井信之君） この奨学金の今現時点での大きな目標というものは、地域の人材

確保になってきていると思います。それぞれの医療系のほうにしてもなかなか町内に一つ

の病院になりましたから、そこへの就職いうたら正職員というふうな形になってくるとな

かなか求人がないという状況にもなってきておると思います。 

 その中で、それぞれの奨学金制度自体をある程度統合してどっちでも運用できるような

方法にしてもらったほうが帰ってくる利用者というか、学生たちのほうにはメリットがあ

るんかな。町のほうとしても帰ってきてもらうということで一番問題である人口減少にも

ちょっとでも力になってくるんかなと思います。その辺の対応はどういうふうに考えてお

るか、お伺いしたいと思います。 

○議長（森口久士君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（坂東民哉君） 奨学金につきましては先ほど申し上げましたように、広

報の３月号のほうで一覧表を別紙にしてよくわかるようにして皆様にお伝えしているつも

りでございます。 

 その上で安井議員からご指摘がありましたように、保健福祉医療のほうの奨学金のほう

がやはり帰ってきた後の条件がかなり厳しいと思いますので、そのあたりは両課が連係し

て十分にその貸付者に対して金額が５万円と同じです。帰ってきてからの期間が５年と８



- 30 - 

年と違いがございますけれども、条件としたら学校教育課所管のほうがハードルは低いよ

うに思いますので、そのあたりの連携につきましてもこの今後11月までの協議において十

分に協議して対応をしてまいりたいと考えております。以上です。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 小豆島が抱える最大の課題が人口の減少だと思います。そして、

そのためには子育て支援とか、教育支援とか、島に帰ってくる人材をどう確保するかとい

うのが最大の課題だと思っています。 

 その意味で、旧池田町がやっていた奨学金制度を参考にして奨学金制度を格段に私が町

長になって何年目かの時から施行しているのですが、全国でも例を見ないとても思い切っ

た奨学金制度であると思っております。 

 ですから、ぜひとも多くの島外の人にも知ってほしいと思います。小豆島に来ると子育

て支援も、今度は新しい病院できましたし、その病院では産科の設備は多分全国でも有数

の産科設備になってますし、小児科も充実しました。そして、子育て支援もすくすく子育

て応援アクションプランというかなり中身のあるプランをつくりました。また、そしてこ

の奨学金制度も全国に例のないぐらいすばらしい奨学金制度のはずですので、本当に安井

さんおっしゃったように、もっとＰＲしないといけないと思っています。 

 したがいまして、見直しというの、技術的なところの見直しもありますけれども、どう

ＰＲするかという観点も含めて見直しをしなければいけないと思っています。11月にとい

うのは、来年度の予算編成に間に合わすように、まず実務的な結論をそれまでに成立する

といいですので、いろんな角度から奨学金についてのＰＲ見直しをしたいと思っておりま

す。ありがとうございました。 

○議長（森口久士君） 安井議員。 

○９番（安井信之君） 私もいろいろ今までのそういうような会でそのＰＲ不足というよ

うな事を言ってまいりましたが、それぞれの奨学金制度が27年度からきちんと相対するよ

うな形になってきた。改定したときにはわからない状態で、まあええか、そっちに行こう

かというふうな部分があったと思います。たまたまこっちに帰ってきて職を探す時点で、

いろいろな職場あったときには資格をどうしても取らなくて帰ってきてその職についたい

うふうな人もおると伺っております。その中で、こっちに帰ってきてもらういうふうなこ

とが町の施策の中では一番重要だと思いますので、その辺のことを考慮に入れた改革なり

をしてもらいたいと思います。その辺どんなのですか。 

○議長（森口久士君） 教育長。 
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○教育長（後藤 巧君） 今、安井議員が言われたとおり、そういう多くの人に帰っても

らえるようにＰＲも含めて、十分検討していきたいと思います。以上。 

○議長（森口久士君） 安井議員。 

○９番（安井信之君） 続きまして、２番目の小豆島中央高校に対する支援について。 

 今、小豆島高校に対して学習支援並びにいろんな形で支援事業を展開していますが、新

しい高校においてどのような支援を考えているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（森口久士君） 教育長。 

○教育長（後藤 巧君） 安井議員のほうから小豆島中央高校に対する支援についてご質

問がありましたのでお答えいたします。 

 来年４月に開校する小豆島中央高校については、島の未来を担う若者がたくましく育つ

高校であってほしいと思っております。総合教育会議においても、新しい高校を頂点とし

て、幼・保、小・中、高と連携した小豆島の教育のこれからについて大いに議論をして方

向づけを決定したいと考えております。 

 このようなことから、現在小豆島高校に対して行っている支援についてはできる限り継

続する考えですけども、土庄町との調整も必要だと考えております。 

 詳細については教育部長のほうから説明させていただきます。 

○議長（森口久士君） 教育部長。 

○教育部長（坂東民哉君） 安井議員ご質問に補足してお答えいたします。 

 現在、小豆島高校に対する支援としては、平成28年度当初予算におきまして小豆島町学

校教育研究会補助金として60万円を計上しておりますが、このうち30万円が小豆島高校に

対する学習支援でございます。 

 次に、競技力向上事業補助金482万円のうち、82万円が高校部活動強化補助金であり、

全国大会に出場した際の旅費等の実費を補助するようになっております。また、京大アメ

リカンフットボール部との交流事業におきましても小豆島高校を含めて事業を実施してお

ります。 

 幼・保、小・中、高の連携面では、平成24年度から小豆島町学校教育研究会に小豆島高

校にも参加していただいており、情報共有を図っております。具体的には、町全体の人権

同和教育及び特別支援教育に加え、中学校とは現職教育、教科部会、公開授業等において

教職員の交流や生徒の状況把握に努めております。 

 このような取り組みにつきましては、本町と小豆島高校との緊密な関係から構築された

ものであり、土庄高校とは状況が多少異なるものと思います。今後は来年４月の開校に向
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けての準備として、土庄町教育委員会と情報交換や予算措置についての協議を行い、来年

度予算に反映させてまいりたいと考えております。 

 また、新高校との連携につきましても、これまでの小豆島高校と同様に考えております

ので、現在の校長にその旨を十分に伝え、新高校の校長に引き継いでいただきたいと思い

ますのでご理解をいただきたいと存じます。以上です。 

○議長（森口久士君） 安井議員。 

○９番（安井信之君） 小豆島町で同じ町民で土庄高校へ行っとる生徒なりもおりますよ

ね。その分で土庄高校にそういうふうな学習支援というふうな分があるかと聞いたら、そ

ういうのはありませんというふうに聞いております。 

 今回、一つの高校になりますんで、その辺は両町と足並みをそろえる必要があると思い

ます。土庄高校の校長にこの前会うたときには、町はスポーツなりで全国規模の大会に行

くときにはお金なりはくれますが、学校の勉強の部分に関しての支援は全然ないというふ

うなことを聞いておりますので、その辺はもう両町きちんと話し合って同じような格好で

できるようにしなかったら、今度新しい高校は小豆島町にはありますが小豆島町の学校で

はありません。その辺もきちんと両町で話し合う必要性があると思いますが、その辺のこ

れからの話し合いのスケジュール的な部分はどのように考えていますか。 

○議長（森口久士君） 教育長。 

○教育長（後藤 巧君） 今、安井議員さんの言われたとおりだと思います。特に、新し

い高校は小豆島の未来を、発展に欠かせないものだと思っておりますので、土庄町との教

育委員会との話し合いをこの夏までにはまず行います。そして、そのあたり調整つかない

場合は教育長同士、そしてその後、町長という形に段取りを踏んで、早く、早急に今言わ

れたことを話し合っていきたいと、決定できる方向へ持って行きたいと思っております。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 今、教育長が段取りを踏んでと言われましたが、その段取りを踏

む必要性が多分ないと思います。とても大事な話なんで、当然のことながらトップ同士が

話し合いすることは当然必要だと思います。 

 この話はポイントは、両町の行政が新しい高校をどう応援するかと、とてもとても大事

ですけども、それだけじゃなくて民間の立場でどう応援するかということも忘れてはいけ

ないことです。 

 先日、小豆島振興協議会という団体があるんですが、小豆島内の各立場、婦人会とか、

商工会とか、各企業とか、そうそうたるメンバーが集まっている島振協会があるんです
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が、その場で島を挙げて応援していこうということが合意されてますので、民間も含めて

両町が新しい高校をどう応援するかということが必要になると思いますが、県立高校なん

でまずは香川県に頑張っていただくということになります。 

 例えば、喫緊な例を言うと、新しくできる小豆島中央高校の野球部の応援をしなければ

いけませんよね。１つ例を挙げると、屋内練習場というのが今野球部にありません。小豆

島高校にありませんし、土庄高校にもありません。ぜひ小豆島中央高校に野球部の屋内練

習場をつくってあげたいと思ったときに、甲子園に出てる常勝チームは当然のごとく屋内

練習場を持ってますから、屋内練習場を持ってない小豆島の高校が対等に頑張っているわ

けですね、その屋内練習場を県の予算でつくれと絶対言えません。県は各高校平等にして

ますから、新しい高校に屋内練習場をつくろうと思えば、島民の皆さんのお金か、両町の

お金でつくるということになります。 

 そういう意味で、行政だけじゃなくて島民の皆さんと行政がどういう力を合わせて新し

い高校を応援するかということになりますので、教育長さん任せではなくて私は率先して

やりますし、町議会の皆さんも率先垂範して土庄町議会と話し合っていただいて、両町と

してどういう応援をするかという連絡会議なり、意見交換会を早急にしていただきたい

と、私たちもやりますのでぜひお願いしたいと思います。 

○議長（森口久士君） 安井議員。 

○９番（安井信之君） 新しい高校は小豆島の未来を背負っとると言うたら言い過ぎでは

ないと思います。その中で、文武両方にすぐれた学校になってもらいたいと思いますん

で、その辺、両町の支援並びに地元の皆さんの支援が得られるよう、行政のほうから働き

かけなりをやってもらいたいと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。以上で

す。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（森口久士君） ６番柴田初子議員。 

○６番（柴田初子君） 私のほうからは１点のみお伺いしたいと思います。 

 町営三都路線についてでありますけれども、これは小豆島中央高校の開校、また小豆島

中央病院の開院、小豆島中央高校に向けての大幅な公共交通の抜本的に見直しがされまし

た。 

 これ三都線につきましては３月20日から三都線は全てオリーブバスはそうですけれど

も、通っております。住民の方々からさまざまなオリーブバスに対して、町営バスに対し

てのご意見もさまざまお聞きしております。 
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 担当課の職員の方のご努力も十分に理解はいたしております。ですが、12月議会におき

ましてＩＣイルカカードの推進について質問させていただきました。その前にも少し話が

あったときに三都路線につきましてはオリーブバスから小型バスに移行するときにはＩＣ

カードができる、イルカカードが利用できるようにというふうにも要望はしておりまし

た。 

 それは３月20日には間に合わなかったんですけれども、６月１日にイルカカードが無事

利用できるようになりました。利用者の方は本当に喜んでいると思います。私もこの６月

４日に室生のバス停から神浦に向けてイルカカードで乗車させていただきました。 

 しかし、いろいろ話し合いしているときに、乗り継ぎをするときにこのイルカカードで

は乗り継ぎのカードというか、乗り継ぎ券が発行できないというふうに言われました。現

金と回数券だと発行ができるのに、ＩＣカードを使うとなぜ発行ができないのでしょう

か。この点を１つと。 

 また、オリーブバスが運行をしていただくにはありました三都線のフリーの乗降バス停

ですが、町営バスに変更してからなくなりました。今まであったものがなくなり、バス代

が安くなっても高齢者にとってバス停に行くまで何度も休みながら行かなくてはならない

こういうふうな嘆きの声をお聞きしました。 

 そこで、フリーバス停が何カ所あったかと調べてみますと７カ所ありました。７カ所全

部なかなか一遍には厳しいかと思いますが、特に便数とか停車時間等のいろんなさまざま

な難しい点があるとも伺っておりますけれども、委託事業者の方とご相談をしていただい

て早急の対応をしていただきたいと思っております。 

 いずれにいたしますけど、これからますます高齢化、進んでまいります。私なんかも

10年もすればまたこのバスを利用させていただく、そういうふうな年になろうかと思いま

す。これも住民とのコミュニケーションが本当に大事だろうと思います。この２点につい

ての考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 小豆島オリーブバスについてのいろんな質問をいただきました

が、ご質問にお答えする前に、この３月に小豆島オリーブバス、どこへ行っても300円以

下、運賃を大幅に下げてもらったのと、路線とか時刻表についても一部改善をしてもらい

ました。 

 その結果、どうなってるかということですけれども、乗客の数は、まだ詳細なデータは

もう３カ月ぐらいデータを集めて解析したいと思いますが、２割か３割乗客増えていると
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思います。高かった運賃を安くしましたので、オリーブバスの赤字が増えるだろう、４割

ぐらい赤字が増えるだろうと思ったんですけれども、今の時点だと２割ぐらいにとどまっ

ています。したがいまして、もう少し利用者が増えれば赤字幅はかなり改善されまして、

もしかしたらトータルではとんとんになるような事態もあってほしいと思っています。 

 高齢者の利用がどんどん増えてます。都会では昼間に乗っていただくとわかるんです

が、都会では特に東京とか高松とか、高齢者の方が公共バスを利用して移動されてます。

小豆島もきっとそういう時代になるんではないかと思います。 

 観光客の方も利用されてますし、来年４月からは高校生が本格的に利用されますので、

小豆島オリーブバスの経営状況というのはこれからどんどん改善していくことが期待でき

ると思っています。それに伴って、サービス、いろんな問題も解決していかなければなら

ないと思っています。 

 もろもろのご質問にあったイルカカードに伴う問題とかについて、小豆島オリーブバス

では前向きに検討すると担当課長から聞いてます。具体的な内容は担当課長から説明させ

ていただきます。 

○議長（森口久士君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（城 博史君） 柴田議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

 町営バス三都線でございますが、これについてはこれまでオリーブバスに委託しており

ました神浦西から土庄フェリーターミナルまでを結ぶオリーブバス三都線と、それから小

蒲野から池田港フェリーターミナルまでを結ぶ65歳以上の高齢者や障害者等を対象とする

福祉バス表をこれを廃止いたしまして、新たに３月20日から小蒲野から小豆島中央病院を

経由して池田港フェリーターミナルまでを結びます三都東線と神浦西から小豆島中央病院

を経由して池田港フェリーターミナルまでを結ぶ三都西線として運行を開始しておるとこ

ろでございます。 

 ４月の利用状況につきましては、瀬戸芸の開催期間ということもございまして、三都線

全体で1,000人を超える利用がございました。また、５月につきましても800人を超える利

用状況でございました。小豆島中央病院や池田港への町民の皆様の足としてご利用をいた

だいておるところでございます。 

 そこで、ご質問にありますイルカカードにつきましても、バス車内の決済機器が５月末

に設置が完了いたしまして、６月１日から町営バスにおいてもオリーブバスと同様にイル

カカードによる利用が可能となってございまして、利便性の向上に努めておるところでご

ざいます。 
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 ご承知のとおり、今回の公共交通の抜本見直しにおきましては、片道の上限運賃を

300円と大幅に引き下げておりまして、１回に限り路線を乗り継いだ場合でも乗り継ぎ切

符、乗り継ぎチケットを利用することで片道運賃を300円として取り扱うこととしておる

ところでございます。 

 この乗り継ぎチケットの購入につきましては、オリーブバス、それから町営バスともに

最初に乗車するバス車内において降車時に、おりるときに運転手に乗り継ぎをする旨を告

げて、現金または回数券で300円をお支払いいただきまして乗り継ぎチケットを購入する

方式を現在のところとっておるところでございます。 

 １点目のイルカカードでなぜ乗り継ぎチケットが購入できないかというご質問でござい

ますが、イルカカードで支払いを行う場合、バスの運賃の13％が割り引かれまして、例え

ば300円の運賃ですと270円となってしまいます。さきに申し上げましたとおり、乗り継ぎ

チケットは車内において300円で販売をしております。イルカカードで支払いをする場

合、乗務員が別途機器に手入力で数値を打ち込んで300円の決済を行う必要がございま

す。 

 今回の公共交通抜本見直しにおいては、乗り継ぎチケットの導入、それから路線の再編

とダイヤの変更、運行形態の大きな変更に伴いまして、なれない中で乗務員に過度な負担

がかかりダイヤの遅れにつながることが懸念されましたことから、この上にイルカカード

による乗り継ぎチケットの購入については乗務員の手入力による機器操作が新たな負担と

して生じることから見合わせてきたところでございます。 

 しかしながら、路線の見直しから約２カ月が経過をいたしまして、乗務員も現在の運行

形態に徐々にではございますがなれつつあるところでございます。今後、町民の皆様方か

らのご意見も踏まえまして、イルカカードによる乗り継ぎチケットの購入を初め、利便性

の向上を図る上で改善すべき点につきましては、バス事業者など関係機関とも協議を進め

まして、小豆島オリーブバスと町営バスで同じルールのもとにバス会計年度のスタートに

当たる今年の10月から実施に向けて現在調整中でございますので、ご理解を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 それから、２点目のフリー乗降のバス停の設置についてでございます。 

 既にフリー乗降のバス停を設置する方向で監督官庁である四国運輸局香川運輸支局にも

ご相談をしておりまして、６月中に小豆島町地域公共交通会議においてご承認をいただい

た後、監督官庁に報告を上げ実施する方向で現在委託事業者とも調整を行っているところ

でございます。 
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 設置箇所については、三都西線において、従来の小豆島オリーブバス株式会社の運行を

しておりましたときのフリー乗降のバス停は９カ所ございました。これを基本といたしま

して、現在運行を委託しておりますかんかけタクシーさんのほうとも協議をいたしまし

て、何と申しましても一番は安全な運行ということでございますので、交通安全の観点か

ら停車が可能な位置、２カ月運行する中でそういったお年寄りの需要もある場所、こうい

ったところを勘案しながら設置に向けて検討をしてまいりたいと考えております。 

 また、三都東線においては、現在国道沿いに竹生のバス停がございます。高低差が非常

にありまして利用しにくいという住民の方からのご意見もございましたことから、竹生の

県道沿いに１カ所、できればフリー乗降のバス停を設置したい考えでおるところでござい

ます。 

 今後におきましても、町民の皆様方から頂戴いたしましたご意見、ご要望については、

対応できるものについては前向きに考えてまいりたいと思っておりますので、ご理解とご

協力を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森口久士君） 柴田議員。 

○６番（柴田初子君） ２点につきまして、本当に前向きな回答をいただきました。 

 先日、委託されているかんかけタクシーさんにちょっとお邪魔をいたしまして、社長さ

ん等もいろいろお話をしました。東線の場合は本当にもう乗降する人も少なく、というこ

とで西線の神浦のほうはまあまあ、人数はいるけれども、便数とかそうなによってなかな

か厳しい話だったのですけれども、少しでもお話が進んでいるようなので安心をいたしま

した。 

 それともう一つ、三都線なんですけれども、無理かどうかは検討していただきたいと思

うのが１つありまして、９時50分のフェリーに乗船したい方がおられてました。お聞きし

た話なんですけれども、この方は吉野の方らしいんですけれども、９時50分に間に合うよ

うなバスがない、神浦から出る分でですね。それで、その方はまず池田から出た神浦行き

のバスに乗って吉野から蒲野まで行きまして、バスで。蒲野から小蒲野まで歩いて行きま

して、そこからバスに乗って９時50分のフェリーに乗ってると。そういうようなお話も伺

いました。 

 これは三都から帰ってくる分で蒲野からは小蒲野のところ、お客様は乗せないっていう

ふうになっていると思いますが、この件、そんなに乗る人は本当に少ないと思うんです。

私がその日に乗ったときも、神浦へ行きましたけど、土曜日だったせいもあるんですけれ

ども、９時50分ぐらいのバスに乗りましたが、神浦までは誰ひとり乗りませんでした、下
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りですので。神浦出た分で二面の方から３人乗車してきました。使ってる人って、利用し

てる人、本当に全体からいうと少ないんですけれども、やっぱりこういうふうに大変な人

をできるだけ喜んで乗ってもらえるというか、そういうふうにしていくのも大事なことだ

と思いますので、この点はいかがでしょうか。 

○議長（森口久士君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（城 博史君） 柴田議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

 今年の３月20日から小豆島オリーブバスが路線から撤退後、町営バスとして運行を開始

しておるわけでございます。現在、西線、東線、１台のバスで10便運行をしております。

そういった中で、朝の便は、まずは通学、通院、こういったものに重点を置いてダイヤを

編成しております。それで、いろんな今回ＩＣのイルカも入りました。それから、フリー

乗降もこれから増えてまいります。 

 こういった部分で、委託事業者のかんかけタクシーさんのほうからは非常にダイヤがき

ついというような要望も受けておるところでございます。当面、11月の上旬、瀬戸内国際

芸術祭の増便が瀬戸芸の会期にあわせまして出されておりますけれども、この増便が終了

する段階において一度利用者の方々のご意見、こういったものも集約してダイヤの見直し

を行いたいと考えておりますので、全てが全て町内、島内、６つの港で81便のフェリー、

高速艇が離発着しておりますが、こういった全ての船に路線が接続できるかと申します

と、それはちょっと不可能になってまいりますので、いずれにいたしましても利用者の目

線で意見を聞きながら最高のダイヤ編成ができるように、その11月の変更するときに心が

けてまいりたいと思いますのでご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森口久士君） 柴田議員。 

○６番（柴田初子君） 最後ですけれども、先ほど町長からもありましたように、本当に

もうオリーブバスの方にしてでもお客さんは大分増えているように思います。私も利用し

たいと思いまして、きょう町議会、議会の日ですので、早速バスできょう参りました。本

当にもうみんながバス、公共の物を使ってそういうバスが少しでも赤字にならないように

育てていかないとこれなくなると本当に困りますので、皆さん協力しながらやっていきた

いなと私自身も思ってますのでよろしくお願いします。以上で終わります。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（森口久士君） １番大川議員。 

○１番（大川新也君） 時間的にちょっと微妙な時間になりました。少し12時を超えるか

もわかりません。よろしくお願いします。 
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 まず、１問目に入ります前に、この１問目に関しましては瀬戸芸の関係ですが、瀬戸芸

に関する町職員の方で一生懸命やられてこれたどうのこうのという意味ではございませ

ん。本当に職員の方々、特に草壁の地区の担当の方々、一生懸命やられておりますので、

それは評価しておりますので前置きしておきます。 

 瀬戸芸の反省点ということで、３月20日から瀬戸芸春会期が29日間開催されました。小

豆島全体では多くの来場者があり好評であったと新聞等でも評価されております。しかし

ながら、反省しなければならない点、問題点、最近町長のいろんな会議でのお話の中で挨

拶の中でも問題点なりがあるというふうなこともおっしゃられております。 

 特に、草壁地区におきましては当初、多分あれ昨年の10月20日、21やったと思います。

担当のの椿さん、また町職員、また自治会の関係の方で現地をずっと見て回りました。そ

のときの構想といいますか、予定では草壁港から小豆島醤油さんの倉庫、ＪＡ草壁支店の

跡、内海ダムというふうなラインで催しがするというふうな椿ディレクターさんのお話が

ありました。 

 期待をしておりましたが、それ以後いろいろと変更になりました。実際にこの春会期、

草壁港で行われたのは、盛況であったのはアイスクリーム屋さんだけであって、それ以外

は、え、瀬戸芸があったのかいうふうな感じでございます。 

 これ私も昨年の話でしたからこの年明けのときには各地区に行きまして草壁で瀬戸芸や

りますから、ぜひ皆さん協力してください。多くの方にお願いをしましたが、ふたをあけ

て見ると、このありさまでございます。 

 これ余りにもね、私が思いますに、芸術家さん、また設計士さん等、任せっ切りである

んじゃないか。全てその方々の意見が正しい。特に、草壁港のトイレに関しまして、当初

予定では３月の春会期に間に合うアートのトイレです。それと、それ以降７月７日までに

間に合う。最終的には８月の末です、今工事中ですけれど。そういった工期の遅延、そう

いうようなこと何とも言えないのかと、町としていうふうなのが一番に思います。 

 設計と建設者と業者とのいろいろな相談等もありました。工期が遅れてきているとかと

いうふうな理由ですけど、やはりこれは設計者に関しましてはプロです。ペナルティーは

与えないのかどうかというようなことが一番に思います。本当にこれ８月末でトイレがで

きるのか。今年の瀬戸芸には間に合うのか、今私は心配をしております。 

 その点で、トイレを一例にしましたが、内海ダム湖の中の浮島に大きな展示物をつくっ

て皆に見てもらうというふうなのも消えてしまいました。そんなところで、私には担当の

方がいろいろ情報はいただいておりましたが、草壁全体で、住民の方には、え、瀬戸芸が
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あったんかなというふうな感じがして、いろんな方から不満の声を聞きました。 

 10月29日には草壁公民館におきまして地域の方に声をかけて説明会を行いましたが、そ

れ以降、住民の方には何の説明会も、報告会もありません。そのあたりももう少し地域の

活性化を目指す瀬戸芸であるんであれば、周知方法等も考えなければならないのではない

でしょうか。 

 それからもう一点、瀬戸芸が春会期の間に草壁本町の老人クラブの方が草壁会館で本町

会館で土日でしたが、みなとカレーというふうなことで、食の瀬戸芸ということで、イノ

シシを利用してカレーをしていただきます。100円カレー。イノシシカレーやったら余り

食べに来ないから、みなとカレーいう名前に変えてやりましたが、きょうおいでの議員さ

んも、執行部の方もおいでますが、そのみなとカレーを食べた方が何人おいでるかなとい

うようなことで、多分おいでないと思います。 

 そういうなところもやはり、それは私が広告宣伝しなければならないかはわかりません

が、そのあたりも瀬戸芸の関連する周知方法ができるんではないかというふうに感じま

す。 

 もう一点、ＪＡ草壁、旧草壁支店の跡地のことも一切今回瀬戸芸を行っておりません。

催しを行っておりません。数日前に草壁支店、今どのようになっておるのかというふうに

ちょっとのぞきに行きましたら、玄関の奥側に６月６日をもちまして岡村美紀、地域おこ

し協力隊員ですね、の方が終了しましたとなりまして、以降、今後草壁支店、ＢＳＬ、あ

そこがどのようになるのか。 

 また、岡村氏が終了したのに、地元、総代さんには挨拶に行ったんかもわかりません

が、私のところには何の情報も入ってきておりません。地域おこし協力隊は６月６日まで

任命していたと思うんですけど、そのあたりのところもどういうふうになっておるんです

か。 

 農協の跡を貸し借りするときも、私もできるだけ協力をお願いするということで間に入

りましたが、最終的にもう６月６日で今後使用しないのかどうか、その辺も全然私のとこ

ろには情報が届いておりませんので、そのあたりいろいろと申しましたが、何点か答弁お

願いしたいと思います。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 大川議員から瀬戸芸の春会期についてご質問いただきました。 

 瀬戸芸全体についてはいろんな地域の皆様、職員の皆様、またアーティスト、クリエー

ター、いろんな方がご尽力いただいて全体としては成功していると思いますけれども、今
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言われたような反省点がたくさんあることはそのとおりだと思います。 

 特に、草壁地区については先ほど来、大川議員が言われた当初の構想の段階、私も全部

つき合ってますのでそのとおりの経緯だったと思います。しかしながら、悪いのは、私は

責任はあると思いますが、アーティストやクリエーターとか建築家の人はそれぞれの立場

で、私から見るとベストを尽くしていただいて感謝をしております。もちろんそれぞれプ

ロですから、批判されるべきプロとしての評価を受けないといけないと思いますが、その

前に町長である私が反省すべきであろうと思っております。 

 いくつかのところ、まず担当課長から説明した上で必要であればまた答弁させていただ

きたいと思います。 

○議長（森口久士君） 企画振興部長。 

○企画振興部長（大江正彦君） 瀬戸芸の開催に当たりましては多大なるご協力をいただ

いております議会の皆様、地域の皆様に改めてお礼を申し上げたいと思います。 

 まずは、春会期の状況でございますけれども、香川県実行委員会の発表によりますと、

小豆島への来場者、こちら３万5,120人ということで、前回よりは減っておるんですけれ

ども、会期が４日短いといった部分も大きな要因かと思っております。 

 一方、３月、４月の小豆島への各航路、港の乗降客を見てみますと、瀬戸芸の谷間であ

ります昨年、一昨年とは大幅に増えておりますし、前回の瀬戸芸の2013年と比べても増え

ておるといったようなことで、大川議員ご指摘いただきましたけども、全体としてはおお

むね好評であって、多くの来場者の方に来ていただいたという評価をしておるところでご

ざいます。 

 大川議員からいろいろご指摘をいただいておりますことで、まず１点目でございますけ

れども、草壁港のアートトイレの工事の遅延でございます。 

 このトイレの設計につきましては東京在住の中山英之建築設計事務所、こちらが担当し

ております。「石の島の石」と題しまして、今回瀬戸内国際芸術祭の正式作品となるもの

でございます。 

 コンセプトにつきましては、小豆島の石切場の風景に設計者がその風景を見て非常に驚

いた、感銘を受けたという経験がきっかけとなりまして、小豆島産の花崗岩をコンクリー

トの骨材にして練り込みまして、そのコンクリートを軽くたたいてちょっとはつって石を

出したり、磨いて石を出すといったような工法を用いて小豆島らしい表情を見せようと、

こういったコンセプトに基づいております。 

 今回、大川議員のおっしゃったように、瀬戸芸に間に合わせるということで、当初、地
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元でご説明した工期から後々にずれてしまったということでございます。これにつきまし

ては、設計者ともども鋭意努力はしてまいりましたけれども、先ほど申しましたような特

殊な工法を取り入れて小豆島らしいものをつくりたいと、こういった点、あるいはデザイ

ン性の高い形状、こういったものからして地元の工務店とも協議した結果、工期がちょっ

と間に合わないといったようなことで今現在８月末の完成に向けて工事を進めておるとこ

ろでございます。 

 当初、地元の皆様にご説明したときから工期が遅れ遅れになりまして、非常にご迷惑を

おかけしております。改めて陳謝申し上げたいと思います。 

 ただ、今後、竣工までの間に地元の皆様にもお手伝いいただいてワークショップ形式で

何らかのかかわりをトイレに持っていただきたいというふうに思っておりますので、草壁

港をご利用の皆様、とりわけ地元の皆様、あるいは瀬戸芸の来場者の皆様、こういった皆

様に愛されるトイレになりますよう努力してまいりたいと思います。また、小豆島町の象

徴、草壁港の象徴ともなるというふうに考えております。 

 それから、ＪＡ草壁の利用でございます。 

 草壁支店につきましては瀬戸芸の当初の計画では大川議員ご指摘のとおり、草壁港の港

周りや内海ダムの浮島、こちらに作品ができるということで、要は草壁港から縦のライン

で人の流れが生まれるということを想定しておりまして、その途上にあるＪＡ旧草壁支店

を利用ができるなという構想であったかと思います。 

 しかしながら、後ほどまた島の件はご説明いたしますけれども、新内海ダム浮島での作

品展示ができないといったようなことが生じまして、そうなりますとＪＡ旧草壁支店を通

る来場者が期待できないということでＪＡ旧草壁支店の瀬戸芸の移動については断念せざ

るを得ないというようなことで、地元の方にもご説明をしたかと思います。 

 それから、内海ダムの浮島でございます。 

 こちらにつきましてはインドの作家の方が浮島に大きなオブジェをつくるというような

構想であったかと思います。構想を進める段階で材料にぜひとも石材を使いたいいうお話

でございました。どうやって浮島に石材を運ぶのかというのが一番のポイントになったわ

けですけれども、これについては石材事業者さんに実際に現地も見ていただきまして、ク

レーンでつり込むことも含めて運ぶ方法はないかということで検討させていただいたんで

すけれども、それは困難ですよというご回答でありました。 

 作家にその旨を伝えましたところ、じゃあ、作品の展示は諦めてパフォーマンスにしま

すということで、瀬戸芸開幕日の３月20日と26日の夕方、内海ダムの浮島でパフォーマン
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スをしていただいて堰堤から見るといったような催し物をしたところでございます。 

 ただ、大川議員さんも実際現地でご覧いただいたのを知っておりますけれども、パフォ

ーマンス自体のわかりにくさ、それから天候も非常に厳しい悪天候もあったりしまして、

正直盛り上がりにかけたというところだと思います。 

 こんなことも含めまして、大川議員さん、それから草壁地区の地元の皆様方、大きな期

待をしておられたと思うんですけども、結果としてそれに沿えなかったいうことで非常に

申しわけなく思っております。 

 それから、アーティストや設計者、こういった言いなりになってるのではないかという

ようなご指摘ですけれども、これについても実は町長含めて非常に厳しい言葉で問いつめ

たというか、交渉したこともございます。 

 ただしかしながら、トイレにつきましては後世に残る建物、恒久的な建物でございます

ので、ぜひいいものをつくりたいのだという作家の熱意にほだされというか、押し切られ

たような形になっております。 

 しかしながら、草壁港につきましてはジェラートのほう非常ににぎわいのある店もでき

上がりましたし、８月末でデザイン性の高いアートトイレの建設も進めております。長い

目で見ていただければ必ずや草壁地区のためになる取り組みであったと評価をいただける

ものと思っております。 

 来月18日からは夏会期が始まりまして、シルバーウイーク、それから秋会期と、11月の

初めまでほぼ切れ目なく瀬戸内国際芸術祭と続いてまいります。どうか議員各位並びに町

民の皆様におかれましてもぜひともご協力をいただいて何とか多くの方に小豆島に来てい

ただく、また小豆島のよさを内外にアピールする、こういったことにご協力いただけたら

と思います。 

 私のほうからは以上ですけども、ＢＳＬの今後の取り組みについては子育ち共育課長の

ほうから答弁させていただければと思います。 

○議長（森口久士君） 子育ち共育課長。 

○子育ち共育課長（後藤正樹君） 大川議員からいただきました旧ＪＡ草壁支店の今後は

というご質問にお答えいたします。 

 小豆島町の子ども・子育て支援事業計画でございます、すくすく子育ち応援アクション

プランで小さなお子さんをお持ちになる保護者の孤立感や孤独感を解消するとともに、地

域の高齢者の皆さんに元気になってもらおうといろんな世代の方がお集まり、交流する拠

点づくりを計画しておるところでございます。 
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 その拠点の一つとして旧ＪＡ草壁支店を指定してご利用いただいてるという状況でござ

います。平成27年度にはお子様を持つ保護者や自主サークルなど４団体、延べ130名の

方々が活動の際に利用されたという実績がございます。 

 今後なんですけれども、地域おこし協力隊でございますパトリックさんによる利用を予

定しておりますとともに、先ほどの自主サークルの活動の拠点にも今後も取り組みをして

いただこうということで考えております。たくさんの方が集まる交流拠点となるよう工夫

していきたいと思っております。以上です。 

○議長（森口久士君） 大川議員。 

○１番（大川新也君） 何点か答弁をいただきましたが、関係芸術家はベストを尽くして

いるということだと思いますが、やはりこのトイレに関しましては今建設されております

が、かなり工法的にも難しい。実際にこれ予算がオーバーするのではないかなというふう

な感じもしますが、実際これ予算のオーバーはないと思っておったらいいかどうかと。 

 もう一点、ダム湖内の浮島、地元の説明スタッフというのは、草壁支店の利用も地元に

説明があったというのはちょっと私もいつその説明があったかわからない、覚えてないん

ですけど、そのあたりと。 

 もう一点が、作家の熱意、トイレですけど、熱意だけではやはり建物はできないです

よ、理想ばっかり。要は設計士なんです。建築する方の熱意も考えてやってあげな、これ

はちょっと余りにも何か理想が高過ぎる、熱意が強過ぎるんです。建築に当たる方が困っ

ている状況もあるそうです。そのあたり、熱意があるのは確かにいいと思いますけど、ち

ょっと何かそれだけでいいのかというふうに思います。 

 それと、最後の草壁支店のＢＳＬ。これは岡村美紀氏はどうなったの。今の答弁では何

も、やめてしまうから出ていったのかどうか、というようなことを確認したいと思いま

す。 

○議長（森口久士君） 企画振興部長。 

○企画振興部長（大江正彦君） 確かに大川議員言われるように熱意だけではどうしよう

もないと。もっとプロとしてしっかり仕事しろと、こういうことかと思います。それはご

もっともだと思います。 

 しかしながら、町長申しましたように、もともと設計したんですけども、非常に工法的

に難しくて地元の業者ではできないということがございまして、設計変更を大幅にいたし

ました。その関係もあって期間がずれたというところもございまして、なかなか作家も熱

意はあるんですけれども、なかなかそれをプロとしての、作家の思う設計と地元の業者が
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できるものというのも食い違いがございましたので、そのあたりはお許しを願いたいと思

います。それから、予算についてでございます。予算についても当初から議会にも説明し

ておりまして、今後補正の予定はございません。 

 それから、浮島の説明が本当にあったのか私は知らないなというようなお話かと思うん

ですけれども、これについては草壁の取り組みで変更があった都度、地元の総代さんとか

そのあたり草壁エリアの担当が出向いていって個々にご説明をさせていただいたと記憶し

ております。具体的な日にちはわかりませんけれども。 

 ただ、大川議員さん言われるように全体を寄せて皆さんに説明したという形ではなかっ

たかと思います。この点は反省点だと思いますので、今後も大きな変更がある場合にはで

きるだけ多くの方に周知させていただくよう努めてまいりますのでご協力のほどお願いし

ます。 

○議長（森口久士君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（城 博史君） 地域おこし協力隊の岡村美紀の関係、関連ですが、ご指

摘のとおり６月６日で３年の任期を終了いたしました。彼女については９月ぐらいまで小

豆島で、栃木県のほうで瀬戸芸と同じような芸術祭が開催されるということで、作品制作

にあたって、それ以降、10月からはドイツのほうへ留学を予定しております。 

 最後になりますが、ご挨拶等、課長として配慮不足であったと考えております。申しわ

けございませんでした。 

○議長（森口久士君） 大川議員。 

○１番（大川新也君） 時間、12時過ぎましたけども、もう少し。 

 まず、岡村美紀に関しまして、まあ確かに３年間お疲れでございますと言いたいところ

ですが、草壁では何も残ってません。ＢＳＬをやっていただいたけど、草壁の住民の方は

あそこは何しよんやと、入りにくいというふうな話をかなり聞いております。ここで何か

しよんかいうふうなことを聞かれますが、私も一切行ってませんので、草壁で残したもの

は、坂手では壁に絵を描いていただきました。草壁では残っておりません。そういうよう

なことで果たしていいのかどうかというふうに思います。これは答弁要りません。 

 時間がありませんので次の質問に行きたいと思います。 

 健康寿命、小豆島町はということで、先日、四国新聞に健康寿命、香川県は下位。男性

は38位、女性は40位と掲載されました。小豆島はオリーブを利用した健康長寿の島づくり

を目指してやっております。小豆島町でのこの健康寿命の数値はどれぐらいになっている

のかお伺いしたいと思います。 
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 もう一点、健康寿命は介護を受けたり、寝たきりになったりせずに自立して日常生活を

送ることの年齢です。ということは、健康寿命が低い一因は運動不足が私はあるのではな

いか、小豆島町オリーブオイル、進めております。オリーブを摂取したら健康にいいとい

うんですけど、オリーブオイルを摂取するだけではなしに、それプラス運動が大変大事で

はないかなというふうに私は思います。 

 それで、まずは小豆島町学校給食と、旧内海病院のときにはオリーブオイルにサラダオ

イルから全て変えました。新しくできました新小豆島の中央病院にはオリーブオイルを使

用しているかどうか、これをお聞きしたいと思います。 

 それから、運動は本当にこれ大切だと思います。町内の運動施設の充実ということで、

体育館にしても、総合公園グラウンドにしましても、何かもう中途半端でいろんな県下レ

ベルの大会も何もできない中途半端なところが多いです。箱物ですからなかなかこれ今か

ら建てるといえば難しいと思いますが、ちょうど来年土庄高校が一つの高校になりまし

た。高校の跡地の検討協議会、まだ具体的な案が出てないそうですので、旧小豆島高校の

跡地を利用して総合運動公園を考えれないかというふうなことをいかがなものかと思いま

す。 

 先日、総合公園Ｂ＆Ｇのグラウンド、大規模な改修が行われました。たまたま先週の日

曜日、私もそのグラウンドを利用させていただきましたが、これ現状維持で、今まであっ

たグラウンド土の交換と、今まであったフェンスの交換であって、面積も観客席も、野球

グラウンドのほうですけど、増えております。中途半端な、また同じような広さのグラウ

ンドになっております。このあたりもやはり運動が大事というふうなこと皆さんもわかっ

ておりますが、やはり運動施設ももう少し充実するような考え方ができないものか。 

 また、Ｂ＆Ｇのプールにしましてもやはり温水プールにできないかというふうな、やは

り運動施設の充実がやはり健康で長寿の島づくり、小豆島町の目指すものではないかなと

いうふうに思いますが、そのあたり簡単でよろしいのですので答弁をお願いしたいと思い

ます。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 簡単に答弁すると大川議員の提案、全て正しいと思います。 

 健康長寿の判定を小豆島町でできるかというのは何かまだ現実的に難しいと思います。

オリーブオイルは４月１日から小豆島中央病院で使ってくれることになってると思いま

す。健康長寿が一番というそのために私も含めて運動不足を解消し、寝たきりにならない

ように努力することが必要だと思います。 
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 小豆島高校を運動公園にするかどうかについては一つの提案として小高の跡地の課題と

して検討課題にしたいと思っています。以上です。 

○議長（森口久士君） 健康づくり福祉課長。 

○健康づくり福祉課長（清水一彦君） 大川議員のご質問にお答えいたします。 

 初めに、５月30日の四国新聞に掲載されました健康寿命でございます。 

 厚生労働省が発表した平成25年の健康寿命は、先ほど議員がおっしゃられましたように

香川県は男性が全国38位で70.72歳、女性は40位で73.62歳となっていますが、いずれも平

成22年から0.86歳伸びたものとなっております。香川県は全国平均より低いものとなって

はおりますが、全国の格差は少しですが縮まってきています。 

 なお、健康寿命の算定には一定の人口規模が必要とされております。健康寿命の算定方

法の指針によれば、例えば対象集団人口規模は13万人以上が望ましいとか、日常生活動作

が自立している期間の平均には3,000人以上、できれば１万人以上が望ましいとされてい

ます。このことから、小豆島町の健康寿命の算出は困難でありますことにつきましてはご

理解をお願いいたします。 

 参考までに、香川県の調査になりますが、平成22年の日常生活が自立している期間の平

均、要介護２から５の認定を受けていない期間の平均を見ますと、小豆島町は男性

78.15年、女性83.40年、平均寿命との差は男性が1.21年、女性が3.49年となっています。 

 大川議員のご指摘のとおり、健康維持には適度な運動とバランスのよい食事が健康寿命

を延ばすための大切な基本となります。小豆島町では、平成26年度に食育推進基本計画・

健康増進計画を一体としたにこにこプラン21を策定し、全ての住民が健やかで心豊かに生

活できることを目指して各種事業に取り組んでおります。 

 オリーブを用いた健康長寿の島づくり事業も取り組みの一つでございまして、町民、地

域、行政が協働で取り組み、健康寿命の延伸を図ることは共通の目標でもございます。具

体的な取り組みといたしまして、教育委員会と連携をとりながら運動教室と温浴教室を開

催し運動の奨励を行っております。 

 今年度につきましては新規事業として若・中年層の方々を対象としたはつらつウオーク

事業や町内の小学生とその保護者を対象として運動や生活習慣に関する集団指導、個別相

談等を実施するキッズキッチン小学生ファミリー教室を開催する予定にしております。 

 今後は小豆島中央病院を核とした地域包括ケアシステムの中で新しい健康づくりについ

ても検討、協議してまいりますのでご理解とご協力をお願いいたします。以上です。 

○議長（森口久士君） 社会教育課長。 
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○社会教育課長（松田知巳君） 大川議員のご質問にお答えします。 

 社会教育課といたしましてはふだんから運動する場所と運動する機会の提供に努めてお

りますが、これにつきましてはご質問の町内の運動施設の充実と若・中年層の運動奨励は

まさにこの場所と機会の提供のことかと存じます。 

 まず、場所の提供といたしましては、社会体育施設としまして６つの体育館、武道場、

またＢ＆Ｇのプールや総合運動公園、また学校開放の体育館、教育委員会の所管から外れ

ますけどもふるさと村やオリーブ公園の各施設などたくさんの体育施設がございますので

数の面ではかなり充実していると思いますので、日々の運動に使うのであれば十分かと思

います。 

 しかしながら、ご質問にありましたように総合体育館、これは床面積、大きさだけでは

なく、武道場やトレーニングジム、またそれに伴う指導者やトレーナーなども配置した施

設のことかと思います。 

 また、温水プールにつきましても現在はＢ＆Ｇの上屋つきプールを６月から９月まで開

館しておりますけども、特にレディース水泳教室に参加されている皆さんを初め、熱烈な

プールの愛好者の方の中からは温水プールにしてほしいと、年中利用したいというような

声もお聞きいたしております。 

 運動の場を提供する立場からも総合運動公園や温水プールは非常に喉から手が出るほど

欲しい施設ではございますけども、建設費、維持費ともに相当な経費がかかる施設でござ

いますので、今後は先ほど申しました小高の跡地利用の問題も含めまして検討課題とさせ

ていただき、現状の施設を工夫しながら利用していきたいと思っております。 

 次に、若・中年層の運動機会の提供でございますが、特に運動習慣につきましては運動

習慣のある方と全くない方の二極化をしているものと推測されますので、特に昨年から家

庭でも簡単に実践できる運動教室に積極的に取り組んでおるところでございます。 

 その中でも、健康・体力づくり財団が推奨しております貯筋運動、これ貯筋運動と申し

ましても決してお金をためる運動ではございません。体に筋肉をためていく運動でござい

ます。貯筋運動などは特に人気が高くて、本年度から自主運営クラブとして発展をしてお

ります。 

 また、そのほかにもレディーススイミングやテニス、バドミントン教室など数々の教室

も開催しておりますし、町内の体育協会加盟の各団体にも各種大会や教室の開催をお願い

しているところでございまして、若・中年層も含めた町民の皆様によりたくさんの運動機

会を提供することによりまして、自分にあった運動を選び、運動習慣を身につけることに
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よりまして心身ともに健康維持を図り、ひいては健康寿命を延ばしていきたいと考えてお

りますのでご理解をお願いいたします。以上でございます。 

○議長（森口久士君） 大川議員。 

○１番（大川新也君） せっかく答弁つくっていただいているので時間がいらいらするん

ですが、ありがとうございます。 

 答弁要りません。運動公園の話ですが、きょうは傍聴のほうに土庄町の議員さん、また

関係者の方、何人かおいでます。土庄町はフレトピアホールとか高見山グラウンドとか立

派な県大会なりいろんな公式戦もできるような施設があります。小豆島町にはありませ

ん。そのあたりをもう少し考えて、特に小豆島高校の跡地も考えるのもあるし、いろんな

ところでそういうような方向でやっていけたらなと思いますのでよろしくお願いします。

以上で終わります。ありがとうございます。 

○議長（森口久士君） 暫時休憩いたします。再開は１時15分。 

            休憩 午後０時15分 

            再開 午後１時10分 

○議長（森口久士君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（森口久士君） ３番中松和彦議員。 

○３番（中松和彦君） 私は中学校、高等学校の再編統合に象徴される町内教育体制全般

の見直しに伴う問題につきまして２点の質問をさせていただきます。 

 ご承知のとおり、池田、内海両中学校が統合して２年、小豆島高校と土庄高校も来春に

は蒲生地区に時代の要請に合った新しい高校として産声を上げようとしています。打ち続

く過疎化の嵐に抗すべく、教育界においても新たな胎動が始まっているのです。 

 小豆島町なかんずく小豆郡始まって以来のこの激しい変化は私たちの思い出のよりどこ

ろが消滅していくというとても寂しい事象ではありますが、しかし変わり行く時代の流れ

の中では新たな出発として多くの方々から冷静に受けとめられているように思います。 

 一方、小学校に関してはその統合について、従来その是非を議論することが公式にはな

されない傾向にありましたが、今日では町内における教育全体のあり方を語る中で大きな

選択肢として議論することが可能になったように思います。 

 さて、小豆島高校は来春をもって閉校いたします。現在、同校の諸施設を一般町民が体

育あるいは社会教育の諸活動に利用していると思いますが、その実態を把握されているの

でしょうか。そして、それらの活動が閉校後にはどのように継続して保証されるのか大変
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心配であります。 

 また、聞くところでは、同校の相撲道場では定期的に町内の少年たちが練習に汗を流し

ており、優秀な成績をおさめているそうです。琴勇輝関も同じく練習に汗を流したこの施

設は少年たちの相撲の聖地として長く管理されるべきではないかと思います。この道場に

は給湯の設備が整っていないとのことで、厳寒期の練習後、汗や砂での汚れを落とすため

には残念ながら水道水を使わざるを得ないとのことです。さまざまな事情があるとは思い

ますが、少年たちの活動に支援とご配慮をいただければ幸いです。 

 以上、小豆島高校の施設を利用する町民の活動の実態、閉校後それらの活動がどのよう

に保証されるのか、そして少年たちの相撲練習に対する支援が可能であるのかどうかお尋

ねいたします。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 中松議員の質問にお答えをいたします。 

 小豆島高校の施設の利用、町民の皆さんの利用の実態ということですけれども、現在、

先ほど質問のあったように相撲の関係者を初め、３団体が利用していることを確認をして

おります。結論を言えば、小豆島高校閉校後も３つの団体が小豆島高校の施設を利用でき

るよう、香川県教育委員会と協議してまいりたいと思っております。必ず利用できるよう

にしたいと思っています。 

 ご存じように、来年の４月以降の小豆島高校の跡地の利用については、香川県の教育委

員会のほうにおいても検討が進んでおりますけれども、小豆島町サイドにおきましては総

合教育会議という場を通して、例えば教育関係の施設として利用できないか、午前中に質

問もありましたけれども、そういう議論を総合教育会議でしておりますので、小豆島町と

しての結論は12月までに出たいと思っています。その結論を持って香川県教育委員会と協

議をするという段取りになります。 

 しかしながら、多分来年３月までに両者の意見が一致するということはタイムスケジュ

ール的に大変難しい問題だろうと思います。したがいまして、来年４月以降、当分の間、

多分香川県教育委員会なり香川県が県有地あるいは県の所有の建物として維持管理をする

ということになると思いますが、その際に香川県が直接維持管理をするのではなくて、例

えば小豆島町に維持管理を委託するとかそういうことになると思いますので、来年の４月

以降の小豆島高校跡地の活用については、結論を言えば香川県と小豆島町がよく協議をし

てどういう結論にするかということだろうと思います。３団体が引き続き利用できるよう

にしたいと思っております。 
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○議長（森口久士君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（松田知巳君） それでは、小豆島高校の施設利用の実態というお話でご

ざいましたけども、先ほど町長からもありましたように、現在３団体が使っております。

その３団体、１団体は今お話しありましたように小豆島の相撲クラブスポーツ少年団が毎

週日曜日に使っております。それから、町内の少年野球の指導者が主催しますベースボー

ルアカデミーという団体がございますが、この団体がＢ＆Ｇの野球グラウンドと高校のグ

ラウンドを併用して使っております。それから、最後に年に１度でございますけども、小

学生対象の全国オリーブ杯バレーボール大会というのが体育館を使っております。 

 特に、野球につきましては中学３年生の夏以降には高校での部活動にあわせて硬球を扱

わせたいというようなご意見があるらしいので、それを硬球が扱えるグラウンドを使用し

たいというふうなお話は聞いております。 

 また、他の団体ですけども、いろいろお話を伺いながら、町長から申しましたように、

引き続き跡地が使えるように香川県と協議してまいりたいと思います。 

 それと、相撲の練習に対する支援が可能かということでございますけども、小豆島相撲

クラブスポーツ少年団という小豆島町の一つのスポーツ少年団でございますので、この相

撲の団体だけ特別扱いということはできませんけども、ご相談いただければ全てのスポー

ツ少年団に対してご支援、ご協力は惜しまずに対応しておりますので、同じように相撲ク

ラブにもご支援をしたいとは思っております。 

 なお、道場の給湯設備でございますけども、高校に確認したところ、給湯設備整ってお

りますけども長らく使っていないのでプロパンを外しているだけとお聞きしております。

もし使うようであれば対応できるということですので、その旨は相撲の方の指導者にお伝

えしてあります。以上でございます。 

○議長（森口久士君） 中松議員。 

○３番（中松和彦君） ありがとうございます。 

 とにかく来年の春にはもう学校としては使われないということになりますので、したが

いましてあれだけの広い大変すばらしい施設をですね、たとえ新たにどのようにしていく

かというのが決まるまでの期間といたしましてもほっておくという手はないと思いますの

で、今現在利用されてる団体、あるいはこれから、それだったら利用したいなという方々

にとってより利用しやすいような形で、もし管理されるんでしたらそのあたりの配慮をお

願いしたいと思います。 

 次に移らせていただきますが、現在苗羽小学校のグラウンド南端に認定こども園を建設
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すべく計画が進められております。私は苗羽に長く住んでおりますので地元にそのような

有益な施設がつくられるということについて大変ありがたく、関係される皆様方のご努力

に対し感謝申し上げる次第です。地元及び小豆島町全体の意見を取り入れてよりよいこど

も園をつくるために、推進検討委員会を設けていただき、私もその委員として微力ながら

かかわってまいりました。 

 さて、先般の同委員会において、おおむね次のような発言がありました。それは、ここ

最近、小学校の統合について語られるようになったが、それを前提としたこども園の計画

が立てられないものかという趣旨のご意見でございました。 

 認定こども園を苗羽小学校のグラウンドにという計画が動き始めたのはたしか２年ばか

り以前であったかと思います。そして、その当時、旧内海地区における小学校の統合は語

るべからざるものとして認識されていたように思います。 

 ところが、時代の動きはとても素早いもので、今日では小学校の統合も含めて小豆島町

の教育全体が総合教育会議で検討が始められようとしています。思い返しますと、この計

画が公表されて以来、幾度となく関係される多くの方々と町教育委員会ご担当者との会

談、熱い議論が交わされてきました。それもこれも全て地域の発展と子供たちの幸せを願

う一心であったかと思います。その結果、今日では大変立派な青写真ができ上がっていま

す。 

 ただ、やはり私はこの青写真には無理があると感じていますし、事実、同様のご意見を

いただくこともたびたび経験いたしました。それらのご意見を集約いたしますと、全て限

られた学校の敷地内に現に利用されている施設からの制約と、建設、運営にかかわる事細

かな法令をクリアしなければならないというこの１点に通じていくように思います。 

 次代を担う子供たちを健やかに育てること、産業を担う若い世代の子育てを支援するこ

とを主眼としたこの計画は、当然、何十年も先の将来を見据えて実現されるべきものであ

ります。教育の大がかりな見直し、そして小学校の統合問題が語られ始めた今、たとえ少

しばかりの遅れが出ようとも小豆島町における今後の教育の大方針が決定され、それを踏

まえて認定こども園の計画はなされるべきではないでしょうか。多くの方々の貴重な時間

と熱心な努力によって積み重ねられてきた現在の計画であります。しかし、そうであれば

こそ、今一旦その歩みをとめることも必要なことであります。小豆島町としてこの現状を

どのように判断されるのかお伺いいたします。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 中松議員から認定こども園についての質問がありました。 
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 私は町長就任以来、内海地区の小学校のあり方について次のように考えておりました。

子供たちは地域社会の中で育つべきだし、また地域社会は小学校を中心に発展していける

という考え方のもとに、今ある小学校についてはできるだけ今のままで残したという前提

で小学校教育のあり方について発言をしてまいりました。 

 その後、この６年間にいろんな社会状況が変わりました。１つは、６年間ずっと小豆島

町の地域社会、私もその中で常に煮詰めてまいりましたが、私が考えてた地域社会と今の

地域社会は随分変わってるということに気づきました。地域社会というのも今の小学校単

位ではなくてもうちょっと広い大きな単位で地域社会を見て、人口が減ってきてますので

もう少し広い単位で地域社会を考えていいのではないかという思いが少しこのごろしてい

ます。 

 それから、もう一つはきょうも議論でありましたが、高等学校を一つにするとして新し

い高等学校の場所が池田の蒲生地区になったということと、小豆島高校の跡地が生まれた

ということがあります。さらに、土庄地区で小学校の統合がなされました。そのようなこ

とを考えると、小豆島の教育のあり方というのは新しくできる小豆島中央高校を頂点にし

て幼稚園、保育所、小学校、中学校、そして高校という小豆島全体の中で教育のあり方を

考える必要がある。そうすると、小豆島町と土庄町も義務教育についてのある程度整合性

のある教育の体系にする必要があると思うようになりました。 

 もう一つは、教育制度が変わりました。１つは、文部科学省が今年の１月から義務教育

学校制度というのを導入しまして、市町村の単位、判断で６・３制を変えてもいい。例え

ば、３・３・３制にしてもとか、４・２・３制とか、市町村の判断で義務教育の体系を変

えてもいいという制度が導入されております。 

 もう一つは、これは数年前からあったんですけど、コミュニティ・スクールといって学

校の運営に地域の自治会がかかわる運営協議会というのをつくり、例えば学校の先生の配

置などについて地域社会の意見を入れる。そして、教育委員会はその地域自治体、地域社

会の運営協議会で出された意見を尊重して職員の配置をしていかなければいけないという

ようなコミュニティ・スクールという制度ができている。 

 そういういろんなことを考えをしまして、もう一度原点に立ち返って小豆島町の義務教

育のあり方について考え直して、ちゃんと議論をした上で結論を出していいかとそういう

ことであります。 

 ちょうどいいことに昨年から教育委員会制度が変わりまして、首長さんが議長に立った

教育委員会の委員との議論、総合教育会議というのができました。そして、総合教育会議
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の場で各市町村長さんはそれぞれの自治体の教育の考え方、あり方についての教育大綱を

定めなさいということが法律で義務づけられました。そのような以上のようなことを踏ま

えまして、昨年から総合教育会議の場で小豆島町の教育大綱のあり方の議論を始めており

ます。 

 この議論の中で、できれば今年、年末までの間に小豆島町の教育大綱をつくりたいと。

その中で小学校のあり方、ですから統廃合も含めて小学校のあり方を議論して決めてい

く。その際には幼稚園、保育所についてもそのあり方を原点に立ち返って決めていくとい

うことで現在議論を進めているということでございます。そのようなことを、先ほど中松

議員の質問の中で当初との環境が変わってきたということでご発言されたんだと思いま

す。 

 以上のようなことから、苗羽小学校の敷地に認定こども園をつくるという方針に変わり

はありませんけれども、苗羽小学校の校舎がもしかしたら統合されてまた別のところに一

本化されるかもしれないということも並行して検討してますので、その検討の結果も踏ま

える必要があると思いますので、苗羽小学校の敷地の中で認定こども園を建築するという

方針に変わりはありませんけども、一旦実際に建てる建物の運動場の中での場所とか、建

物の構造、１階建てがいいのか、２階、今はたしか２階建ての敷地が狭いので２階建てと

いう構想になってると思いますが、敷地にゆとりができるならば認定こども園って年少の

子供たちですから平家建てのほうがいいと思います。そして、トータルのコストも考えた

場合、１階建てのほうがはるかに２階建てより安いということも専門家の方から聞いてま

すので、いずれにしましても総合教育会議の議論を横目に見る必要がありますので、一旦

立ちどまって、ご指摘のとおり認定こども園の建築計画については再検討と、方針に変わ

りはありませんけどもということで進めたいと思います。 

○議長（森口久士君） 中松議員。 

○３番（中松和彦君） 実は、これは担当なさった教育委員会の当初の方もひしひしと感

じられておったことじゃないかと思いますけども、随分制約がかけられまして、地元の方

との共生というのが非常にご苦労があったかと思っております。 

 その中で、現在までこつこつと積み上げてこられたご努力に対しては本当に頭が下がる

思いでございますけれども、やはり後年ずっとこの計画について地元あるいは関係される

方々からこうじゃったらいいんじゃないかとか、そういった声がなるべく少なくなるほう

がやはりご苦労された方々にとっても幸せではないかというふうに思います。 

 それと、地元の関係された、例えばＰＴＡの役員であるとか、あるいは地域の役員であ
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るとか、そういった方々もこれまでの計画を進めていく中で一つの貴重な経験を本当にた

くさん積み上げていきたいように思っておりますので、また、もし新たな計画が必要にな

ってきたと、こうなった場合でも非常に理解といいますか、あるいは新たな計画を立てる

上でのいろんな考え方も柔軟に、かつ現実に沿った形で出していただけるんではないかと

思っております。 

 それが、これまでの本当にいろいろ皆さん方のご苦労もあった中での大きな成果ではな

いかというふうに考えております。大変なご苦労ではあったかとは思いますけれども、こ

こで一旦立ちどまるというのも非常に大切なことではないかと思っておりますので、今後

とも認定こども園についてのご理解と、またご指導、ご努力をよろしくお願いしたいと思

いまして私の質問を終わらせていただきます。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（森口久士君） 11番鍋谷真由美議員。 

○１１番（鍋谷真由美君） 私は２点について質問をさせていただきます。 

 最初に、財政のあり方についてということで、その中で３つの質問があります。 

 本町の財政力指数は0.323、自主財源比率は36.1％と依存度が高く、国の財政状況の推

移と地方交付税交付金の動向は本町にとって重要な問題であります。特に、合併した本町

ではより一層顕著に影響を受けることになります。そこで、次の３点について町長の認識

と見解をお尋ねいたします。 

 まず１点目、合併による特例措置についてです。 

 この特例措置によって、本来、合併と同時に一本算定に移行するルールが10年間、合併

をする前の旧町の人口面積をベースにそれぞれの基準財政需要額と基準財政収入額を積算

して地方交付税額をはじき出し、合併した各市町村のそれぞれを足し合わせた合計の金額

を地方交付税交付金として交付してきました。 

 地方交付税制度では、基準財政需要額の積算時に標準的財政規模、人口10万人をベース

に単位指標を決め、それより人口規模の小さい自治体に対して補正係数で上乗せする制度

になっています。それは人口規模の小さいところは中山間地域や産業構造などで財政的な

手腕と行政サービスなどで困難性があり、そういう地域に対しても標準的な行政サービス

を保証するためです。 

 そこで、明確にしなければならないのは、特例措置によって地方交付税交付金が増額さ

れるわけではなかったということです。今年の４月以降、地方交付税交付金がこの特例措

置が段階的になくなり、現在の合併自治体としての小豆島町の人口、面積に基づく一本算
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定に移行することになります。こうなれば当然補正係数での上乗せ分が加味されなくなり

激減することになると思います。その影響額を明確にし、今後予想される地方交付税交付

金の推移を示してください。 

 ２点目です。 

 今、国の台所事情、お金の使い方は異常です。借金のカーブは危機的と言わざるを得な

い状態。平成元年に消費税が導入されてからの異常な建設国債の発行と、歳出歳入の乖

離、そして予算が組めなくなり赤字国債発行の急増など、まさに異次元の借金をつくって

きました。この財政運営が日本の未来を閉ざし、経済基盤の土台をぶっ壊そうとしていま

す。 

 日本の借金である国債の格付の下落と異常な日本銀行の保有問題があります。日本銀行

は中央銀行として世界経済への信頼の明示です。信頼があるから日本銀行券である１万円

が１万円の値打ちとして機能するのです。 

 しかし、ＧＤＰの２倍を超えて他国に例がない異常な日本の借金があります。今年から

来年にかけて日本国債の暴落リスクが懸念されているときに、日本銀行の日本国債保有が

40％を超えようとしており、国債の暴落、日本銀行の資産直撃、円安、輸入価格の高騰、

国内物価の上昇、そして家計負担の増と負のスパイラルに陥ろうとしています。地方政治

にとっても、町民にとっても、また地域経済にも重大な影響を及ぼすこのような財政運営

のあり方を根本的に正すことが必要だと考えます。 

 その上で、地方自治体が町を運営していくときの財源のベースは市町村税と地方交付税

交付金ですが、地方交付税交付金の積算単位費用の中でも基本は経常経費のメニュー、そ

して投資的経費のメニューであり、これが町の運営を支える土台となっています。 

 その一方で、その他の経費としての公債費分は過去の事業の元利償還への充当分であ

り、毎年毎年単年組織で自由に使える一般財源としての地方交付税交付金の性格からして

逸脱したメニューではないでしょうか。 

 この公債費のメニューは1985年当時は10項目でした。しかし、2002年度ぐらいから20項

目と倍になり、合併特例債償還費、臨時財政対策債償還費など、過去の借金のツケを払う

メニューを増やしてきました。合併特例債としての起こした借金も同じで、特例措置期間

の10年間に集中して事業を行い、借金し、元利償還金が後年支払いとして増えてきたにも

かかわらず、地方交付税交付金の総額が増えていないということは経常経費、投資的経費

を圧縮し、過去の事業の借金払いに充てていることになるのではないでしょうか。 

 有利な起債ともてはやされてきましたが、地方交付税交付金制度の根幹をゆがめること



- 57 - 

になったのではないでしょうか。本町でも地方交付税交付金が減り、その一方で借金払い

が増加する負の連鎖が今後の大きな問題になると思いますがどのようにお考えでしょう

か。 

 ３点目です。 

 今、給与は上がらず、年金は減らされ、物価は上がり、福祉、医療が削られる中で、町

民の負担は限界点に来ています。地方交付税交付金が激減することや、借金払いが増える

ことなどを理由に、一層の住民負担を押しつけたり、公共サービスを低下させることは絶

対に許せないと思います。 

 住民の立場、住民自治の立場でこの合併の矛盾、影響や国の進める地方交付税交付金の

削減と向き合い、住民の負担軽減と地域経済循環型に転換することが問われるのではない

でしょうか。以上、町長の見解をお尋ねいたします。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 鍋谷議員から地方財政のあり方についての質問がありました。 

 質問を聞いてまして、私と問題意識を共通にする部分もたくさんありましたけれども、

意見を異にする部分もあったと思います。小豆島町の財源が国の地方交付税に依拠してい

るというか、交付税とか国からの負担金、補助金など７割程度依存してますので、国の財

政状況や国の交付税がどうなるかということによって小豆島町の財政状況が大きく影響を

受けるという点はそのとおりだと思います。 

 そして、今は国は地方創生とか一億総活躍社会の実現ということで厳しい財政状況の中

で国の地方財政への支援を手厚くしていただいておりますけれども、国の中・長期的な財

政構造を考えると国の地方財政支援の見直しは不可避と思っています。 

 したがいまして、もう数年たつと国から地方自治体へ来る地方交付税は少しずつ減り、

あるいは時には思い切って減る時代がそう遠くない時期に来るだろうと覚悟はしておりま

す。 

 そのようなことで、そういうことがならないうちに小豆島町としてやるべきことはここ

数年のうちにやっておこうということでいろんな政策を実行しているつもりでございま

す。その一つが新しい病院をつくってちゃんと医療が提供できる体制をつくるとか、新し

い高校をして教育体制をしっかりつくるとか、そういったものであると思います。 

 私も国におりましたけれども、医療、福祉、特に医療費の伸びが物すごい勢いだという

ことが一番の課題だと思ってまして、医療費の増加は、きょう午前中からも質問ありまし

た健康づくりをしたり、地域で支え合ったり、とにかくもう食生活を改善したり、いろん
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な取り組みを一生懸命やれば相当程度減らせるものだと思っています。それは小豆島町に

おいても同じことだと思います。 

 ご存じのように、小豆島町の財政運営の中で一番重くのしかかっているのは病院と国民

健康保険の赤字負担です。平成27年度は赤字負担は決算ベースで病院が５億５千万円、国

保が７千万円強ですので、６億円強の赤字負担があるわけでありまして、健康づくりに努

めたり、あるいは高松の病院に行くのでなくて地元の病院に行くということを心がけるだ

けで、この６億円の赤字はかなり縮減できると思っています。それだけの財源があれば教

育や産業づくりに資金を充てることができるだろうと思っています。 

 それから、３割しか今自分たちの財源がありませんが、今しんどい状況にある醤油とか

佃煮とかそうめんとか地場産業をもう少し、観光業ももっと頑張れば自分たちの財源を確

保できますので、今年は商工業振興計画をつくって地場産業の活性化に必死で取り組もう

と思っています。 

 ということで、やるべきことはたくさんあると思います。抽象的に鍋谷さんが言われた

住民の負担をなるべく減らすとか、住民負担を余り極力増えないようにするとか、公共サ

ービスが低下しないようにするとか、あるいは地域経済循環型にするということについて

私は最も同じ立場、地域経済を循環型にするというのは農業を元気にしたり、地元にある

食材を生かして食品産業を強化するとか、観光業を活性化するということですので、鍋谷

さんと意見を共通にする部分と違う部分があったと思いますが、私が考えてることをもう

少し頑張って町長としてやらせていただきたいと思います。以上です。 

○議長（森口久士君） 企画振興部長。 

○企画振興部長（大江正彦君） 鍋谷議員さんのご質問にお答えしたいと思います。 

 まず１点目の地方交付税の件でございます。地方交付税につきましては、特に鍋谷さん

ご指摘があった普通交付税、こちらが小豆島町にとっては基幹の財源ということでござい

ます。鍋谷議員ご指摘のとおり、合併の特例で15年間は優遇措置があると。そのうちの

10年間は旧池田町、内海町がそれぞれ独立して存続した場合の普通交付税を合算して交付

されるというような措置がございます。これについては27年度が最終年でございまして、

28年度からは段階的に下がっていくということで、今現在昨年度で言いますと３億

3,100万円ぐらいが特例として加算されておるというような状況でございます。 

 これにつきましては、今年度から順次下がってまいります。その特例が９割、７割、５

割、３割というふうに５年間かけて順次下がっていくということで、単純に申し上げます

と３億３千万円余りですから、今現在の特例が。９割なると、１割減って３千万円ほど減
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ると。その次は２割減りますので、さらに６千万円近く減ると、こういったことになろう

かと思います。 

 ただ、普通交付税の交付額っていうのただ単にそういう単純なもので算定されてるかと

いうとそうではございませんで、この合併の特例すらも合併後、いい時を５億円にのって

おりました。今現在３億３千万円ということで変化しております。 

 国の議論を見ておりますと、合併の特例は確かに15年で終わるんですけども、合併した

市町村の行政運営がそれで順調に成り立つのかといったような議論もあって、合併特例の

７割程度が依然存続するような普通交付税制度の見直しが必要ではないかと、こういった

議論もあるところでございまして、単純に今申し上げたように３千万円、６千万円という

形で減っていくのかというとこれもまたわからない。 

 さらに、ご承知のとおり、平成27年度の国勢調査で小豆島町も人口が減っております。

この影響も当然出てまいります。したがいまして、単純に今の制度でいくらだから来年以

後は減っていくとこういった推移は恐らく不毛じゃないかなぁというふうに思っておりま

す。 

 ただ、今年度の４月に財政当局のほうで大まかな見通しを立てたんですけれども、それ

によりますと今後36億から７億円余りぐらいの例示で交付税自体がですね、特別交付税も

含めて、今現在39億ほどありますけれども。ですので今よりも２、３億ぐらいの減少は仕

方ないのかな、想定されるのかなというところでございます。 

 それと２点目でございます。 

 国の財政問題あるいは日銀の問題については私が申し上げる立場でございませんで、国

のほうでしっかりやっていただきたいと思いますけれども、おっしゃるとおり地方交付税

交付金、これは減ります。恐らく減ります。その一方で、本町の場合、内海病院を土庄中

央病院と統合して新病院を建てたとかさまざまな事業が今大きな事業が実施されておりま

すのでそれに財源として地方債を充てていくということで、また残債を一般会計で承継す

ると。こういったこともありますので、地方債の残高は恐らく29年度がピークになるだろ

うと見込んでおります。 

 そういったことで、今おっしゃるとおり交付税は減って、借金は増えるというようなこ

とも行ってくるわけですけれども、町長が申し上げましたように、病院の赤字をなくすよ

うな方向で統合したわけでございますし、今、小豆島の将来にとって基盤となる施策これ

については取り組んでおりまして将来に住民サービスが低下しないように、あるいは将来

にできるだけ経費がかからないようにというような取り組みを進めておるところでござい
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ますのでご理解をいただけたらと思います。 

 それから、３点目の町民負担の問題でございます。 

 おっしゃるとおり、サービスは高く、負担は低く、それは夢でございます。我々にとっ

ても夢でございます。ただそれが成り立つかというと地方交付税交付金にも言えることで

すけども、当然ながら町民、国民の税金、これをもって交付されておりますし、町政も行

われております。そういったことを考えると、必ずしも負担の軽減ばかりに目を向けるん

ではなくて、どうかこの辺をご理解いただきたいんですけども、応分の負担をいただいて

適切なサービスを行う、これが地方自治体の使命だろうというふうに思いますので、若干

鍋谷議員さんのご意見とが違いますけれども、負担いただくべきものは負担をいただいて

サービスはできるだけ必要なサービスを行っていくと、こういうことだと思います。 

 それから、当町の場合昨年10月に総合戦略、地方創生総合戦略というのを立てておりま

すけれどもこの中にもいろいろ事業を盛りこんでおります。それは全てとはいいませんけ

ども小豆島の将来にとって非常に重要なものを盛り込んでおるつもりでございます。ま

た、今後小学校の統合問題だとか、小高跡地の活用問題、まあさまざまな事業が出てくる

と想定されます。 

 こういった中にあっても地方交付税とか町税の動向、これらを注視しながら、できるだ

け安定した財政基盤、それから住民サービスの低下を招かないということに努めてまいり

たいと思いますので、この点もご理解いただきたいと思います。 

 長々と申しましたけれども、基本的には我々も住民負担を上げたくありませんし、サー

ビスも落としたくありません。それに向かって努力してまいりたいと思いますのでよろし

くご理解のほどお願い申し上げます。 

○議長（森口久士君） 鍋谷議員。 

○１１番（鍋谷真由美君） 今、最後に部長が言われたように、そういう方向で努力をと

もにしていきたいと思うんですけど、最後に１つだけお尋ねをいたします。 

 地方交付税交付金の財源っていうのは所得税が33.1％、法人税が33.1％、酒税が50％、

消費税22.3％というのが出ております。所得税と法人税が基本的な財源なんです。けれど

も、今所得税も法人税も激減して、日本の中心的な税収は消費税になってきているという

問題があります。 

 ところが、消費税は全額財源とはなりません。逆に、地方自治体の公共事業や運営経費

などに消費税はかかって、歳出が増加して財政運営は圧迫することになると思います。ま

た、地域経済を冷え込ませて町の税収を落とすとともに地方交付金の基本財源である所得
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税、中小企業などの法人税収の一層の落ち込みの原因になると思います。 

 地方交付税交付金の財源を確保するためにも、小手先のアベノミクスではなく、国民、

市町村民の雇用の安定を図って所得を増やして、日本経済の景気をよくしてこそ所得税収

入が増えて、中小企業にもお金が回って、もうけていただいて、法人税が払える状態にな

るのではないかと思うんですけれども。 

 来年４月からの消費税10％増税が延期されたというのはもう当然のことだと思います

し、消費税増税はそういう意味で逆行しますので消費税は増税は中止すべきだと考えるの

ですけど、その辺は町長いかがでしょうか。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 日本経済が元気になって景気がよくなることで所得税、法人税が

増えてということをいわれましたが全くそれに賛成です。アベノミクスというのはデータ

で見る限りそれに貢献しているマクロのデータで見る限り間違いなく貢献していると私は

思います。 

 消費税については、今回はやむを得ないと思いますが、中・長期的に見た場合に、年齢

構成が高齢化しますから世代を超えて公平に負担する消費税、消費税というのは景気の変

動を所得税、法人税のほどうけませんので、恒久的な財源としては消費税が望ましいとい

うのが世界的な考え方だと思いますので、どっかの段階では消費税を上げないと、先ほど

言ったサービスの低下とか、別の形で利用者の増加ということになりますので、そのバラ

ンスをどうとるかということだと思います。それはだけど国政の問題なので、一町長の立

場では情報とか知識がこのごろ、足りていませんのでこれ以上のコメントはできません。 

○議長（森口久士君） 鍋谷議員。 

○１１番（鍋谷真由美君） では、次の質問に行きます。 

 地域交通についてお尋ねをいたします。 

 これも３点あります。午前中の論議の中でも出てきましたけど、オリーブバスの路線と

時刻表が変更されまして２月以上たちました。現状と町民の声はどうなっているかお尋ね

をいたします。 

 運賃の上限300円は大変歓迎されていると思いますが、時刻表についてはさまざまな声

が出ているのではないでしょうか。例えば、草壁港発７時50分のフェリーに接続する下り

のバスがない、これは西から草壁港に行こうとしたらバスがないです。１時間前に乗らな

いとないと思います。港で１時間近く待たなければいけないというふうな声も聞いており

ます。 
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 本当に住民の、港もたくさんありますし、皆さんの声に全て応えるのは本当に難しいこ

とかもしれませんが、今後できる範囲での時刻表の見直しをすることについてはどのよう

に考えておられるのかお尋ねをいたします。 

 また、バスの車内に運転手の方の名前が表示をされていないという声を聞いたんですけ

れども、その点はどうなっているかお尋ねいたします。 

 ２点目ですけれども、これも町民の方の声なんですけど、病院まで行くんは行ったけれ

ども帰りが病院で時間がかかってきたらバスが本当に便が少なくて薬を待っていたら乗り

遅れるとか、お金を待っていたら乗れないとか、便数の問題があるんですね。それで難し

いということを伺ってるんですけど、スクールバスとかあいている時間帯を活用してバス

の便数を増やせないのかなという、そういう声も聞きましたので、その点ちょっとお尋ね

をいたします。 

 ３番目に、福祉有償運送のことですが、４月からの実施ができないということで先送り

になっております。バスに乗れない障害者の方とかそういう方が待望しておりますこの福

祉有償運送の実施状況はどうなっているかをお尋ねいたします。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 鍋谷議員の地域交通についての質問にお答えをします。 

 詳しくは担当課長が順番にお答えします。 

 公共交通の抜本見直し後のオリーブバスの利用状況ですけれども、４月の乗車人数は、

速報値ですけれども、前回、瀬戸芸開催年である平成25年度と比較しまして４月が約

1.25倍、平成27年４月と比較して約1.52倍となっており、運賃の値下げや路線、ダイヤの

変更等、見直しの効果があらわれてきていると思います。 

 来年４月には小豆島中央高校の開校も控えております。さらなる利用者数の増加が見込

まれますので、今後も積極的に町民の皆様に情報発信を行い、それとともにご意見、ご要

望には可能な限り、小豆島オリーブバスと相談しなければいけませんけれども、対応する

ということで、さらなる利用促進を図ってまいりたいと思います。 

 その他、詳細は担当課長が順番に答えます。 

○議長（森口久士君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（城 博史君） 鍋谷議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

 私のほうからは、１点目のご質問に対する答弁をさせていただいたらと思います。 

 バスのダイヤに対するご意見等の状況について、小豆島オリーブバス株式会社、運行事

業者でございますオリーブバス株式会社に問い合わせをいたしましたところ、３月20日の
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見直し以降、利用者の皆様方からさまざまなご意見、ご要望をいただいていると伺ってお

るところでございます。 

 当然ご指摘のその中にはダイヤに関する意見やご要望も何件か寄せられているようでご

ざいますが、バス事業者のほうからは、現状では１台のバスが１日に１つの路線だけでは

なくてさまざまな路線を走っております。現行ダイヤは通院、通学、フェリーとの接続、

それからさまざまな事柄に配慮し対応可能な範囲で作成したダイヤとしておりまして、例

えばバスのダイヤを１便変更するとなればさまざまな影響が出てくることになるため、変

更に関して慎重にならざるを得ないと伺っておるところでございます。 

 しかしながら、ご意見、ご要望を頂戴する中で、見直し後のダイヤについて、中には当

初想定できていなかった点も出てきております。その一つ一つについて改善可能であるか

どうかの検証作業を現在バス事業者において行っておるところでございます。 

 小豆島オリーブバス株式会社では、その検証作業が終わり次第、変更可能な部分につい

て取りまとめを行いまして、29年４月を目標としてダイヤの改正を行う予定と伺っておる

ところでございます。 

 なお、ご指摘の運転手の氏名の掲示につきましては、小豆島オリーブバス株式会社にお

いて乗務員に運行管理規定等に基づきまして指導をしていると伺っておりますけれども、

再度そのような指摘があった旨をバス業者のほうにお伝えをいたしまして、今後適切に対

応してまいりたいと考えておりますのでご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 それから、最後になりますが、このたびの公共交通の抜本的な見直しによりまして路線

バスの運行形態が大きく変化をいたしました。６月号の、ご承知のように、町広報でも掲

載しておりますように、小豆島オリーブバス株式会社では積極的に情報発信を行いまし

て、潜在的な需要を掘り起こすため、またそれにより公共交通の利用促進を図るためにバ

スの乗り方教室、実際にバスを持っていってＩＣをどうやって使うか、そういった教室も

みずから進んで実施をしておりますので、議員各位におかれましても各地域の自治会や老

人会等でこうした声がございましたらぜひお声かけをいただきたいと思いますので、ご協

力を賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

○議長（森口久士君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（坂東民哉君） 鍋谷議員の２つ目のご質問にお答えいたします。 

 町が保有するスクールバスの台数ですが、小学校、中学校を合わせますと11台になりま

す。そのうち４台は運行を業者に委託しておりまして、委託業者に確認しますと人員確保

や勤務体制の関係でスクールバス運行以外の受託はできないとのことでございます。 
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 残りの７台のスクールバスにつきましては、７名の運転手が小・中学校の登下校時に送

迎を行っております。この登下校以外に７名のうち５名は10時30分から14時30分まで、各

小・中学校、幼・保等への給食の配送業務を行っております。 

 さらに、給食の配送当番でない職員におきましても授業日の登下校以外の時間や休業日

におきましても校外学習、園外保育、さまざまな行事等の送迎を行っております。このた

め固定された空き時間がない状況でございます。 

 参考に申し上げますと、平成27年度では通常の登下校以外で中学校が80回、小学校が

198回、幼・保におきましては282回の利用がございまして、合計で560回の運行となって

おります。 

 以上のような職員の勤務体制及びスクールバスの利用状況から、路線バスのように一定

の時間にスクールバスを利用して運行することは困難な状況ですのでご理解をいただきた

いと思います。以上です。 

○議長（森口久士君） 高齢者福祉課長。 

○高齢者福祉課長（堀内宏美君） ３つ目のご質問にお答えいたします。 

 福祉有償運送は高齢化の進展や小豆島中央病院の開院等、社会情勢の変化に対応できる

よう、バスやタクシー事業者のサービスを補完する新たな移動支援サービスとして、第６

期介護保険事業計画、老人福祉計画に盛り込んでいるものでございます。 

 誰もが住みなれた地域で安心して暮らせるために、バス、タクシーなど公共交通機関の

利用が困難な要介護者や身体障害者など、交通弱者の移動手段の確保は重要な課題である

と考えております。 

 これまで社会福祉協議会を事業主体として、昨年度からサービス実施に向け協議をして

いるところですが、社会福祉協議会の実施体制が整っていないことや、料金設定など既存

事業者との合意形成に至っていないことなどから、サービス開始に至っておりません。 

 このため、今後は低所得者を対象としたタクシー運賃助成制度の創設などの検討を含め

て、通院が困難な方などの対応策を検討していきたいと考えておりますのでご理解を賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（森口久士君） 鍋谷議員。 

○１１番（鍋谷真由美君） タクシー運賃の助成とかもぜひしていただいたらと思うんで

すけれども、車を買って準備している福祉有償運送の見通しというのはどうなんですか、

今後の計画はどうなのでしょうか。 

○議長（森口久士君） 高齢者福祉課長。 



- 65 - 

○高齢者福祉課長（堀内宏美君） 社会福祉協議会のほうでは、現在社会福祉協議会の中

で委員会を設けていただいて詳細について検討をする場を設けていただいております。ま

た、社会福祉協議会の方で福祉有償運送運転講習を受講するなど準備を進めておりますの

で、前進をしていきたいと思っております。 

○議長（森口久士君） 鍋谷議員。 

○１１番（鍋谷真由美君） 社協にお願いして進めておるということなんですけども、一

日も早く実現するように町の方でも力を尽くしていただきたいと思いますのでよろしくお

願いします。 

 それと、オリーブバスの問題ですけど、検証作業をしてできるところは時刻表のダイヤ

の変更もされるということなんですけれども、ぜひやっぱり町民の声をもっとアンケート

なり、29年４月にできるところは変更するからぜひ聞かせてくださいという形での町民の

声を把握、集約することをお願いしたいですけど、その点はどうでしょうか。 

○議長（森口久士君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（城 博史君） 住民の声という再質問でございます。 

 ご存じのように、昨年の５月から小豆島地域公共交通協議会という法定協議会を立ち上

げまして、一番最初に島内5,000名のニーズ調査を行いました。このニーズ調査に基づき

まして路線の再編を実施をしたわけでございます。そういった意味では島民の声はそのニ

ーズ調査である程度反映はできていると。 

 ただ、その再編後のダイヤ等について現在寄せられている島民からのご意見、こういっ

たものをバス事業者のほうで検証しながら、できるものについてはダイヤ改正に持ち込み

たいというご説明をさせていただいておりますのでご理解を賜りたいと思います。 

○議長（森口久士君） 鍋谷議員。 

○１１番（鍋谷真由美君） 話はわかったんですけど、今実際に乗ってこういうところは

不便だとか、そういう思いを持ってる町民の方、たくさんおいでるんじゃないかなと思う

んですね。それを届ける何か場を。バスにアンケートを置くとか、意見を募集するとか、

そういうことができるのならぜひお願いしたいと思います。よろしくお願いします。以上

で終わります。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（森口久士君） 10番秋長正幸議員。 

○１０番（秋長正幸君） 私からはオリーブの関連することについて２点お伺いしたいと

思います。 



- 66 - 

 まず最初に、オリーブサミットの開催についてということで、オリーブの栽培地は全国

に広がっております。南の鹿児島県から、北は福島県と私が知る範囲では約30府県は栽培

しているのではと思っております。市町村の数におきましては200以上になると予測をし

ておりまして、そこへは小豆島の苗木は全国で育っているということであると思います。 

 そこで、小豆島こそが国内におけるオリーブ産地としてのトップワンであることを誇示

するためにも、全国の栽培地を一同に束ねるオリーブサミット、仮称ですが、を開催して

はどうかということでございます。 

 ちょうど2008年がオリーブ100年祭でございました。この18年度がオリーブ植栽110年と

いう節目の年に当たりますので、ベストのタイミングだと思うが町長の考えを伺いたいと

思います。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 秋長議員からオリーブサミットをという質問をいただきました。 

 結論を言えば、オリーブ植栽110周年に当たる2018年にオリーブサミットを開催し、全

国のオリーブ産地のリーダーシップであることを発揮し、引っ張っていくという趣旨で大

賛成であります。 

 また後ほど質問があると承知しておりますが、2020年の東京オリンピック、パラリンピ

ック大会における金メダリストへの小豆島を初めとするオリーブの冠提供をより強固にア

ピールすることができると思っております。そのこととあわせて、オリーブサミットの実

現に向けまして準備をしていきたいと思っております。 

○議長（森口久士君） オリーブ課長。 

○オリーブ課長（丸本 秀君） 秋長議員のご質問、ご提案にお答えいたします。 

 オリーブサミットを開催してはというご提案ですが、全国に広まりつつあるオリーブ栽

培ですが、直近の農林水産統計に記載されている府県だけでも９県、統計に掲載はされて

いなくとも確実に栽培をしている府県が21県ございます。もちろん小豆島はその中で全国

一の栽培面積と収穫量を誇っているわけではありますが、オリーブが全国展開され始めた

今、また商品化も進み始めた今こそ、秋長議員がおっしゃるとおりオリーブ植栽110周年

に当たる2018年に小豆島が主導となって全国の栽培地を束ねたサミット、あるいはコンベ

ンションを開催するベストなタイミングであると思います。 

 このコンベンションでは、東京オリンピック、パラリンピック大会で金メダリストにオ

リーブの冠を戴冠させるという趣旨の共同宣言を行い、それを採択し、その決議文ととも

に関係省庁や組織委員会などに陳情することが夢実現に向けた大きな前進になると思いま
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すし、そうした行動過程そのものが小豆島のＰＲにもなると考えています。 

 また、もし採択になった場合のオリーブの冠の枝木の負担軽減にもつながると思いま

す。今後におきましては、2018年にサミットを開催するべく組織、体制づくり、また詳細

な産地の調査を進め準備に取りかかってまいりますので、どうか議員各位におかれまして

もご理解、ご協力をお願い申し上げまして答弁とさせていただきます。 

○議長（森口久士君） 秋長議員。 

○１０番（秋長正幸君） 関連は後の質問にもあるんですが、今でもよっぱど小豆島へ視

察団、行政視察、議会、まだまだ毎月かなりな数が出ていると思っています。まだまだこ

れ増える要素もございますし、私が知ってる範囲で市町の中で２、３回そういう小豆島は

イニシアチブをとって、やってもらえんかというようなこともございまして今回の質問に

至ったわけでございます。何はともあれ、名実ともに小豆島のオリーブがトップワンであ

るということを誇示するためにはぜひ必要でないかと思うのでぜひ前向きに取り組んでい

ただきたいと思います。 

 続いて、2020東京オリンピックに小豆島産オリーブの冠をと。 

 オリーブサミットの開催と深く関連しておりますが、東京オリンピック、パラリンピッ

クは４年後の2020年８月開催という終点が決まっています。そして、金メダリストに小豆

島のオリーブの冠を贈呈することがオリーブの島、小豆島を世界中にＰＲする最大の機会

だと考えております。 

 そこで、実現へはかなり多くの課題、問題があり、４年後を見越した具体的な取り組み

や準備がぜひ必要だと思いますが、町長の考えを伺いたい。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 秋長議員から2020東京オリンピック、パラリンピックの金メダリ

ストにオリーブの冠をというご提案をいただきました。 

 結論を言えば大賛成です。既に私は馳文部科学大臣とスポーツ庁のオリンピック課長に

会いましてそのことはお話をしております。ちなみに、オリンピック課長さんというのは

この間まで高松市の副市長をされてた方でございます。 

 そのほかに、オリンピックの組織委員会の布村事務次長さん等もお会いをしまして、布

村次長さんにはオリーブ公園がつくった現物のオリーブ冠をお渡しして、どうですかとい

うことでご意見を伺いましたところ、とてもすばらしいと言っていただきました。ちなみ

に、既に福島県のいわき市のほうが来られてたそうで、いわき市と対峙するようなことに

なるんですけれども、いわき市から持ってきたオリーブ冠とは随分違ったすばらしいオリ
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ーブ冠だと言っていただきました。 

 問題は、オリンピックとパラリンピックの金メダリスト全員にオリーブ冠を差し上げる

とすると、団体競技ありますので両方合わせると1,600個ぐらいをつくらなければいけな

いということになります。多分７月、８月、９月の３カ月間、毎日のように1,500個、毎

日何個ずつという形でつくっていかなければいけませんので、当然小豆島中心になるんで

すが、全国各地のオリーブ産地の皆さんにも協力をしていただいて行うということになる

んだろうと思います。 

 お会いしたときの感触は馳文科大臣もオリンピック組織委員会の事務局次長さん、とて

も感触はよく前向きだと理解しております。できれば香川県知事さんにもお願いして、知

事さんともども正式に文部科学大臣やオリンピック組織委員会にお願いをし実現をしたい

と思っております。 

 詳細は担当課長が説明をいたします。 

○議長（森口久士君） オリーブ課長。 

○オリーブ課長（丸本 秀君） 秋長議員のご提案に、先ほどの町長答弁に補足してお答

えいたします。 

 まず、現実的な課題といたしまして、今後当局にいかに効果的かつ継続的なアプローチ

をとっていくか、そして大会当局からいつ、どんな形で返事が来るのか、もし採択になっ

た場合、冠用の枝木の確保や2020年に向けたタイムスケジュール、また冠のつくり手のボ

ランティアの確保、2020年７月24日から８月９日がオリンピック、８月25日から９月６日

がパラリンピックという暑い時期での冠の保存、輸送管理方法など、いろいろ考えただけ

でも課題は山積みであります。 

 オリーブの冠を１つ作成するのにおよそ２時間近く要しますことや、長さ40センチ程度

の枝木が30本ほど必要になります。冠をつくるための木の種類はどれでもいいというわけ

ではなくて、小豆島町が現在女子マラソンのオリンピック選考レースで提供している冠は

ネバディロブランコで作成しています。仮に、2020東京オリンピック、パラリンピック大

会において金メダリストへのオリーブ冠を贈呈することになった場合、1,600個ほどの冠

が必要になると思われます。 

 前回行われたロンドン大会では、金、銀、銅合わせて4,600個のメダルが作成されたこ

とが報道されておりましたが、仮に金メダルだけでも1,500以上が製作されたことになり

ます。 

 2020の東京大会では追加種目としまして野球、ソフトや空手、スケートボード、スポー
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ツクライミング、サーフィンなどの追加種目が予想されまして、それが今年の８月にリオ

デジャネイロで開催されるＩＯＣ総会でもし正式決定されれば、それが2020東京大会にも

正式種目として採用されるということであります。 

 ということは、追加種目を加えると金メダルだけでも1,600個以上の冠が必要になると

いうことでありまして、また金、銀、銅、全てのメダリストにということになればその３

倍の5,000個近い冠が必要になってくると。そういう場合、小豆島だけで賄い切るのは非

常に難しいと思います。 

 こうした中、他府県のオリーブ産地や、また一部の民間団体もオリーブの冠を提供する

べく動いておると聞いております。また、オリーブではなくて月桂冠の冠をメダリストに

あげたいという造園業界の動きもあるようでございます。 

 大会組織委員会が2020年の東京大会のイベント内容で具体的に動き出すのは今年の夏の

リオオリンピック、パラリンピック大会終了後ということは伺いました。そのため、現段

階では大会組織委員会がいつごろ、どんな形でメダリストへ戴冠する品目を決めるのか、

また贈呈品製作の委託をどうするのか、全く白紙の状態でございます。 

 現段階で４年後を見越して今から1,000本、2,000本単位のオリーブの苗木を輸入、植栽

して適正な管理をしていかなければ東京大会には間に合わないだろうという声があること

も承知はいたしておりますが、ゴーサインが出ていない今、現状で動くのは難しいと考え

ておりまして、しばらく待ちの状態にならざるを得ないと思います。 

 こうしたことからも、先ほどご提案をいただきました全国の栽培産地を一堂に会したオ

リーブサミットを開催して東京オリンピック、パラリンピックのメダリストにオリーブの

冠をという共同採択を行うことが大会関係当局者への最大のアピールになると考えます。

もし採択になれば苗木の冠用の枝木の負担軽減にもなると思います。どうか議員の皆様に

おかれましても現状のご理解をいただきますとともに、実現に向けたあらゆる協力体制を

お願い申し上げまして答弁とさせていただきます。 

○議長（森口久士君） 秋長議員。 

○１０番（秋長正幸君） このオリーブの冠を採用していただくために、これは並大抵の

ことではなかなかできないように私は思っております。町長のほうは若干文科省の大臣と

かいろいろ感触は今はいいと。しかし、それは組織の中でＪＯＣ、ＩＯＣでその中のトッ

プへのアプローチ。これは町長の政治力、いろいろ生かしながら森会長、安倍総理、そこ

ら辺を動かさなければ決まらないかなという思いはしておりますので。 

 それと、スポンサーです。どういう企業がオリンピックに大きくかかわるか。例えば、
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日清食品の方も小豆島出身、こういうところが母体になっていただけるんであればわり

と、しよいのではないか。 

 それから、関連するいろいろな人脈を、陸上界には香川県割と人脈がおります。前の理

事ですが陸上の。地元では笠井教授、町長の知ってるとおり増田明美さん等々ございます

が、なかなかそれだけではいかないと思うのであらゆる人脈を通じて最大限にやっていか

なければいけない。 

 また、先ほどのサミットじゃないですが、全国のオリーブを栽培してるとこが手を取り

合って、決議した内容をいち早くやる、陳情、要望をすると、こういうとこからスタート

をすべく準備を重ねていかなければ、よっぽどの今から能力が要るんじゃないかというこ

とでございます。 

 何が何でも今ＰＲ、先ほど課長からもありましたが、月桂樹の冠には負けてはいけない

と。私はそういうふうに思っております。これはもう一生の中でオリンピックでそれを出

すということは小豆島挙げての一つの大きなイベントだと思っております。私一人の夢で

なく、島民の夢をかなえるような形でぜひ県の知事を含めてやっていただきたいなと思っ

ております。 

 最後ですが、このものが本当に行くのかなと言うのを町長が予測ができるんじゃない

か、今の段階でなかなか難しいと思うんですが、方向性について努力していただきたいん

ですが、今現在ではどのように思っているか。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 結論からいうと、オリーブ課長が言った技術的な問題のほうがハ

ードルが高いような気がします。これまでの私の取り組みをお話をすると、今秋長議員が

おっしゃってくれた人脈の方々は全て動いていただいています。日清食品の中川副社長は

陸連の幹部なんですが衆議院の議長をされた方とか、名立たる方には日清食品を通じて全

てお話をしていただいてますし、増田明美さんも全ての関係のところで小豆島のオリーブ

冠をということで動いていただいてますし、法政大学の笠井教授の人脈も全て動いていた

だいております。 

 まずはやっぱり香川県知事さんにやっぱり正式に香川県として小豆島を中心にというこ

とをまず動いていただきたくご期待を。黒島県議会議長の力もかりたいと思っています。

それから、他の自治体の協力もいただいた上で、先ほどのオリーブ課長の話だとオリンピ

ック開催前か開催後、リオですね。遅くともリオのオリンピック開催後には正式にもう一

度強力な形で大臣とかオリンピックの組織委員会の方にも正式にお願いをするという行動
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をする必要があるかなと思っています。それで、感触がよければ、さっき言ったオリーブ

課長の技術的な問題にもゴーサインでいかないと間に合わないと思いますので、とにかく

速やかに行動したいと思っています。大丈夫だと思います。夢はかなうと思います。 

○議長（森口久士君） 秋長議員。 

○１０番（秋長正幸君） これはもう夢の夢を、千載一遇のチャンスでございますので、

ぜひ成功に努力して、その結果、島民が喜べる結果を望むものでございます。いろいろ細

かい、課長が申したいろいろ生産の関係とは、生産者も一堂に会して協力していかなけれ

ばならないというふうに思っておりますし、ぜひ成功裏に事が進むことを願って終わりま

す。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（森口久士君） ４番松下智議員。 

○４番（松下 智君） 今回の私の質問は大局的な観点でもありませんし、大局的な視点

ではありませんけども、住民要望もありまして、また人口減少とか高齢社会の中で将来的

に見ても非常に懸念される事柄ですのであえて質問をさせてもらいます。 

 里道、農道、水路等に関する原材料支給についてお尋ねいたします。 

 現状の原材料支給の中には工事代金が含まれておりませんが、自治会によっては限界集

落的な地域や、また世代間交代によってこれまで主に左官業的な技術の不足が生じている

地域も見受けられております。 

 このことによって、当然技術者がおりませんので地元自治会の会費の中での負担が重荷

になってきているところも多々あります。この現象は年々増加することはあっても減るこ

とはない現象だと思っております。 

 また、今度のこれまでの原材料支給の推移から見ても現状の予算を増やさずにできるん

ではないかと私は個人的な思いがあるんですが、工事費も含めた支給が可能かどうかお尋

ねいたします。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 松下議員のご質問にお答えをいたします。 

 現在、実施している里道等の維持修繕に係る原材料支給事業では、原材料の支給を受け

ても高齢化等によって地元の労役が伴わず改修が困難であることから、労役部門も含めた

支援制度をつくってほしいということかと思います。 

 一般的に、里道、農道、水路等の管理は地元、または受益者の方々において維持管理を

お願いいただくのが基本だと思います。町としましては、基本的には現在の維持管理につ
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いての原材料の支給制度でご支援させていただくことでご理解をいただきたいというのが

基本的な考え方であります。 

 しかしながら、委員のおっしゃったように、限界集落に限らず町内全てにおいて言える

ことですけれども、地域のコミュニティーの力が落ちてますので、地区内での管理が難し

い時代になってきております。今後、こうした状況に応じた制度の変更について研究、協

議はしたいと思っております。 

 それぞれの詳細の現状、今後の取り組みについて担当課長から説明をします。 

○議長（森口久士君） 建設課長。 

○建設課長（三木宜紀君） それでは、建設課が実施しております原材料支給の制度につ

いてご説明いたします。 

 原材料支給制度は小豆島町原材料支給要綱に基づきまして里道とか水路とかの維持管理

と補修を行います自治会に対しまして原材料というような形で支給をしているものです。

こちらの制度は合併前から旧町で既に実施されていましたものを引き続き小豆島町になり

ましてもやっているものでございます。 

 年度当初に要望を取りまとめまして予算の範囲内で各自治会へ材料の支給を配分してい

るというような方法でございます。制度の開始当初は生コンクリートっていうコンクリー

トだけの支給ではありましたけども、現在、最近はコンクリート２次製品とか砕石とか、

ふたとか、アスファルトとか、フェンスとかっていう材料と言われるもの全てについて対

象として今支給しております。 

 建設課では時代の流れとか地元の要望とか意見を聞きながら予算の範囲内ではあります

けども、できるだけ柔軟に制度の方は改正して要望に沿えるようにしてきているところで

ございます。また、支給の数量につきましても１自治会当たり幾らとかってしてたのを、

今は１地区、１カ所幾らという形でそちらの数量も改正はしてきております。 

 原材料支給の近年の状況ですけども、予算に対しまして要望額がまだ今のところ100％

で推移してます。ということから、まだまだ整備をしたい、しなければならないところが

各自治会多いのではないかと推測されます。 

 こういうことから、現状、予算も増やさず変更しないで工賃を含めたところまで制度の

改正ができる状況では今のところはないと考えております。しかし、町長の答弁でもあり

ましたとおり、今後も議員の皆様とか自治会の皆様のご意見、ご要望を参考にしまして、

できる範囲での改正はその時々にやっていきたいと思いますので今後ともご理解、ご協力

をお願いいたしたいと思います。以上です。 
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○議長（森口久士君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（近藤伸一君） 続きまして、農林水産課が所管いたします農道、それか

ら農業用水路、いわゆる農業用施設に携わる原材料支給、こちらでございますが、毎年６

月をめどに要望調査を実施しております。地区内の農業施設の維持補修を行う受益者の

方々に対して原材料を支給するということでございます。 

 こちら要件としましては、まず地元の総意があることと、そして地区内の利用度が高い

ところを進めるということでございます。また、施工についてはご案内のとおり受益者の

方々にお願いするということでございます。 

 また、これは大前提でございまして、その要望箇所に耕作されている、または保全され

ている農地、受益される農地があるということになってございます。 

 この制度につきましては合併前、旧内海町、こちらのほうで実施されておりました。合

併の協議の中で新町に引き継がれたというものでございます。細かな支給内容につきまし

ては省略させていただきますが、建設課同様に地域の要望に沿いまして支給内容について

は緩和等も行ってきたような次第でございます。 

 また、本制度につきましては土地改良の関係の事業になりますことから、小豆島町の土

地改良区が要望を取りまとめます。理事会を経まして、対象地区に対して配分を行うとい

う制度でございます。 

 近年の支給状況、こちらになりますけれども、予算額に対してほぼ満額の充当というふ

うな状況でございまして、松下議員のおっしゃる予算のゆとりの中でというふうなことで

ございますけども、なかなか難しいという点、ご理解いただければと思います。 

 しかし、町長答弁でもありましたとおり、今後、状況に応じた制度の見直しにつきまし

ては自治会、また土地改良区などの意見も聞きながら検討してまいりたいと考えてござい

ますので、ご理解いただきたいということでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（森口久士君） 松下議員。 

○４番（松下 智君） 私がこれまでの予算の範囲内という推測が間違っておったようで

すけども、以前に運営しておったのは建設課関係は減少しつつあると、農林水産課関係も

増えることはないということを以前耳にしとったもんだからこういう質問したんですけど

も、最大の問題は予算なんですかね、そしたら。そしたら、その予算についての考え方を

ちょっと申し上げたいと思います。 

 的確でない面が出てくるかもわかりませんけども、まず建設課、農水関係が今の説明の

中では、答弁の中では以前、内海地区がやっておって合併後も継続しておるということ
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は、建設課関係も、農水関係も池田が要望が多いということなんですかね。それが１点。 

 それと、予算のことなんですけども、工賃といいますか、工事費というのは非常に難し

いと思います。私、事業課畑経験ないんですけども、どういうふうに均等に工賃を含める

かいうんは難しいと思うんですけども、予算がないんでしたら少しでもその予算増額して

もらって、まず、例えばで言いますよ、原材料支給で左官業の方が２名おったら何とかな

るんですよ、１日。それで、これは２日間かけるとしても休みごとなんです。少なくとも

１週間はあくと思いますので。 

 それで、１年間でやるのは２日、場合によっては３日間やる場合もあるでしょうけど

も、大体２日としますと、左官業が仮に幾らか知りませんけども、１人１日１万５千円と

したら、２名掛ける２日で６万円ですか、それだけあっても自治会としては助かるんです

よ。きちんとした道路工事とか橋梁工事みたいな、いわゆる工事費と言われるもんじゃな

くても、左官業の日当さえ６、７万円あったらできるんですよ。それ手始めとしてそれだ

けでもお願いできませんかという思いがあります。 

 町長の答弁も、各課長の答弁も前向きに検討しますでしょ。今後参考にいろいろな意見

を参考にしながら前向きに検討します。だけども、いつするんですかということを聞きた

いわけです。 

 現に、この質問したきっかけは、28年度の原材料支給で改修なり、舗装なり、しないと

いけない地域があるんですけども、自治会が小さいもんですから自治会費の負担が大きい

と。場合によったらかなりな工事費も出てくる場合もあるわけですけども、その負担が大

きいから28年度はやめて１年間様子見ようかという経緯があるようなんです。 

 ですから、いつやってくれる、いつ見直し図ってくれるんですかということは一つの要

望としては来年何とかなりますが、手始めとして左官業の２人分の２日分ぐらい、それで

も見てくれませんかということ。 

 それと、建設課長の答弁の中に、材料対象はこれまで緩和してきました。それから、１

地区当たりのボリュームも緩和してきました。それも非常に大事なことで、それはありが

たいことだと思いますけども、優先順位からいうたら、その工賃といいますか、工事費し

か負担できないからできませんいうのもかなりな優先順位だと思いますから。ですから、

建設課長の答弁の緩和一つ外してでも工賃を入れる方法はないか。できればその３つとも

要件を見ていただきたいんですけども。 

 それから、農道とか水路の維持管理についてはその自治会、地元自治会、受益者、当然

やと思います。ただ、その改修なり、舗装なりができないから質問したわけですし、農水
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のほうでちょっとお聞きしたいんですけども、耕作または保全の農地、耕作農地いうんは

わかりますけども、保全の農地というのは具体的にどこまでのことか。取りとめもない質

問だったかもわかりませんけども、ちょっとお答えできる範囲でお願いしたいと思いま

す。 

○議長（森口久士君） 建設課長。 

○建設課長（三木宜紀君） 旧町の話が最初あったかと思うんですけど、建設課のほうが

両方旧内海、旧池田両方やってたのをあわせていう形で、農林水産課の方が旧内海だけだ

ということです。 

 それと、まずはこの里道、水路、農道の成り立ちなんですが、ご存じやと思うんですけ

ど、もともと明治とか江戸時代にですね、もうそのころ当然１次産業ばっかりやったと思

うんですけど、農家とかの方々が自分たちでつくった道で俗に三尺道とか水路とかってい

うのがもともと成り立ちであります。 

 当時、ですのでみんなで十分管理してあれしてたというところがスタートやと思いま

す。それが近年になってきて維持管理、整備するのに対しまして行政のほうが材料支給と

いう形で、労力はもともと地域の中に、先ほどおっしゃってたみたいにおられたり、でき

たりしてたので材料だけあれば整備できますわという形でどんどん来てたもんであると思

います。 

 ということから材料支給がスタート時点で労力は自分たちでできるということがスター

トでしたので、先ほど言ってました材料の種類を緩和するとか、数量を変えるとかってい

うのに労力を先っていう方向ではなかった道になっているかと思います。 

 先ほど話したんですけど将来は予算のお話もあると思うんですけど、少しずつは緩和し

ていくのは当然であると思いますんで、それも検討させていただきたいと思います。ま

た、役場の方が支給した自治会によって工事する仕方、費用の出し方が聞いてると非常に

まちまちです。できないと言ってやってないところもあるし、人がいて費用かからずにや

っているところもあるし、応分の負担をしてやってるところもあるし、非常にさまざまで

す。まだ今町長もおっしゃったみたいに人件費を何ぼ払うんやとか、全体の何％にするん

やとかっていう割と選択肢がいっぱいあることに対して検討しなきゃいかなくなります。

ということもあって、ちょっとすぐにすぐにほんなどうしましょう、ああしましょうって

いうのは結論出にくい制度設計にありますんで、今の段階ではすぐ来年度がどうこうとい

うと返事しかねます。これは要望があるのわかりますので、勉強して情報収集してという

ところは始めたいと思いますんで、ご理解いただきたいと思います。以上です。 
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○議長（森口久士君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（近藤伸一君） 引き続きのご回答になりますけども、松下議員のおっし

ゃるとおり農業部門におきましても従事者の方の高齢化とか、それから後継者不足、こち

らによりまして農地それから農業用施設の適切な維持管理いうのが非常にもう困難になり

つつあるということでございます。 

 そのような中、町としましては厳しい環境下に置かれました農業者の方へ支援といたし

まして、25年度ですけども単独県費事業の補助の土地改良事業、こちらを地元が30％負担

があったものを15％負担ということで大幅な見直しをかけさせていただきました。 

 それから、26年度におきましては国の採択基準に適合しないような農林災害、こちらの

ほうにつきましても小さな規模のものにつきましては町の単独費で、災害復旧事業を創設

しまして積極的に農業の生産基盤、こちらのほうの整備を進めようとすることを目的に農

業者の負担の軽減措置、こちらを講じてございます。 

 ご認識していただきたいのは、農業制度の補助制度でございますけれども、当該事業を

行うためにはすべからく受益者の方々、恩恵を受けるということで受益者負担というのを

こちらまた大きな原則となってございます。 

 先ほど建設課の課長が言いましたとおり、いろいろなパターンがございます。また建設

課とのバランスもございます。それから、財政部局課との相談もございますので、今この

段階でいつというのはなかなか申し上げにくいということで、検討してまいるということ

でご理解していただければと思っております。 

 それから、保全につきましてでは……。 

            （４番松下 智君「もういいです」と呼ぶ） 

 よろしいですか。 

○議長（森口久士君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 29年度予算編成過程で一定の答えを出します。 

○議長（森口久士君） 松下議員。 

○４番（松下 智君） 町長の先ほどの答弁ありがとうございました。 

 それと、建設課長の答弁も再質問の答弁は最初の答弁じゃなくしてかなり前向きな答弁

いただいたんで感謝申し上げます。以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（森口久士君） これで一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。再開３時とします。 

            休憩 午後２時48分 
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            再開 午後３時00分 

○議長（森口久士君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第４ 報告第１号 平成２７年度小豆島町一般会計繰越明許費繰越計算書につい 

             て 

  日程第５ 報告第２号 平成２７年度小豆島町水道事業会計建設改良費繰越計算書に 

             ついて 

○議長（森口久士君） 日程第４、報告第１号平成27年度小豆島町一般会計繰越明許費繰

越計算書について及び日程第５、報告第２号平成27年度小豆島町水道事業会計建設改良費

繰越計算書については相関する案件でありますので、あわせて報告を求めます。町長。 

○町長（塩田幸雄君） 報告第１号平成27年度小豆島町一般会計繰越明許費繰越計算書に

ついてご説明申し上げます。 

 本件は、さきの３月定例会で議決いただきました平成27年度小豆島町一般会計予算の繰

越明許費に係る財源内訳等について報告するものでございます。 

 なお、報告第２号につきましても水道事業会計における建設改良費の繰り越しに関する

同様の報告でございます。 

 内容につきましては、順次担当部長及び課長から説明しますのでよろしくお願い申し上

げます。 

○議長（森口久士君） 日程第４、報告第１号平成27年度小豆島町一般会計繰越明許費繰

越計算書についての内容説明を求めます。企画振興部長。 

○企画振興部長（大江正彦君） 報告第１号平成27年度小豆島町一般会計繰越明許費繰越

計算書についてご説明申し上げます。 

 上程議案書の１ページをお願いいたします。 

 この件につきましては、平成28年第１回定例会最終日におきまして繰越明許費のご可決

を賜りました22の事業について、地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づきまして

繰越計算書を調整しご報告申し上げるものでございます。 

 ２ページ、３ページをお願いいたします。 

 款項、事業名、翌年度繰越額及びその財源内訳についてはこのページに記載のとおりで

ございます。 

 なお、２款総務費、１項総務管理費の５行目、防犯カメラ設置費用につきましては、平

成27年度中に事業を完了いたしましたので最終的な繰越事業は１事業減りまして21の事業
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となっております。 

 繰越総額は、５億1,684万２千円で、既収入特定財源は前借りした起債のうち２万８千

円、未収入特定財源のうち国庫支出金は11事業で２億1,564万４千円、県支出金は７事業

で5,473万４千円、地方債につきましては７事業の特定財源といたしまして合併特例債、

過疎対策事業債、辺地対策事業債、災害復旧事業債の４種類の地方債１億6,410万円、ま

たその他の財源といたしましては、受益者負担金879万円を１事業の特定財源として見込

んでおります。結果、一般財源の所要額といたしましては7,354万６千円を予定しておる

ところでございます。 

 繰越理由につきましては、第１回定例会でもご説明申し上げたとおりでございます。た

だ、第１回定例会以降、翌年度繰越額に変更が生じた事業のみご説明させていただけたら

と思います。 

 まず、１款総務費、１項総務管理費の６行目、馬木地区緊急避難場所等整備事業につき

ましては、繰越額が1,642万８千円で、特定財源として515万円の国庫補助金と合併特例債

830万円を予定しております。 

 本事業につきましては、第１回定例会におきまして翌年度繰越額2,700万円を計上して

おりましたけれども、年度内に工事請負契約が締結され、前払い金が発生したことから繰

越額は1,057万２千円の減となっております。 

 すぐ下の個人番号カード交付事業につきましても、地方公共団体情報システム機構から

の年度内請求が若干増額となり、第１回定例会での計上額から繰越額が79万５千円の減と

なっております。 

 次に、８款土木費、２項道路橋梁費のうち１行目、橋梁長寿命化事業につきましては、

繰越額257万１千円となっております。第１回定例会では舗装修繕工事２件、436万４千円

の繰越額としておりましたが、うち１件が年度内に完了できたため、繰越額は179万３千

円減の251万７千円となっております。 

 同じく、６項都市計画費の１行目、植松都市下水路整備事業につきましては、繰越額

3,622万８千円となっております。第１回定例会では4,006万５千円を繰越額としておりま

したが、年度内に家屋補償が予定より進捗いたしましたので繰越額は383万７千円の減と

なっております。以上の４事業以外は翌年度繰越額並びに繰越理由の変更はございませ

ん。以上、簡単でございますが報告第１号の説明を終わらせていただきます。 

○議長（森口久士君） 日程第５、報告第２号平成27年度小豆島町水道事業会計建設改良

費繰越計算書についての内容説明を求めます。水道課長。 
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○水道課長（唐橋幹隆君） 報告第２号水道事業会計建設改良費繰越計算書についてご説

明いたします。 

 お手元の資料の４ページをお開きください。 

 平成27年度の小豆島町での水道会計で予定をいたしておりました建設改良に要する経費

のうち、年度内に支払い義務が生じなかったもので、水道事業が発注しました工事が１件

と、香川県が事業主体の事業が１件です。 

 ５ページを見ていただきまして、水道事業が発注した中山浄水場排水処理施設築造工事

において、掘削で岩が出たことにより不測の日数を要したため3,043万２千円を地方公営

企業法第26条第１項の規定に基づき、翌年度に繰り越しとなりました。 

 また、内海ダム再開発事業に関する利水負担金として、事業費の4.8％相当となります

403万２千円を予算計上しておりましたが、事業主体であります香川県が事業の一部を繰

り越ししたことから、平成27年度中に支払い義務が生じなかった40万560円を地方公営企

業法第26条第１項の規定に基づき、翌年度に繰り越したものであります。 

 繰り越しの財源は当年度損益勘定留保資金3,083万2,560円でございます。 

 なお、公営企業会計における予算繰り越し手続は一般会計の明許繰り越しと異なり、あ

らかじめ予算に定める必要がないものとされております。事業者権限により決定し、地方

公共団体の長への報告により成立するものとされております。また、報告を受けた地方公

共団体の長は、次の議会においてその旨を報告しなければならないとされておりますの

で、本日お手元の資料のとおり、ご報告いたすものであります。以上です。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第６ 議案第５２号 専決処分の承認について（小豆島町税条例等の一部を改正 

              する条例について） 

  日程第７ 議案第５３号 専決処分の承認について（小豆島町固定資産評価審査委員 

              会条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例につい 

              て） 

  日程第８ 議案第５４号 専決処分の承認について（小豆島町国民健康保険税条例の 

              一部を改正する条例について） 

○議長（森口久士君） 次、日程第６、議案第52号から日程第８、議案第54号専決処分の

承認については相関する案件でありますので、あわせて提案理由の説明を求めます。町

長。 

○町長（塩田幸雄君） 議案第52号から議案第54号専決処分の承認についてご説明を申し
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上げます。 

 地方税法の一部が改正され、平成28年４月１日から施行されるに伴い、３つの関係する

条例の一部を改正する必要が生じたため、地方自治法第179条第１項の規定により専決処

分を行い、同条第３項の規定により議員の皆様のご承認をいただこうとするものでござい

ます。 

 詳細につきましては担当課長からそれぞれ説明しますのでよろしくご審議のほどお願い

申し上げます。 

○議長（森口久士君） 日程第６、議案第52号専決処分の承認についての内容説明を求め

ます。税務課長。 

○税務課長（川崎智文君） 議案第52号専決処分の承認につきまして、小豆島町税条例等

の一部を改正する条例につきましてご説明させていただきます。 

 議案書の６ページをお開きいただきたいと思います。 

 本条例につきましては、地方税法等の一部を改正する法律及びそれに関する政令及び省

令が本年３月31日それぞれ公布され、４月１日から施行されたことに伴い、本町の税条例

等につきましてもその一部を改正する必要が生じましたので専決処分をさせていただいた

ものでございます。 

 ７ページをお開きください。 

 それでは、地方税法の改正に伴う税条例の一部を改正する条例につきまして、新旧対照

表よりご説明させていただきます。 

 まず最初に、18条の２第１項でございます。行政不服審査法及び行政不服審査法施行令

が平成28年４月１日に施行されました。この施行により、不服申し立ての手続が一元化さ

れ、審査請求の手続のみが税務に残されることになりましたので、税条例中の不服申し立

てを審査請求に改正することになりました。 

 ページをめくっていただき８ページでございます。 

 次に、18条の３ですが、平成29年４月１日より軽自動車税の税制改正により、種別割

等、後に説明しますが環境性能割軽自動車税が置かれます。現行の軽自動車税が種別割と

名称変更するため語句の改正を行うものでございます。 

 次に、19条の改正でございますが、最高裁判決を踏まえ、個人住民税、法人住民税及び

事業税に係る延滞金との計算期間について、国税における延滞税の計算期間等の見直しに

準じて所要の見直しを行うこととし、平成29年１月１日以降の期間に対応する延滞金また

は同日以降に申告書の提出期限が到来する地方税について適用することとなり、それに伴
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う所要の規定の整備を行われたことによるものでございます。 

 また、平成29年４月１日より軽自動車税環境性能割が新設されることに伴う所要の規定

の整備が行われることによるものとなっております。延滞金の計算期間に見直しに関する

事項につきましては平成29年１月１日、環境性能割に関する事項につきましては平成29年

４月１日から施行させていただきます。 

 ９ページ下段から10ページから11ページにかけてでございます。 

 次の43条でございます。先ほど説明いたしました延滞金の計算期間の見直しについて、

個人町、県民税について改正を行うものでございます。具体的には、修正申告の提出、ま

たは納付すべき税額を増額させる更正があった場合において、その修正申告または増額更

正に係る町民税について期限内申告書または期限後申告書の提出により納付すべき税額を

減少させる更正があった後に、当該修正申告の提出があった場合には、当該修正申告の提

出または増額更正による納付すべき税額に達するまでの部分についての延滞金の計算期間

から、その期間につきまして控除して計算することとなっております。 

 次に、48条でございます。 

 11ページから続き、13ページまでに続いております。 

 法人町民税の延滞金計算期間見直しについて改正が行われるものでございます。詳細は

先ほど説明しました43条と同様の内容となっております。 

 次に、50条ですが、13ページ下段から15ページまで続いております。 

 この部分につきましては法人町民税の不足額の納付手続についての延滞金の計算期間見

直しについて改正が行われたものです。詳細な内容につきましては先ほど説明させていた

だきました43条と同様のことになっております。 

 次に、56条の見出しは15ページ最下段にありますが、本文は次の59条とあわせ16ページ

から17ページにかけてあります。 

 次の59条でございますが、独立行政法人労働者健康福祉機構が独立行政法人労働者健康

福祉機構法に規定する療養施設、養成施設等の設置をした場合におきまして、その用に供

する固定資産税につきましては非課税とすることになっております。その適用を受ける申

告、適用を受けなくなったときの申告について定めたものでございますが、平成28年４月

１日よりその独立行政法人労働者健康福祉機構が独立行政法人労働者健康安全機構に改組

され設立法が改められたことに伴います改正でございます。 

 17ページ中段から始まります80条からの改正でございます。 

 この改正は、さきに述べましたが、平成29年度から軽自動車税が環境性能割と種別割の
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２種類の税になります。環境性能割といいますのは現行の自動車取得税に当たるものでご

ざいます。種別割は現行の今行っております軽自動車税に当たるものでございます。この

80条につきましては、環境性能割の納税義務者についての規定及び現行の軽自動車税を種

別割に名称変更することの規定による改正を行うものでございます。 

 ページをめくっていただき、18ページになります。 

 次に、81条ですが、この軽自動車税につきまして、みなし課税の規定について、地方税

法に新設されたことによる改正でございます。誰を所有者、所得者とみなすことになりま

す。 

 例えば、所有権留保付割賦販売、要するにリース販売等の場合につきまして、完済する

までは所有権はリース会社、売り主にありますけれど、実態は買い主が所有権を持ってい

るものと同等とみなされますので、買い主を所有者とみなして課税いたしますという制度

でございます。 

 次に、81条の２でございますが、日本赤十字社が所有する軽自動車税について、直接そ

の本来の事業の用に該当するもので、救急用のものに関しては非課税である旨の規定を改

正するものでございます。 

 旧の80条の２が条文移行による改正でございます。 

 次の81条の３から81条の８までは環境性能割に係る規定でございます。 

 次の81条の３でございますが、環境性能割の課税標準を通常の自動車の取得価格とする

改正となります。 

 次に、81条の４でございますが、環境性能割の税率について、自家用の軽自動車におい

てその環境性能に応じて１％から３％を課税標準に掛けて税額を決定することになってお

ります。 

 次に、その下の81条の５及び81条の６でございますが、環境性能割は申告納付をするこ

と、また申告納付の方法について規定したことによる改正であります。 

 ページをめくっていただき、20ページになります。 

 次に、81条の７でございますが、環境性能割の納税義務者が申告または報告をしなかっ

た場合の過料について規定する改正でございます。 

 次に、81条の８でございますが、環境性能割の減免につきまして、現行の公用減免及び

身障者減免について準じて減免することについての改正となっております。 

 以上、環境性能割の規定について本則の説明を行わさせていただきますが、後に附則で

説明させていただきますが、当分の間、町にかわって県が行うこと及び税率の特例を設け
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ることになっております。 

 続きまして、82条から91条の改正、この部分につきましては、軽自動車税が種別割に係

る規定の変更です。現行の軽自動車税が種別割と名称変更すること及び環境性能割の創設

に伴い、地方税法、様式等の条ずれが起きましたのでそれを改正する改正でございます。 

 字句の訂正が主なものですので、20ページから25ページまでの説明につきましては省略

させていただきたいと思います。 

 26ページをお開きいただけたらと思います。 

 附則の説明でございます。 

 附則第６条につきましては、適切な健康管理のもとで医療用医薬品からの代替を進める

観点から、健康の維持増進及び疾病への予防へ取り組みを行う個人が、平成29年１月１日

から平成33年12月31日までの間に特定一般用医薬品を購入した際に購入費用のうち年間で

１万２千円を超える額を８万５千円を限度として所得控除する特例の医療費控除の新設に

伴う改正です。一般の薬局等で売っております市販薬、風邪薬等、風邪予防薬等を購入す

ることにより医薬品の医療費を抑えるインセンティブを設けるような体制となっておりま

す。 

 この医療費控除の特例を受ける場合は通常の医療費控除を受けることができませんが、

一般の約10万円を超えた場合、通常の医療費の控除を受けるという適用で、医療費控除の

幅が広がったように考えていただければと思います。 

 次、附則第10条の２につきましては、平成24年度税制改正に導入しました国が一律に定

めておりました特例措置の特例割合等を地方公共団体が自主的に判断し、条例で設定でき

る仕組みである地域決定型地方税制特例措置、通称わがまち特例についてであります。 

 今回の改正におきまして、新たに再生可能エネルギー発電設備であります太陽光発電に

つきまして、特例割合を３分の２と定めたものを今回この条文に追加し、町規定わがまち

特例として減免することになっております。 

 その下に渡りまして、附則第10条の３は、新築住宅に対する固定資産税の減額を受けよ

うとする者がすべき申告についての規定で、そのうち熱損失防止改修住宅または熱損失防

止改修専有部分についての適用の規定を受けるための必要書類について、地方税法の施行

令が改正されたことに伴いまして補助金の書類が追加されたことになります。つまり、今

回の税制改正により、今まで改修費そのもの全てが特例の対象という形になっております

が、補助金部分を除いた部分が税制改正の減額の対象となるということであります。 

 27ページをお開きいただけたらと思います。 
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 附則第15条の２から附則第15条の４につきましては、先ほど説明させていただきました

軽自動車税の環境性能割の賦課徴収減免申告の納付について、当分の間、町にかわって県

が行う特例を規定したものでございます。 

 また、附則第15条の５につきましては、県が環境性能割の賦課徴収に関する事務の費用

の補償のため、徴収取扱費について規定させていただいてます。一旦県が賦課徴収し全額

を一旦町に振り込みさせていただく形になりますが、そのうち５％を事務費徴収取扱費と

して県へ再交付するものとなっております。 

 ページをめくっていただき28ページですが、附則第15条の６は、第81条の４で規定しま

した環境性能割の税率について、営業用三輪以上については１％から３％のところを、

0.5％から２％へ、自家用の三輪以上について３％の部分を２％に税率を軽減する特例と

なっております。 

 その下の附則第16条につきましては、平成27年度末で期限を迎えた軽自動車税のグリー

ン化特例、つまり燃費のよい車につきまして、初年度に限り税を軽減する制度でございま

すが、その部分につきましてはさらに１年間延長する改正でございます。また、本改正に

伴い語句の改正を伴っております。 

 ページをめくっていただき、30ページ中段という形になります。 

 続きまして、第２条のところの改正でございます。 

 小豆島町税条例の一部を改正する条例、平成26年改正の附則の改正の説明に移りたいと

思います。一部の改正に移ります。 

 附則第６条の軽自動車税グリーン化特例について規定ですが、軽自動車税の種別変更に

伴う字句等の変更に当たる部分について改正しております。 

 ページをめくっていただき、32ページ中段からでございますが、続きまして第３条小豆

島町税条例の一部を改正する条例、27年改正の一部改正の説明に移りたいと思います。 

 附則第５条におきまして、たばこ税に関する経過措置についての読み替え規定でござい

ます。１条による改正中、また19条部分の改正に伴い字句の変更が生じましたので、その

部分について改正をずっと行っております。 

 36ページ中ほどまで改正案件がずっと提示させていただいております。 

 36ページ中段からですが、次にこの改正条例の附則について説明させていただきたいと

思います。 

 施行期日と適用による経過措置の規定となっております。この条例は、平成28年４月１

日から施行しますが、第１号に延滞金の計算期間見直しについては平成29年１月１日、第
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２号の軽自動車税と改正にかかわるものについては平成29年４月１日、第３号の医療費控

除の特例に係るものについては平成30年１月１日、各税の経過措置については次に説明す

るとおりです。 

 町民税の延滞金につきましては平成29年１月１日以降に納付期限等が来るものから適用

し、特例医療費の控除につきましては30年度の住民税から適用します。 

 法人町民税の延滞金につきましては平成29年１月１日以降に申告期限が来るものから適

用させていただきます。 

 固定資産税の部分につきましては平成28年度からの適用になりますが、本則附則の10条

２に規定する太陽光発電分につきましては平成28年度に取得されたものから適用となりま

す。 

 軽自動車税につきましては環境性能割につきましては課税が始まる平成29年度からの適

用です。同じく、種別割の適用につきましては平成29年度からでございますが、本則附則

16条に規定するグリーン化特例対象者、要するに燃費のいい車につきましては平成28年度

に購入されたものが対象となっております。以上、簡単ですが説明を終わらせていただき

ます。 

○議長（森口久士君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 質疑がないようでしたら、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第52号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、議案第52号専決処分の承認につい

ては原案のとおり承認することに決定されました。 

 次、日程第７、議案第53号専決処分の承認についての内容説明を求めます。税務課長。 

○税務課長（川崎智文君） 議案第53号専決処分の承認につきまして、小豆島町固定資産

評価審査委員会条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例につきましてご説明させ

ていただきます。 

 議案書の38ページをお開きいただきたいと思います。 
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 本条例につきましては、平成26年６月に行政不服審査法またそれに伴う行政不服審査施

行令がそれぞれ公布され、本年４月１日から施行されております。これに伴い、地方税に

おいても固定資産課税台帳に登録された価格に関する審査の申し出及びその決定の手続に

おいて所要の規定の整備を行い、その分につきまして前議会、３月議会におきまして上程

いたしましたその後内容に一部変更が生じましたので専決処分をさせていただいたもので

ございます。 

 それでは、この改正につきまして新旧対照表によりご説明させていただきたいと思いま

す。 

 39ページをお開きいただきたいと思います。 

 附則中に適用区分につきまして、従来は平成28年度以降の年度分の固定資産税に係る審

査の申し出だけについての審査でありましたが、今回、平成28年４月１日以降に公示また

は通知されたものに対する適用と改正されております。これにより、平成28年度以前の部

分につきましても改正があった場合の審査の適用となることになっております。この施行

日につきましては平成28年４月１日よりの施行となっております。以上で説明を終わらせ

ていただきます。 

○議長（森口久士君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 質疑はないようですから、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第53号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、議案第53号専決処分の承認につい

ては原案のとおり承認することに決定されました。 

 次、日程第８、議案第54号専決処分の承認についての内容説明を求めます。健康づくり

福祉課長。 

○健康づくり福祉課長（清水一彦君） 議案第54号小豆島町国民健康保険税条例等の一部

を改正する条例に係る専決処分につきましてご説明申し上げます。 

 上程議案書の40ページをお開き願います。 
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 第１条は、小豆島町国民健康保険条例の一部の改正についてでございます。 

 今回の改正は、平成28年度の税制改正に伴い、国民健康保険税の基礎課税額及び後期高

齢者支援金と課税額に係る課税限度額をそれぞれ引き上げる一方で、５割軽減及び２割軽

減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において、被保険者の数に乗ずべき金額を引き

上げることにより軽減の対象となる世帯の拡大を図るものでございます。 

 詳細は次のページの新旧対照表により説明させていただきます。 

 第２条は、国民健康保険税の課税限度額の増額になります。 

 第２項では、基礎課税額に係る限度額を52万円から54万円に引き上げるものでございま

す。 

 同条第３項は、後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額を17万円から19万円に引き

上げるものでございます。 

 これら２つの改正により、国民健康保険税全体の上限額は85万円から４万円増の89万円

となります。 

 続きまして、42ページの第23条は、国民健康保険税の減額の対象となる所得の基準の改

正になります。 

 第１項は、先ほどご説明いたしました第２条の２項及び３項の改正に伴い、減額の対象

となる取得の判定において、基礎課税額について54万円、後期高齢者支援金等課税額につ

いて19万円を課税限度額とするものでございます。 

 第１号は７割軽減の対象となる世帯に係る保険税の減額に関する規定でございます。基

礎課税額、後期高齢者支援金等課税額、介護納付金課税額において、アから、次のページ

のカまでそれぞれ７割の減額になるように額を定めております。 

 なお、国民健康保険加入者が後期高齢者医療制度へ移行したことにより、同じ世帯の国

民健康保険加入者が１人となった世帯、いわゆる特定世帯等については基礎課税額と後期

高齢者支援金等課税分に係る平等割額が軽減の対象となります。イからエにおいて、それ

ぞれ減額する額を定めております。 

 43ページの第２号は、５割軽減の対象となる世帯に係る保険税の減額に関する規定でご

ざいます。軽減の判定所得の算定において、控除する額について１人当たり５千円を加算

し26万５千円とするものでございます。ア以降、カまでは先ほど同様に５割軽減の世帯に

おける減額する額を規定しております。 

 次のページをお願いします。 

 44ページの第３号は、２割軽減の対象となる世帯に係る保険税の減額に関する規定でご



- 88 - 

ざいます。軽減の判定所得の算定において、控除する額について１人当たり１万円を加算

し48万円とするものでございます。以下、アからカにおいて２割軽減の世帯における減額

する額を規定しております。 

 最後に、45ページは附則といたしまして、施行期日を平成28年４月１日とし、適用区分

として、改正後の小豆島町国民健康保険税条例の規定は平成28年度以降の年度分の国民健

康保険税について適用し、平成27年度分までの国民健康保険税についてはなお従前の例に

よるとするものでございます。以上で説明を終わります。ご審議の上、ご承認賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（森口久士君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。11番鍋谷議員。 

○１１番（鍋谷真由美君） 最高限度額が引き上げられて対象になる世帯数を教えてくだ

さい。 

 それと、軽減世帯が拡大されるということですけれども、この数もお願いします。 

○議長（森口久士君） 健康づくり福祉課長。 

○健康づくり福祉課長（清水一彦君） 今回の税制改正で課税限度額の引き上げで対象増

となる世帯についてご質問ありました。それについて回答申し上げます。 

 対象世帯数は２世帯の増加。今現在16世帯から18世帯になります。影響額といたしまし

ては約59万円となります。また、５割軽減、２割軽減の軽減要件緩和による影響対象世帯

数については、５割軽減対象世帯は436世帯から443世帯に増加、プラス７世帯増加いたし

ます。影響額は約174万円。２割軽減対象世帯は331世帯から332世帯、１世帯の増加でご

ざいまして、影響額は39万円となっております。以上です。 

○議長（森口久士君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 質疑はないようですから、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第54号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、議案第54号専決処分の承認につい

ては原案のとおり承認することに決定されました。 
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            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第９ 議案第５５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

○議長（森口久士君） 次、日程第９、議案第55号人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（塩田幸雄君） 議案第55号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

提案理由のご説明を申し上げます。 

 人権擁護委員のうち、中武義景氏が平成28年９月30日をもって任期満了となりますの

で、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、人格識見高く、人権擁護に深い理解を

有しておられます大石雅章氏を推薦いたしたく議会に意見を求めるものでございます。 

 詳細につきましては担当課長から説明しますのでよろしくご審議のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（森口久士君） 人権対策課長。 

○人権対策課長（山本真也君） 失礼いたします。 

 議案第55号、議案書では46、47ページになります。 

 人権擁護委員の推薦について説明を申し上げます。 

 人権擁護委員の推薦につきましては、人権擁護委員法第６条第３項に基づき、市町村長

が議会の意見を聞いて法務大臣に推薦することとなっております。現人権擁護委員の中武

氏につきましては、本年９月30日で３期、９年務められましたが、任期満了となり今期を

もって退任となります。 

 そこで、地元自治会に相談し、大石雅章氏が人格、識見とも高く、また内海、池田両地

域からの信頼も厚い上、人権問題にも非常に熱意を持っておられるので、人権擁護委員の

候補者として推薦するものでございます。 

 同氏の略歴につきましては、議案47ページに記載してありますが、簡単にご紹介を申し

上げますと、昭和29年７月11日生まれの61歳で、昭和52年４月、苗羽小学校の講師から平

成27年３月に渕崎小学校の校長として退職されるまで教育者として務められてこられまし

た。現在は安田公民館副館長として、また小豆島町文化振興アドバイザーとして地方行政

にもかかわっていただいております。 

 なお、現在の人権擁護委員につきましては、議案集の同ページに記載しておりますので

省略をさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（森口久士君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（森口久士君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 討論を省略し直ちに採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。 

 これから採決します。 

 議案第55号は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、議案第55号人権擁護委員の推薦に

つき意見を求めることについては原案のとおり同意することに決定いたしました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１０ 議案第５６号 小豆島町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改 

               正する条例について 

○議長（森口久士君） 次、日程第10、議案第56号小豆島町廃棄物の処理及び清掃に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。

町長。 

○町長（塩田幸雄君） 議案第56号小豆島町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を

改正する条例について提案理由のご説明を申し上げます。 

 一般廃棄物の発生を抑制し、再利用を促進するため、一般廃棄物処分業についても許可

するに当たり、本条例に所要の改正を行うものでございます。 

 詳細につきましては担当課長から説明しますのでよろしくご審議のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（森口久士君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（谷本静香君） 議案第56号小豆島町廃棄物の処理及び清掃に関する条例

の一部を改正する条例について説明を申し上げます。 

 条例議案集の48ページをお開きください。 

 本案は、一般廃棄物処理業等の許可の対象に一般廃棄物処分業の許可を行えるよう関係

規定の整備を行うものでございます。これまで廃棄物関連業者の業務の許可に当たりまし

ては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第７条第１項に規定する一般廃棄物の収集運搬

業、これと浄化槽法第35条第１項に規定する浄化槽清掃業についてのみ対象としておりま

した。 

 一方、一部の事業者では家屋の除却などから発生する廃棄木材を活用した木材チップ製
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造が行われておりますが、これら産業廃棄物由来の原材料に加えまして、庭木の剪定など

一般廃棄物につきましても原材料として使用可能であることを確認したことから、新たに

法第７条第６項に規定する一般廃棄物処分業の許可を行えるよう条例を改正し、一般廃棄

物の分野におけるごみの再生利用、リサイクルの推進を図ろうとするものでございます。 

 なお、許可に当たりましては法第７条第11項の規定により、処分方法及び取り扱う一般

廃棄物の種類を限定して許可することとなります。 

 改正内容につきましては、小豆島町廃棄物の処理及び清掃に関する条例第17条第１項の

規定中、法第７条第１項の後に、もしくは第６項を追加しまして許可申請の対象に一般廃

棄物処分業を加えようとするものでございます。 

 附則といたしまして、施行期日を平成28年７月１日としております。以上で説明を終わ

ります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（森口久士君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。11番鍋谷議員。 

○１１番（鍋谷真由美君） この条例改正で対象になる業者っていうのは何社ぐらいある

んですか。 

○議長（森口久士君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（谷本静香君） 現認しておりますのは現在のところ１事業者でございま

すが、既に有価物として処理を行っておるところもございます。この業者につきましては

有料で有償という決定で処分しておりますので処分業の許可となっておりますが、無償で

回収しておるものにつきましては有価物の回収という観点から対象事業となっておりませ

んので、状況を確認した上で適用するかどうかを判断したいと思いますが、現在のところ

１事業者でございます。 

○議長（森口久士君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 討論がないようですから、討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第56号は原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、議案第56号小豆島町廃棄物の処理
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及び清掃に関する条例の一部を改正する条例については原案どおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１１ 議案第５７号 し尿収集車購入事業に係る物品購入契約について 

○議長（森口久士君） 次、日程第11、議案第57号し尿収集車購入事業に係る物品購入契

約についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（塩田幸雄君） 議案第57号し尿収集車購入事業に係る物品購入契約について提案

理由のご説明を申し上げます。 

 老朽化したし尿収集車の更新に係る物品購入契約につきまして、地方自治法第96条第１

項第８号の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては担当課長から説明しますのでよろしくご審議のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（森口久士君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（谷本静香君） 上程議案書の50ページをお願いいたします。 

 小豆島町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条第１項

の規定に基づきまして、予定価格700万円を超えるし尿収集車購入事業に係る物品購入契

約を締結するため、地方自治法96条第１項第８号の規定により議会の議決を求めるもので

ございます。 

 契約の目的につきましては、し尿収集車購入事業に係る物品購入契約であり、平成13年

に購入し15年経過いたしましたし尿収集車の更新でございます。 

 契約方法は、指名競争入札による契約で、契約金額は656万4,200円、契約相手方は小豆

島町池田900番地、株式会社池田モータース代表取締役三木久則でございます。 

 51ページのほうになりますけれども、し尿収集車の概要はご覧のとおりでございます。

５月30日に入札を執行いたしまして、ご覧の７業者が応札しております。 

 納期は平成29年２月28日を予定しておりますが、幸いなことに熊本大震災の影響ござい

ませんで、若干早目の納入が期待されるところでございます。以上で説明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（森口久士君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（森口久士君） 討論はないようですから、討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第57号は原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、議案第57号し尿収集車購入事業に

係る物品購入契約については原案どおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１２ 議案第５８号 平成２８年度小豆島町一般会計補正予算（第１号） 

○議長（森口久士君） 次、日程第12、議案第58号平成28年度小豆島町一般会計補正予算

（第１号）について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（塩田幸雄君） 議案第58号平成28年度小豆島町一般会計補正予算（第１号）につ

いて提案理由のご説明をいたします。 

 補正予算案で追加補正をお願いします額は3,219万６千円でございます。補正の内容と

いたしましては、総務費590万円、農林水産業費860万２千円、商工費894万８千円、土木

費595万円、消防費106万６千円、教育費173万円となっております。 

 詳細につきましては担当部長から説明しますのでよろしくご審議のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（森口久士君） 企画振興部長。 

○企画振興部長（大江正彦君） 議案第58号平成28年度小豆島町一般会計補正予算（第１

号）についてご説明を申し上げます。 

 上程議案書52ページをお開き願います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正でございます。既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ

3,219万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ105億119万６千円とするもので

ございます。 

 第２条、地方債の変更でございます。 

 55ページの第２表地方債補正をご覧ください。 

 国庫補助金の内示によりまして橋梁長寿命化事業の事業費が増額となりましたので、そ

の財源として過疎対策事業債110万円を増額補正させていただくものでございます。 

 続きまして、補正予算の概要でございます。 

 別冊の補正予算説明書の５ページ、６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入の補正でございます。 
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 14款国庫支出金、２項６目１節道路橋梁費補助金386万７千円につきましては、補助金

の内示によりまして橋梁長寿命化事業及び橋梁補修事業等に対する国庫補助金が増額とな

ったものでございます。 

 次に、15款県支出金、２項４目１節農業費補助金308万７千円でございます。説明欄１

の農地利用最適化交付金については、農地の集積、集約化や遊休農地対策など、農業委員

及び農地利用最適化推進委員の活動に対する手当てとして県補助金の増額割当があったも

のでございます。 

 説明欄の２及び３につきましては、県費補助制度変更によりまして皆減となりまして、

新たに創設された説明欄４のかがわ園芸産地活性化基盤整備事業費補助金に組み替えたも

のでございます。なお、あわせまして県予算の都合上、県補助金が一部カットされており

まして、総額では35万１千円の減となったところでございます。 

 説明欄５のオリーブ生産拡大総合支援事業費補助金205万８千円につきましては、町内

の３事業者から採油施設、防風施設、鳥獣害防護柵の事業要望がございましたので新たに

県補助金を計上させていただいたものでございます。 

 同じく３節水産業費補助金200万円につきましては、漁港高潮対策事業について増額内

示があったものでございます。 

 同じく15款３項５目３節小学校費委託金52万円でございます。説明欄１につきまして

は、児童同士あるいは地域の人との交流を通していじめや不登校等の未然防止を図る心の

交流事業について安田小学校、それから学力向上に向けた取り組みを推進する学力向上モ

デル校事業については星城、苗羽の２小学校が内定しましたのでそれぞれの事業について

県委託金を計上するものでございます。 

 17款寄付金、１項５目１節の小学校費寄付金でございます。これは町内から５件、40万

円の寄付があったため繰り入れるものでございます。 

 18款繰入金、１項８目１節園芸特産振興対策基金繰入金81万１千円については、農業者

が県費補助を受けて実施するかがわ園芸産地活性化基盤整備事業の町負担分の財源として

基金繰り入れを行うものでございます。 

 同じく、９目１節小豆島オリーブ公園整備運営基金繰入金94万８千円については、オー

トビレッジＹＯＳＨＩＤＡの温泉設備と修繕の財源として基金繰り入れを行うものでござ

います。 

 19款繰越金、１項１目１節前年度繰越金1,425万３千円につきましては、今回の補正に

よる一般財源の必要額をここで措置したものでございます。 
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 20款諸収入、５項１目３節雑入521万円でございますが、まず説明欄１の自治総合セン

ターコミュニティ助成金については、西蒲生自治会の太鼓台修繕に250万円、及び福田地

区自治消防団の防災倉庫、防災機材の整備に対して190万円、合わせて440万円の交付決定

がございましたのでこれを受け入れるものでございます。説明欄２の地域活性化センター

助成金81万円につきましては、Ｂ＆Ｇ海洋センターと内海総合運動公園を活用した健康体

力づくり事業に対して、同センターからの助成金を受け入れるものでございます。 

 １ページめくっていただきまして、歳入の最後でございます。 

 21款１項５目１節道路橋梁費の110万円でございます。地方債補正のところでもご説明

したとおり、国の補助内示による事業費の増額に伴い、その財源として過疎対策事業債の

借入を増額計上するものでございます。 

 続きまして、歳出のほうをご説明申し上げます。 

 ９ページ、10ページをお願いいたします。 

 まず、２款総務費、１項１目一般管理費、13節委託料150万円でございます。こちらは

合併10周年記念事業の一つとして町史年表を作成することといたしましたので、その作成

委託料を計上したものでございます。 

 同じく７目企画費、19節負担金補助及び交付金250万円でございます。こちらは西蒲生

地区の太鼓台修繕に対する自治総合センターからのコミュニティ助成金を町の予算を経由

して西蒲生自治会に支出するものでございます。 

 同じく10目自治振興費、19節負担金補助及び交付金190万円でございます。こちらは福

田地区自治消防団が実施する防災倉庫、防災機材の整備に対する自治総合センターからの

助成金を経由するものでございます。 

 次に、６款農林水産業費、１項農業費、１目７節賃金138万円でございます。こちら農

業委員と農地利用最適化推進委員の活動に対する賃金を計上したもので、財源は県支出金

100％でございます。 

 同じく、４目園芸振興費、19節負担金補助及び交付金46万円でございます。こちらは補

助事業の制度変更による組み替え等により、説明欄１と２が当初予算から皆減となりまし

て、かわりに説明欄３の事業が皆増となったものでございます。あわせてまして、事業費

の一部変動や町費負担の変更によりまして46万円の増額計上となっております。 

 同じく、９目オリーブ生産費、19節負担金補助及び交付金276万２千円でございます。

歳入でもご説明申し上げたとおり、オリーブ生産拡大総合支援事業に３事業者から要望が

ございましたので新規計上したものでございます。 
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 ６款３項水産業費、３目漁港建設費、15節工事請負費400万円につきましては、単独県

費の漁港高潮対策事業について補助内示の増額に伴い工事請負費を増額計上したものでご

ざいます。 

 次に、７款商工費、１項４目款項施設費894万８千円でございます。まず、11節需用費

94万８千円につきましては、オートビレッジＹＯＳＨＩＤＡの温浴施設の熱交換器及び排

煙窓等の修繕料でございます。25節積立金につきましては、昨年度中に一般財団法人岬の

分教場保存会から300万円、一般財団法人小豆島ふるさと村公社から500万円、それぞれ寄

付がございましたので、両財団が管理運営する施設の今後の整備等の資金とするため、寄

付相当額をそれぞれ基金に積み立てるものでございます。 

 次に、一番下から次のページにかけますが、８款土木費、２項２目道路橋梁費595万円

でございます。これにつきましては、歳入のところで申し上げましたが、国庫補助金の内

示に沿って13節の委託料を300万円の増額、15節の工事請負費を295万円の増額とするもの

でございます。 

 ９款消防費、１項３目消防施設費106万６千円でございます。こちらは吉田地区の消防

資機材倉庫の屋根等のコンクリートが爆裂するなど非常に老朽化が激しいということで今

回修繕させていただこうとするものでございます。 

 次に、10款２項２目教育振興費、19節負担金補助及び交付金92万円でございます。説明

欄１は歳入で受け入れをいたしました寄付金40万円を寄付者のご意向に沿って苗羽小学校

の音楽部を育てる会に対して補助するものでございます。 

 説明欄２及び３につきましては、歳入の県支出金のところでご説明したとおり、心の交

流事業については安田小学校、学力向上モデル校事業については星城、苗羽の２小学校が

内定いたしましたので、県からの委託金を財源にそれぞれの小学校に補助するものでござ

います。 

 最後に、６項１目保健体育総務費の81万円でございます。こちらは地域活性化センター

の助成金を財源としてＢ＆Ｇ海洋センター及び内海総合運動公園を使った健康体力づくり

事業について８節の報償費から12節の役務費まで必要額を計上したものでございます。以

上、補正額合計は3,219万６千円でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げま

す。 

○議長（森口久士君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。11番鍋谷議員。 

○１１番（鍋谷真由美君） 10ページの合併10周年記念町史年表作成業務委託料、これは

どこに委託をするようになるんでしょうか。決まっているのでしたら教えてください。 
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 それとその下、オリーブ生産拡大総合支援事業補助金、３事業者と言われましたけれど

も、その事業者と中身をもう少し詳しくお願いします。 

○議長（森口久士君） 総務部長。 

○総務部長（空林志郎君） ご質問の合併10周年記念町史年表作成業務委託料につきまし

ては、役場の職員の方で原案を作成をいたしまして、それを印刷事業者のほうへ回すよう

なふうになってまいると思います。 

 まだ少し詳細が決まってない部分があるんですけれども、1,000部程度必要でございま

すのでこの金額を補正させていただいております。 

○議長（森口久士君） オリーブ課長。 

○オリーブ課長（丸本 秀君） ３事業者についてのご質問がございました。 

 オリーブ生産拡大事業単独県費補助事業なんですが、まず１事業者がオリーブの採油機

を導入する事業者。それから、もう１事業者が防風施設と鳥獣害防護の柵の材料費を買う

事業者、もう１業者は鳥獣害の防護柵、この３事業者でございます。採油機のほうの事業

費が約420万円、それから防風施設と鳥獣害施設につきましては１事業者が100万円、残る

もう１事業者は事業費が30万円となっております。以上です。 

○議長（森口久士君） ほかに質疑はありませんか。８番森議員。 

○８番（森  崇君） 10ページの19節負担金補助及び交付金、ここのでどこの倉庫でど

れぐらいの広さなんでしょうか。２款防災倉庫。 

○議長（森口久士君） 企画振興部長。 

○企画振興部長（大江正彦君） 福田地区自治消防団の倉庫でございます。 

            （８番森  崇君「全額ですか、これは」と呼ぶ） 

○議長（森口久士君） 企画振興部長。 

○企画振興部長（大江正彦君） 全額でございます。 

○議長（森口久士君） ほかに質疑はありませんか。９番安井議員。 

○９番（安井信之君） 12ページの保健体育総合総務費の中で、これはどういうふうな健

康づくりの会、内容として。 

○議長（森口久士君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（松田知巳君） メニューとしましては、運動教室２点、それからアクア

ビクス、レディーススイミング教室です。それから、水中の整体教室、テニス教室の５つ

の事業に充てるようになる予定をしております。 

○議長（森口久士君） 安井議員。 
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○９番（安井信之君） ちょっと聞きたいんですが、Ｂ＆Ｇでやられるのはプールがあっ

たり２人というふうなので水中云々というのはわかるんですが、今健康づくりやいろいろ

の中でやっとる中で、Ｂ＆Ｇが町内の大体真ん中にあるのかなというのにしたら参加者か

ら考えるとサン・オリーブとかそういうようなところを使った健康づくりもできるんかな

というふうなことを言われる方がおられますが、その辺はどうですか。 

○議長（森口久士君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（松田知巳君） 済いません、どうしても社会教育課が主導でしますとＢ

＆Ｇとか会場、そういうとこになってございます。健康づくり福祉課さんとかがやるとき

にサン・オリーブさんとかそういうとこでやると思いますけども、対象者のきり口が変わ

ってきたりそういうとこでいろいろ変わってくるのだと思いますけども、ただ例えば先ほ

どの一般質問でしました貯筋運動なんかにつきましてはＢ＆Ｇと、それは旧内海町のほう

ではＢ＆Ｇ、池田の方ではイマージュセンターの２階でやるとか、できる限り社会教育課

でするときは当課の所管の施設の中でできる限りは割り振ってできるような形で考えてお

ります。以上です。 

○議長（森口久士君） ほかに質疑はありませんか。１番大川議員。 

○１番（大川新也君） 先ほどの合併10周年の部数が1,000部というような中途半端な部

数、これはどういうふうな意味で。有償で町民に配布するのか、無償で配布するのかとい

うことと、オリーブの生産拡大のこれ補助率はどれぐらいなのかということを質問しま

す。 

○議長（森口久士君） 総務部長。 

○総務部長（空林志郎君） こちらの町史年表につきましては無償で配布をさせていただ

くことになると思います。合併記念式典の際にお持ち帰りいただく等でございます。やは

り10年ぐらいのスパンで町史の年表は作成していかないとなかなか記憶が薄れるといいま

すか、それもございますので今回作成をいたしたいと思います。 

○議長（森口久士君） オリーブ課長。 

○オリーブ課長（丸本 秀君） オリーブ生産拡大総合支援事業の補助率でございます

が、県要綱におきましては土地基盤整備や防風施設、鳥獣害の防護施設につきましては補

助率が２分の１以内となっております。また、今回該当するんですが、採油機につきまし

ては県要綱では３分の１以内となっておりますが、町要綱におきまして２分の１以内と定

めているため、県から町に交付された補助金に町の単独補助６分の１を加えて同様に２分

の１以内としております。以上です。 
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○議長（森口久士君） 大川議員。 

○１番（大川新也君） 記念式典に参加した人には無償、全町には配布しないのか、しな

いんですか。 

○議長（森口久士君） 総務部長。 

○総務部長（空林志郎君） 合併記念式典の際には無償でお持ち帰りいただきます。その

ほかにつきましては各所図書館でありますとか、学校でありますとか、それから県内の各

施設等、図書館とかそういうところへ配ると。あとは、町のほうへ置いておきまして必要

な際にお渡ししていくというふうなことで考えております。 

○議長（森口久士君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 質疑はないようですから、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 討論はないようですから、討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第58号は原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、議案第58号平成28年度小豆島町一

般会計補正予算（第１号）は原案どおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１３ 議員派遣について 

○議長（森口久士君） 次、日程第13、議員派遣についてを議題といたします。 

 今期定例会閉会中に議員派遣の申出書が提出されています。詳細については印刷配付の

とおりであります。議員派遣については、会議規則第119条の規定により議会の議決を得

ることになっております。 

 お諮りします。 

 お手元に配付しております申出書のとおり、議員の派遣についてご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、申出書のとおり議員を派遣するこ

とに決定されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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  日程第１４ 閉会中の継続調査の申し出について 

  日程第１５ 閉会中の継続調査の申し出について 

○議長（森口久士君） 次、日程第14及び日程第15、閉会中の継続調査の申し出につい

て、一括議題としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、日程第14及び日程第15を一括議題

とします。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から各委員会において調査中の案件につき、会議規則

第74条の規定により、お手元に配付のとおり閉会中の継続調査申し出があります。 

 お諮りします。 

 各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査に付することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、各委員長から申し出のとおり閉会

中の継続調査に付することに決定されました。 

 以上をもちまして今期定例会の全日程を終了しましたので会議を閉じます。 

 これをもちまして平成28年第２回小豆島町議会定例会を閉会します。 

 ご苦労さまでした。 

            閉会 午後４時04分 

 

  



- 101 - 

  地方自治法第123条第２項の規定によりここに署名する。 

   平成  年  月  日 

            小豆島町議会議長 

 

 

            小豆島町議会議員 

 

 

            小豆島町議会議員 

 

 


